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発刊のことば

京都大学防災研究所所長奥 田 節

昭和26年に妨災研究所が京都大学に附置されてかち 4月で満35年が経過しました．

は3研究部門で出発しましたが，現在では19部門， 3センター， 2実験所，および10観測所が

され，所員は教官92名，職員57名，非常勤職員 6名，計 155名で，その規模は

のなかで有数の大きさ るものとなっています．

創立以来， 3分の lを経て，このような自ざましい発展をとげたことは，歴代の所

らの「災害に関する学理，及びその応用の研究Jという目標のもとに，力を

わせて研鐙を積んで、きた成果が認められたのであちまして，われわれ一自の大きな喜びとする

ところですが，同時にこの研究所の発展に絶大な支援をいただいた本学および関係当局に深く

します．

大学的置研究所はその本来の使命として研究の成果を上げてゆくとともに，後継研究者

る

程16名

るものですが，本研究所において

しており，

うことができます．

また国際的には．防災研究所は世界でも数少なし

て，そ 的活動は広く海外に認められつつあり，

も十分にその役割を果たしているとい

防災科学の総合的な研究所とし

をこえる外国人学者，研修員，

し， 150名をこえる海外からの訪問者を迎えておち， さら

にまた，海外の大規模災害に対する

も著しい発展がみられます．

も増加をたどっており，国際的学備交流の面で

国家財政の緊縮計画に伴い，職員定数の削減， ど研究環

境に厳しい制約を受けつつありますが，われわれの研究に対する熱意と研究組職，施設の有効

な活用によって，このような障害は克服できるものと信じております．

わが国土の厳しい自然地理的環境は，最近の生活－生産の様式の急速な変貌と相まっ

の深刻化，多様化をもたらしつつあり， を守るための災害科学，防災科学の

進歩に対する社会的要請は近年一属高まっています．

この重要な時機に際して，本研究所の35年の跨史を顧みて，先人の努力の跡を学：び，将来の

発展への指針とすることは，まこと

た次第で、あります．

1ものと考え，ここに35）吾年小史の編纂を企画し

終わちに本史の編纂，出版のために格別の御尽力をいただし，fこ関係各位に深く感謝し1たしま

す．



祝 辞

京都大学名誉教授村 山 朔 郎

防災研究所は，本年4月 1日をもって創設35周年を迎えられました．昭和26年にわずか 3研

究部門で出発された小さな研究所が，今や19研究部門のほか実験所，センター，観測所を

15附属施設を備える堂々たる研究所に発展されました ζ とは誠に喜ばしく，心からお祝い申し

上げます．長い間ここにお世話になちました私にとっても誠にと同慶のいたりであります． こ

のように立派に発展されました ζ とは，所員各位がそれぞれの使命に対し尽くされた熱意と活

力が，各界の大きな信頼を得られたかちにほかなりません．日頃のと努力とと研鐙に対し深い

を表する次第であります．

天災は忘れた頃にくると警告されていますが，最近はさらに思いがけなし

を表わすかのようにさえも見受けられます．海外の例では，メキシコ市から数 100キロメート

ノレも離れた所に発生した地震がi司市に大きな震害を与えたり，コロンピアでは，火山の爆発が

を融かして土石流を誘発し，その土石流が何10キロメートノレも離れたIll］・を埋没した話など

は，訳をきけば納得できたとしても，一見奇異にさえ思われる災害形懇です．あたかも天が災

しているかのようで，誠に油断もすきもない感がします．

わが国は人口に比して国土は狭く，一万国土の開発や都市の発展に伴い自然条件を変えるこ

とも多く，国土の和用条件は非常に複雑化しています．そのため新しい形態の災害や新しい機

構の災害が発生するかも分ちません．自然災害は単純にみえるものでさえその困となる自然の

理にはなお未知，未解のところが多く，きちにそれが捜雑化すればその探究には終局はありま

せん．そのため災害や訪災の研究は，つねに新しく奥深い問題であちます．防災研究所をこの

ように発展させてきた若々しく力強い活力の源は，このむづかしい問題につねに英知と熱意を

もってとり組まれているからであろうと思います． このような中で築き上げられた成果や活動

は，わが国のためだけでなく， i立界の防災研究の上にも多大の寄弓をしていることは疑のない

とζろであります．ここに防災研究所が創設35周年を輝かしく迎えられましたことを謹んでお

祝い申し上げるとともに，さらに研究や活動が一段と伸展され，防災研究所がますます発展さ

れますことを心から祈念いたす次第であります．



創立 35周年を迎えて

京都大学名誉教授石 崎 滋 雄

京都大学に訪災研究所が設置されたのは昭和26年，戦後の混乱がま

いない頃でした．

は．おさまって

もう，ほとんど不自由する ζ とはありませんで、したが，いまのように豊富にいろいろ

なものがあったわけでもありません．日常生活は現在と較べると随分，不便で、した．いま，ど

の家庭にもあるような電化製品はありませんでしたし，電話があったのも一部の家庭に限ら

れ，事外電話で相手を呼び出すのに長時間かかりました．個人で自動車をもっ家はなくて，

には疫い古るした！日式のタクシーが若干，走っていた程度です．

研究上用いる計測器や機械類も不便でした．その典型的な併が計算機です．手廻 と

、そろばんグしかなく，その後数年して全出動の計算機が現われたときは便利になったことを

こんだ記龍があります．それでも四尉演算しかできないのに高価で計算に時間を要し，

くらべて，はるかに機能の劣ったものでした．実験結果の整理も大変

で， しをあてて読み取ったち，データーを統計的に処理する

のも長時間を要しました．現荘のコンピュータ…で処理すれば何でもないことかと思います．

このような，おくれた時代から現在までの間に，防災の研究はどの程度進歩したでしょう

か．防災研究所創立後35年と開いて改めて考えてみました. r出災科学の発展は計算機の進歩の

ように，はっきりと現われるものではありませんが，大きな進歩を遂げていることは確かなよ

うに感じます．今後，わが国に大地震が起ζ ったり，大きな台嵐が襲ってくることがあって

も，以前のような大災害となる ζ とは，まず，ないと忠われます．その進歩の陰iこ訪災研究所

が大きな役割を果してきたともいえましょう．

わが関における関災科学の研究態勢は防災研究所設立後，着実に充実してきているようで

す．現在の拐災研究所の規模も設立当時とは， くらべものにならないくらい大きくなっていま

すし，このような研究所は世界に類を見ません．また政府機関としては防災科学センタ

立されています．自然災害科学の総合研究の名の下に，長い間，

てきました．最近では自然災害科学会も発足しています．

され

このように，わが国における関災の研究態勢は世界ーともいえる状況ではないかと思いま

す．わが国は， iまとんどあらゆる種類の自然災害をかかえているという

すかち，これは当然の事かも知れません．そこで研究態勢の最も整っている日本が防災の研究

で苦界をリードすべき立場にあると考えます． 2年ほど前にアメリカで国際関災旬年（IDH-

R）というものが提唱され，近いうちに， これの活動が世界的に始まることでしょう．わが国

はその活動に最も協力しやすい立場にありますし，この面でも i弱災研究所が大きな役割を果た

すことと期待してやみません．



所 感

京都大学名誉教授若 林

3研究部門で発足されました坊災研究所が，今日 19の研究部門と 15の付属施設を有する大研

究所として創設35周年を迎えられました ζ とは，誠に御同援のいたりであちます． ζのように

発展を見ましたのは，その設立に努力をされました先生方を始め，代々の所長および所員の

万々の御努力の賜でありますとともに， 支援をされました内外の関係者各位のお蔭でありま

す．当研究所に20年余り街i位話になりました私と致しまして，ここ

であります．

都市には過大化や過密化が進み，長大構造物や危険物なども

る

しているため，

に対するポテンシャノレはと昇の傾向にあるといわざるを得ません．関東震災のような大災害は

らないにしてふ地震その的による 2次災害の予測もその重要性と難しさを益しつつあちま

す．最近新設されました都市施設酎震システム研究センターもこのような配慮から設けられた

ものでありましょう．

昨年はメキシコ市の地震で多くの中高層建築が倒壊し，数千人の死者が出て私共に大きな密

撃を与えました． 災害科学では， ζのような希に現われる自然現象から学ぷ面が多いのです

が，その発生頻度が少ないこと，又現象を受け止める側の対応の仕方が不十分なために，学ぶ

べき自然現象の重要性が見落される場合もあるようです．メキシコ市の被害は，同市の地盤の

特殊性によるところが大きいようで，地盤と地震動との関誌の深さが再認識されました． しか

し今回の地盤と地震動との関係にしても，あるいは新潟地震における砂地盤の流動化の問題に

しても，すでに古い記録にも見られるものであり，必ずしも新しし ム」 1難いように思

われます．災害科学の責務は原理を明らかにすれば足りるというものでは無く，事の重要牲を

明確に捉えて注意、を喚起する ζ とにもあると言－えましょう．防災研究所では， ζのような災害

科学に関する啓蒙にもすでに力を入られておち，それによって一般の防災に対する認識も次第

まりつつあることは，非常に喜ばしいことであちます．

メキシコ市の地震災害から私共は多くの知見告得ましたが，耐震的な都市 るために

我々の知識を提供するなど，先方に対して協力することも私共の重要な責務であります．メキ

シコに限らず，今後は研究者の交流はもちろんのこと，発展途と国における材料を使用した耐

現地の研究者の育成など，日本としてなすべきことは多いと思われます．こ

のような意味で，国際化の立場から見た日本の果たす役割，その一翼を担う防災研究所の役割j

はますます大きくなってきていると思います．

防災研究所の今後の一層の御発展をお祈り致します．
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京都大学名誉教授中 島 暢太郎

昭和26年に防災研究所が京都大学に附置されてから早くも がたったと儲き，感概

に耐えません．新設当時の趣意書：に f災害に処するの途は，その種類に応じ，

を必要とすることは知論なるも，近時あまり分化しすぎ，その間に総合統一を欠き，却って大

を失う嫌あち jと書かれております．私も防災の躍史の半ば以上にわたっ

つである異常気象の研究を出発点として，防災の各分野の先生万と共同研究をさ ＼？ここ

とを i壊しく想い出す次第です．

昭和26年はル…ス台風によって山口県を中心に大きな災害がありました. 28年には

が淀川流域に大きな災害をもたらし，今もなお近畿地万にとって

のーっとなっています．この年は民放テレピが始まっ

験用気象レーダ

通信手段の近代化がはじまり，

日

ファクシミリ

も

されることによっ

さnましfこ． ζ

ちました． この34年

ロメートノレ地帯に大災害をもたらしました． こ

まり，翠35年から 9月 i日を f防災の日」と ら

には有名

としてわが国の

れ， 36年には災害対策基本法が制定されました．同じ36年には第二室戸台風が京阪神を襲いま

したが，第一室戸台風やジェーン台風とくらべて被害は格段に少なく，備えあれば災害を妨げ

ることを知らされました．昭和38年には38豪雪によって日本海側に大きな被害が発生しました

が，この復旧作業の中で次第に克君の自信が育ち，

はほとんど使われなくなりました．昭和40年には し，

アメダスによる雨量分布が各家震でもテレピで見られるようになりました． このよう

に，異常気象に対する監視体制の近代化が進んできた35年間ではありましたが，災害の様相は

わが国の人口の増大や生活の高度化に伴って援合化の道を進んでいます．集中豪雨に伴う崩か

い災害や，都市北・地盤沈下に伴う内水災害，砂の供給不足と強風による海浜侵食，噴火の擦

の石・砂・灰の風による拡散，堆損した火山灰の大雨による泥流，さらには降雨による

知法の開発など，多くの分野の研究者の揃った防災研究所ならではの防災科学の今後が期待さ

れています．益々の御発展をお~り致します．



創立35周年にあたっての所感

京都大学名誉教授横 尾

京都大学院災研究所がζのたび35周年を迎えるに当たち，創設の前後から本研究所にかかわ

りをもったものとして，心からお祝い申し上げます．研究所の実際j二の創設者で、あるいまは亡

き佐々憲三先生，石原藤次郎先生3 期嬬諒先生の御審闘を垣間見てきたものとして，研究所の

改めて三先生の先見の明と情熱に深い敬意を捧げるものであち

とともに創設以来研究所の発展の原動力となられた速水額一

も他界され，創設前後のいわば秘められた歴史ともいう

べきものを語る万々も残り少なくなって参ちました． らかかわってきたものとして，な

にごとか語るべき義務のごときものを感じますが，当時はまだ若くかっ無責任な立場にあり，

も記録ももちあわせず，意のごとくなちません． しかし既刊の研究所10年史に改め

て目を通しながら を ると， どの行間に，

患を辿ることができます．

よって終戦後まもなく組職された大学内の総合研究班 f災害の予関及び軽減Jに

おいて，地球物理，土木工学，建築学にわたる学際的な活動が，

において震害が甚しかった三河地方で，昭和21年に実施された弾性波法による地盤調査を手始

めとして開始され，翌賠和22年には今日の財団法人訪災研究協会の前安である訪災研究所が

されております．そしてはやくも次の昭和23年には大学の附置研究所として

災研究所新設の要求が出されておりますが，佐々先生の回顧録にうかがえるよう を経

て， って，ようやく 3部門の小研究所として設

立が認められたのであちます．当時は風水害が多く，とくに昭和25年9月のジェーン台風は防

災の必要性を認めさす効果があったようです．しかし，昭和30年まで佐々先生が述懐しておら

れるように， して，「君等肉弾三勇士iこはかなわんJ と言わしめた

f妨災経国Jと書せしめた三先生の信念がしからしめたものと

思います．また を必要とします．当時結訴の所属とはいいなが

ら常人には建物とはいいがたい，まさに鳥獣のすみ家間然のボロボロ fl 

！日半の！日火力発電所を強引に拠点としてスタートしたのであります． この辺り

の回顧録，期稽先生の所感あるいは最初の宇治J[i水理実験所の住人となった故足立昭平さんの

うかがうことができます． とくに若い所員諸君には，

がとして，足立さんの文の一読をおすすめします．また10年史を碁にして，

を罷ぷよす

ともに

し，すでに故人になった馬場善雄君，畑中元弘君とのことどもを想起しております．

35周年をむかえ，いまはなき先輩同僚の功績を思い，ことに創設を推進された佐々・

を讃えるものであります．



、想、うままのことか

京都大学名誉教授小 堀

拐災研究所が35周年を追えるという． もうそんな年月を経たのかという感慨と，まだその程

度でしかなかったのかという感想が交錯して，過ぎ去った歳月に想いを馳せる．

私は昭和36年から41年まで，防災研の専任教官として過させて環いたが，併任ということに

なると，昭和30年頃から54年まで続いたと記憶する．私が京都大学に在職したのが，昭和26年

から59年までの33年間であったから，およそ 3分の 2ぐらいの期間を，伺等かの形で防災研に

関わっていたのである．

ったので，地震の破壊力から建築物を守るという目的からし

て，京都大学に在職している以上，関災研との関わりは至極当然のことであった．

京都大学訪災研究所の名声は， 日本におけるよりも， むしろ海外で高い． Disaster Preven-

tion Research Instituteとはよい名称だと海外でほめられ，誇らしい思いをしたことが幾度かあ

る． ところが国内では，建築の分野に隈つてのことだと思うが，紡災というと，とかく火災の

紡i上，つまり関火といった狭いカテゴワーに閉じこめてみられ，それで防災研の名前がもう一

つ，すっきりとアピールしにくい面がある． そのせいか私は訪災研に長く関わっていた割に

は，国内では京大の小堀とだけいわれ，また私の方も，とくに妨災研の肩書にこだわることも

しなカ〉った．

ところで，人は組職に属すると，とかく本質よりも形式にこだわったち，格式の差をつけて

みたり，実に下らないことをやりたがる．総合大学が総合性を十分に発揮していなかったり，

ほほ同じ分野での専門領域に属する研究者同志が，却ってうまくし1かなかったちする．時代を

経て益々それが嵩じたちしていることも間々見受けられる．防災研にそれがあるとは思わない

が，出分連が何をやらなければならぬか，といった本質に迫る限からすれば，誠に演末なこと

に過ぎないのである．

国際社会の中での日本がクローズアップされていく中で， i坊災研の ζれからの任務は重い

し，寄せられる期待も大きい. 35周年を機に益々海外での名声をほしいままにして欲しいと願

うのは， 1虫り手Mご、けではあるまい．
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第 1章総

1. 設立 の趣意

説

昭和 24

る．

防災研究所新設の機運が濃患となったとき作られた つぎのようであ

防災研究所新設 趣

のーにして大地震，津波，高潮，洪水，暴風雨，霞災及び凶作等各額災

よる損耗は年々巨額に；達する．古来災害の復旧及び救済並びに予防軽減は重要なる政務の

ーにして従来政府の ζれに力を尽したること非常に大なるものあるも災害の救済，復旧にのみ

追われ，予防，軽減施設は充分の対策を講じ得られざる様あり，国費の経済的使用の見地より

するも， 軽減方策に力を在がんか災害の損耗を大いに減少し縛る筈なち．殊に戦後

限られたる て 図らぎるを得ざる現時においては災害の防止いよいよそ

ちる．

憎うに災害に処するの途はその種類に応じ， とすることは勿論なるも

を失う嫌あり．近時あまり分化し過ぎ，その間に綜合統一を欠き，却っ

おいては思いを悲に致し，関係諸学一体となり，綜合研究体制自然科学の一斑として

災害防止の共同研究をなし，既に多少の成果を挙げたち．而して研究ますます多きを加え，災

に関する特殊新研究を必要とする部門また多く，本学従来の陣容を以てしては今後国の

る ること るを以て，新に｜お災wf究所

し以て 訪止に貢献せんとす．

2. 沿革

昭和26.4. 1 

昭和26. 6. 15 

よち，災害に関する学理及びその応用の研究をつかさどる所と

して京都大学に拐災研究所が附置される．

ど訪禦軽減の綜合的研究部門

（案〉， 人事など

さ;hる．

l部門〉

2部門）

3部門〉

して解散， 以後の運営は

昭和26.11. 8 訪災研究所協議員会規程が制定される．

昭和28. 8. 1 文部省令第19号によち，宇治！！！水理実験所が設置される．

昭和33. 4. 1 文部省令第13号により，地かく変動明究部門が設置される．



2 
M守、

＂＂ニο
説

昭和34. 7. 9 文部省令第19号により，地すべり研究部門が設置される．

昭和35.12. 26 文部省令第 I号により，水文学研究部門および桜島火山観測所が設置され

る．

昭和36. 4. 1 文部省令第15号により，耐風構造研究部門および海岸災害防止研究部門が設

される．

昭和37. 4. 1 文部省令第17号により，地盤災害防止研究部門が設一置される．

昭和37. 7. 1 研究室の一部が宇治市五ケ庄（教養部跡〉に移転する．

昭和38. 4. 1 文部省令第11号により，地形土じよう災害防止研究部門および内水災害防止

研究部門が設置される．

II 

昭和39. 4. 1 

昭和40. 4. 1 

昭和41. 4. 1 

昭和42. 6. 1 

昭和44. 4. 1 

昭和45.4.17

昭和45. 5. 16 

昭和47. 5. 1 

昭和48. 4. 12 

昭和49. 4. 1 

昭和49.4.11

昭和52. 4. 18 

昭和53. 4. 1 

－

H

H

1

5

 

4

4

4

 

／
 

／
 

4
A

吋
J

1

i

5

m

3

F

O

 

R
M

／

円

μ

門

μ

ヱ小

f

ん

ま
T

芸
P
1

昭

昭

昭

従来の第 1部門，第 2部門，第 3部門の名称が各々
，
 

Z
E
E
－a
，，， 河

に改称される．

文部省令第10号・第11号により，地盤震害研究部門および，鳥取微小地震観測

所が設置される．

文部省令第17号・第21号により，砂防研究部門，地震予知計測研究部門およ

び上宝地殻変動観測所が設置される．

文部省令第22号・第24号により，災害気候研究部門ならびに潮岬風力実験所

および白浜海象観測所が設置される．

文部省令第ll号・第12号により，酎震基礎研究部門ならびに屯鶴峯地殻変動

観測所および穂高砂防観測所が設置される．

より，徳島地すべり観測所および大潟波浪観測所が設置さ

れる．

文部省令第12号により，北陸微小地震観測所が設置される．

訪災研究所研究部および事務部が宇治市五ケ庄に統合される．

文部省令第19号によ札防災科学資料センターが設置される．

文部省令第 8号により，微小地震研究部門が設置される．

文部省吉II令第 4号により，事務部に部課制が施かれる．

文部省令第13号により，宮崎地殻変動観測所が設置される．

文部省令第15号により，暴嵐悶災害研究部門が設置される．

文部省令第14号により，水資源研究センターが設置され，水文学研究部門が

廃止された．

文部省令第12号により，脆性構造耐震研究部門が設置される．

従来の耐震構造研究部門の名称が塑性構造耐震研究部門に改称される．

文部省令第 5号により，耐水システム研究部門が設置される．

文部省令第21号により，都市施設耐震システム研究センターが設置される．



立の趣 意

3. 組織の変遷

(1）機構の変

初年度（昭和27年 3月31日現在）

所長

究

教授棚橋 言Ji!_

l部門

教授速水領一郎，佐々憲三穴西村英ーへ松下

助教授小津泉夫

助手高田理夫， ~I jコ真一

雇員松島昭吾，小林 年 夫

2部門（水害防止の総合的研究〉

教授矢野勝正，石原藤次郎＊

助教授畑中元弘

助手足立昭平

3部門（震災・風災・火災および雷災等防止軽減の研究）

教授棚嬬 諒，描尾義員・＊

助教授石i崎滋雄ぺ近藤文治＊

助手渡辺清治

務室一 一 一 … 事 務 主 任 山 出 保 夫

会計主任 JIi勝安太郎

雇 員牧 義彦，激海慈子

常勤労務者服部行蔵

3 

進＊
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現在（昭和61年IO)=]I臼現在〉

所長奥田節夫

教 授 助教授 助 手 文部事務官 文部技宮 i補佐員

地震動部門 古川宗治入倉孝次郎
松西村波 孝敬一治＊＊ 天野 慶子

微小地震部門｜岸本兆万｜尾池和夫i小.JII 俊護受｜渡辺邦彦｜ i松尾成光 j長尾孝子

問中

地門かく変動部 I高田 理夫 I古津 ！竹本修三i j山間 勝 i舟橋多津

大重谷富 文国宏夫牢＊

地部震門予知計測 m七F二J信コ~ 健 田中寅夫 安藤 雅 孝
小細小泉泉 善律誠子信

塑部性門構造耐震 野中泰二時鈴木鮮之

中村

脆部性門構造耐震 藤原 i中村 武

森田

耐震基礎部門 土岐 ！佐藤忠信｜ ｜清野純史｜ i清水博樹

後藤

山田

地盤震寄部門｜南井艮一郎売日 i閤枝 治郎i i市川信夫

六車

砂防部門｜芦田吋江頭進治l
河川災害部門村本嘉雄藤田裕一郎

｜藤田正治l
大久保賢治 中村行雄

岩佐義朗

内水災害部門 j角屋 陸i間 太郎i永井明博｜増本隆夫 魚田吉弘

田中丸治哉 永田敏治

海岸災害部門 i土屋 ？可！王i；盛昭 宙開 洋 藤木 繁 男

岩垣 山下降男

部i耐水門システム 高；橋 保 中JII 

地盤災害部門 柴田 浩紀徹一ネ本尚骨＊ ｜関口 秀雄｜
i三村 衛

赤井

足立

地災害形部土門じよう 奥 田節夫 奥西一夫 青岡龍馬｜ i横山康二

諏訪 浩

地すべり部門 μ怠:jJ 通保 佐々 恭二 竹内篤雄｜倉内洋子

中日！ 鮮

耐風構造部門 i控白石順成潔1会~！ 谷池義人
丸山 ｜羽野淳介

杉政和光

金多； 

災害気候部門 i j田中正昭｜ i枝JII 尚資l i多珂英雄

井 上 治 郎

暴M風雨災害部 i光旺i 寧）文字信貴i i堀口光章



2. 沿 J 戸

教 授 助教授 助 手 文部事務官 文部技官

j翠井越ニ ；字民 正 北JfI 吉男

：上野鉄男 藤原清司

石；垣泰斡 山口恒二

大年邦雄 野村 新

手口匠i ！江頭庸夫 :tEt アツ 閤田忠惟

西村 西潔 高山鎖期； みどり

石原和弘

井口

菊池

小野

須藤

田中

住友則告彦砕牟 ｛田 為成竹内文朗l矢部 もEi中尾節郎

ぷ!LM'i 和郎

法谷町治！？

黒磯

上測宝所地殻変動観（三雲 健〉 加藤正暁 JII崎一朗；土居 光 和国安男

和田詩夫

潮岬嵐力実験所（控 JI顕治〉 林 泰一 河内伸治

尾崎志秀；

自浜海象観測所 中村重久 ）宇津重摩（片山富晴

器苛

屯観鶴測所峯地殻変動；（高田理夫〉 j毛上謙介 藤間安良；

穂高砂防観測所｜（芦同和男） ；津田豊明 志田正雄

線誤u所島地すべり観（島 通保〉 宋宅 章 小西和史；

大潟波浪観測所（土屋義人〉 白井 亨 111仁i 正鵠 P1111 清；

北測所陸微小地鑑観｜（岸本兆方〕 西上欽也 平野志雄［

関災科－学資料セ（奥田節夫J松村 平野呂繁；： 八嶋 野田 均！小田卓美
ンyタ ! i問中 水本

測宮所崎地殻変動観（高田理夫） ；寺石 鶴田保美

水資 源和 ン懐 旧献〕友杉糊l]jj/1[ 新IF島柴 中村辛子

タ 石 原安雄 下 津 昌 司 中北英一

地縮 馬…

水谷 Jj＼尻利治申

高持

都甫施翠明強先震でシ iC奥田節夫）！赤松 純平；； ；岩井苦
ステム ン；亀出弘行 津田純男
ター

篠塚
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司王 務 部内事務部長〕〔総務課長〕庶務掛

藤田孜也佐藤昭治足〔掛立長〉巌狩〔主野任俊〕子藤田
徹

研秋〔掛究吉助成長駿f一コtr 宇民 雅子

〔図書室〕

〔西経村理課長正コ鵜経〔掛子理長孝掛コ夫佐C主藤 任良〉男 中間 豊二i中川 利郎

JI i合 忍村上容茂

永田裕美

施北〔掛村設長宏掛〕之

（）併任 料研究担当 ＊客員教員

(2）定員の変遷

昭和26.4. 1 ' ， 

教授 3，助教授 2' 丸事務官 1' に傭人2，計14名

昭和26年度 行政整理のため，

l，減

昭和28.8. 1 水理実験所設置のため，

助教援し助手 l，雇員 2，増：傭人 l，減

昭和29.4. 1 研究所整備のため，

助教授 l，助手 l，雇員 2，増

昭和30. 7. 1 研究所整備のため，

助手2，増

昭和31. 4. 1 行政整理のため，

l，減

昭和33.4. 1 地殻変動部門設置のため，

教授し助教授 l，助手 2，技宮 l，雇員 2'

昭和33年度

助教授し

の他のため，

2，技官 l，麗人 l，増

昭和34. 9. 1 地すべり部門設置のため，

教授 l，助教授し助手2，藤員 l，増

昭和34年度 定員按替のため，

2，増

3，減

i石田勝久

i上道京子
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昭和35.12. 26 

教授 l，助教授し助手 3'

fこめ，

2，増

昭和35年度

傭人 1' 

昭和36. 4. 1 

教授2，助教授 2'

の他のため，

fこめ．

ム傭人2，増

昭和36年度 定員振替その抱のため，

l，雇員 7，増：濯員 l，減

昭和37. 4. 1 地盤災害防止部門設置のため，

教 授 し 助 教 授し 助手 2，雇員 l，傭人 1' 

昭和37年度 定員振替その他のため，

3，雇員16，増：雇員 3，減

昭和38, 4. 1 地形土壌災害防止部門及び内水災害賠JJ二部門の設置並びに桜島火山観測所整備

のため，

教授 2，助教授に 4, 3，傭人ム

昭和38年度

助手し

ため，

i，減

昭和39, 4. 1 地盤震書部門及び鳥取微小地震観測所設置のため，

教 授し 助教 授し助手 3，技官 l，雇員 4，傭ノリ，増

昭和40. 4. 1 砂防部門及び地震予知計測部門並

教授 2，助教授2，助手 5，技官 l，雇員 4'

昭阪41. 4. 1 災害気綾部門，潮岬風力実験所及び白

教 授し 助教 授し助手4，技官 2，雇員 4'

fこめ，

ため，

昭和41年度

l，減

昭和42. 6. 1 

教授 l，助教授 1' 

昭和43. 4. 1 

傭人 l，減

4. 1 

により，

屯鶴峯地殻変動観測所及び穂高砂訪観測所設置のため，

4, l，鹿員 2'

によち，

り観測所及び大潟波浪観概所の設置並び

ため，

ム」

教授し助手ム

昭和44年度

助手し嬬人し減

よち，
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昭和45.4. 1 北陸微小地震観測所設置のため，

助手 l，技官 i，増

昭和45年度 定員削減により，

傭人 l，減

H丹＇￥1H6. 4. 1 ！水理実験月！？？及び、鳥取微小地震観測所の整備並びに特殊装置運転職員増

と

教授 l，助手 1' 

7こめ，

2，増 ：助教授し減

昭和46年度 定員削減により，

助手 l，傭人 l，減

昭和47年産 防災科学資料センター

助教授し助手 l，技官 l，増：履員 2，減

より，

昭和48年度 微小地震研究部門の設置及び定員削減により，

教授し助教授 1' 2' 助手 l，傭人 l，減

i昭和49年度 桜島火山観測所の整備及び部課制の実施並びに定

2' 

昭和50年度

2，減

よち，

3，船人 2'

より，

3，傭人 l，減

昭和51年度 助手定員の助教授定員への振替及び定員削減により，

助教授 2＇増：助手 2，一般職員等 l，減

昭和52年度 暴風雨災害部門の設置及び定員削減により，

教授 l，助教授し増：一般職員等 i，減

昭和53年度 水資源研究センターの設置及び宇治｝！

教授し助教授 l，増：一般職員等し減

昭和54年度 脆性構造耐震部門の設置及び定員削減により，

教授し助教授 l，増：助手丸一般職員等し減

昭和55年度 定員削減により，

l，減

より，

昭和56年度 桜島火山観測所の整備及び白浜海象観測所助手定員の助教授定員への振替並び

に定員削減により，

助教授し助手し増：助手 l，一般職員等 l，減

昭和57年度 耐水システム部門の設置及び上宝地殻変動観測所助手定員の助教授定員への振

替並びに定員削減により，

教授 l，助教授 2，増：助手 3，一般職員等 l，減
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鳥取微小地震観誕所の整描及び定員削減により，昭和58年度

l，減2' 

より，昭和59年産

減

より，つ昭和60年度

減2' 

よち，

l，減

ようになった．

システム研究センター

3' 

昭和61年度

教授 l，助教授し

上記のよう

8' 教授24，助教授29，助手41,

万吉て
クζの職

所

(3) 

昭和 昭和

26. 4. 21～28. 4. 30 

i～30. 6. 15 

30. 6. 16～32. 4.30 

30. 8. 26～30. 9. 27 

i～34. 4. 30 32. 5. 

3 33. 7. 16～33. 9. 正勝

1～36. 3. 31 

34. 11. 30～35. 1. 11 

36. 4. 1～38. 3. 31 

28. 5. 額一郎

勝 正

額一部

棚

速

矢

速

）
 

－
－
 

（
 

34. 5. 

水

野

水

村

野

構

村

々
棚

l～40. 3. 31 38. 4. 

38. 8. 31～38. 9. 30 

40. 4. 1～41. 3. 31 

41. 4. 1～43. 3. 31 

42. 9. 4～42. 9. 21 

l～44. 4. 30 

1～46. 4. 30 

43. 4. 

44. 5. 

45. 10. 17～45. 10. 31 

l～48. 4. 30 46. 5. 

48. 5. 1～50. 4. 30 

l～52. 4. 30 

1～54. 4. 30 

1～56. 4. 30 

1～58. 4. 30 

i～60. 4. 30 

50. 5. 

52. 5. 

54. 5. 

56. 5. 

58. 5. 

郎

郎

正

正

雄

正

郎

治

雄

部

次

勝

勝

滋

勝

朔

太

i
 

張

弱

棋

速 水

原

野

野

崎

野

山

川
村

矢

男訂

R
f

E一

島

林

田

田

ヰl
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夫

夫

夫

夫

節

理

理

理

由

田

田

田

奥 60. 5. 1～ 

60. 7. 14～60. 7.20 （事務代理〉

61. 7. 16～61. 7. 27 （事務代理）

61. 9. 2～61. 9. 10 （事務代理）

(ii）職員

昭和56年 6月 l日以前のことについては，防災研究所十年史，十五周年小史，二十年史，ー

十五周年小史及び三十年史にすべて記載されているので，同日以前に転任または退職し，その

後防災研究所と霞接に関係を持たなかった各位については下表から省略した．

氏 名 事 項 その後の移動

36.4. 1技術員に配置換， 37.10. 1技官に任宮，
58. 9. 3死亡

32. 6. 16理学部へ配置換，併任助教授（理学部）
39.4. 1研究担当（理学部教授），61.3.31研究担当解捻

34. 3. 1助教授昇任， 40.4. 1教授昇任

28. 4. 16助教授（神芦大学より配置換）， 34. 3. 1 
教授昇任， 60.3. 31退官， 60.4.1名誉教授

34.4. 1教授（工学部より配置換）， 50.4.1退官，
50.4.2名誉教授

29. 3. 31併任解除， 36.12. 1併任助教授， 39.4.1 
研究担当（工学部教授）, 4 7. 4. 1併任教授， 50.4.1 
研究担当（工学部教度）

34.4. 16助教授（神戸大学より配置換）， 36. 4. 1 
教授界任

32. 11. 16理学部に配置換，併任助手（理学部），
33. 3. 16併任講師（理学部）， 34. 2. 16併任助教授
（理学部）， 41. 7. 31併任解除， 41.9. 16研究担当
（理学部教授〉

岩 垣雄
31. 6. 1助教授（工学部より配置換）， 35. 4. 1教授

併任助教授（工学部） I昇任， 43.8. 1工学部へ配置換， 43.8. 1 研究担当
（工学部教授）

免田青弘！作業員（採用 ）

岸本兆方！併任助手（理 学 部 ）

音 JII 宗治 l助教授（君主義より）

ー雲 健 i併任助手（理学部〉

I ／理学部より1
西 正 男 i技術員｛配置換 ） 

小林 誠｜臨時用務員（採用）

角屋 控 i助手〈採用〉

小林年夫［工務員（採用）

小糠泉夫［助教授（採用）

高田理夫 i助手（採用）

I ／神戸L石 崎 滋 雄 i兼任助教授i l I l大学／

村山朔郎；併任教授（ 工 学 部 ）

岩 佐 義 朗 j併任助手（工学部）

石掠安雄

臨 司 秀 明 i助手（採用）

36. 4. 1助教授（工学部より配寵換）， 37.4.｝，教授
昇任， 41.4. 1工学部へ配謹換， 41.5. 1研究組当

ググ I ;j＼堀鐸二 i併任助教授（工学部） I c工学部教授）， 45. 8. 1併任教授（工学部）， 52. 3. 31 
併任解除， 58.3. 31研究担当解除

30. 4. II 赤井浩一 i助教授偏差震より） I 装J｝抗弁清書匙，41/s:3ff課程議品工学部

31. 7. 

32. 6. 

6. 

33. 5. 

6. 

34. 1. 

3. 

32.7.28技術員 37.10. I技官に任宮

33. 4. I助教授昇任（理学部より）， 39. 1. I理学部へ
配置換， 40.4.1教授昇任（理学部より）

37. 2. 1教授昇任

35.4. 1助教授昇任（理学部より）， 48. 5. 16教授昇任

34. 7. 1技官に任官， 61.3. 31定年退職

36.4. 1技能補佐員配置換， 37.4. 1技能員， 40.10. 5 
改姓（小泉）， 43. 1. 1技官に任官

35. 4. 1助教授昇任， 39.1. 1教授昇任

4. 11 金安

J
で
立
ロ

官一連
脳
出

究
抱究

研
研

ハU
1
i
Aせ

ハU
司

J

4
5
 

換
除

置
解

配
lへJ

部
J

学
日

工
’

J
授
〉

4
一
教
授

白
部
教

h
りよ部

換
学
置

工
配授教助潔
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名 事 現 その後の移動

10. 

12. 

36. 1. 

2. 

2. 

37. 4. 

ハU
噂
3
2
E
A

12. 

菊 池 茂 智 ：助手（採用〉

章 ！｛井任勤教授（理学部） i 39. 1. 1併任解除， 40.12. 16研究担当（理学部教授〉

勝 ；臨時用務員〈採用〉 1 36. 4. 1技能檎役員配置換， 37.4. 1技能員， 43.1. 1 

久保寺

山 18

＼
B
J
J

、、3ノ

用

用

採

採

f
＼

／

s＼
 

手

手

助

助

徴

罵

夫

男

琢

寅

古

田

持

中

川

柴

高

田

北

8. 1；土

4. 

義人

加茂幸介；併任助手（理学部）

松尾成光！龍時技能員（採用〉

盟 国 忠 唯｜臨蹴能員（採用〉

松村律子；臨時技能員（採用〉

辻本行雄；臨時技能員（採用〉

永田敬治（臨時技議員（採用〉

南井良一郎；助教授（工学部より｝
I L記置換 } 

山元龍三三郎

羽 野 淳介

光田 寧

芦 田 和 男

8. 

36. 4. 1 
部〉，

36. 12. 16併控助手（理学

41. 10. 1 併任助教授（工学
（工学部より〉

36. 4. 1助教授昇任， 39.3. 1 
｛井荏立さ教授（工学部）， 48.4.1

40.4. 1助教授昇任

36.2. 16技能員配置換， 43.1. 1技宮に在留

36. 4. 
42. 10. 
学部〉，
44.4. 1 
り），

（工

37. 4. 1技能員に配霞換， 43.1. 1技官に任官

37. 4. 1技能員に配置換， 43.1. 1技官に｛壬宮

37.4. 1技能員に配置換， 41.6. 17改姓（小泉〉，
43. 1. 1技官に任宮

37. 4. 1技能員に寵置換， 43.1. 1技官に任宮，
43.5. 25改姓（中村〉

37. 4. 1技能員に配置換， 43.1. 1技宮に任官

41. 4. I教授昇任

40. 7. 16研究担当（理学部教授〉

43. 1. I技宮に任宮

39. 4. 1助教授昇任， 52.5.I教授昇任

37. 4. I助教授（工学邦より記寵換）， 40. 4. 1教授
併任助教授（工学部川昇任 口

校 /I顕治 I.勤手（採用〉

7. 161 野間和代；技能員（採用〉

8. 

10. 

奥出節夫 i霊話料勤（灼） （誤差助教授制大学より艶置換）， 39. 1. 1教

号 I 39. 4. I ｛井任助教授（理学邦）， 61. 3. 31併任期間満
和田卓彦；掛任講師（理学部）；ァ， 61. 日

島 通保；併任助手（理学部） I yJ 1. 1助教授昇任（理学部より）， 47. 4. 1教授界

江頭 irl！夫；助手（採用） I 

奥西 一夫（助手（採用〉 150. 5・1助教授昇任

西 潔（助手〈採用）

武

若林

ア ツ ；用務員（採用〉 : 48. 1. 1事務官に任官

支 j併任助教授（工学吋） I 39. 4. I助教授（工学部より
！：昇任， 60.3. 31退官， 60.4.

39. 12. 1教授
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氏
h
也引 事 項 その後の移動

／／／／ 

／／／／ 

／／／／ 

／／／／ 

中 村 重 久 I.助手（採用〉

津古 保 ｜助手（採用〉

56. 6. I助教授昇任

51. 7. I助教授昇任

48. 5. 16助教授昇任

60. 3. 31併任期開満了

46. 8. 1教授昇任

41. 4. 1事務官に任官， 45.7. I技官に配置換

44.4. l工学部教授に昇任， 49.1. I研究担当

40. 4. 1助手昇任

43. I. 1技官に任官

57. 4. 1 1相席図書館に配置換

43. 5. 1技官に任官， 58.10. 26死亡

40.9. 1技官に任官， 43.7. l教務員（技官）に配置
換， 46.4.1助手昇任， 61.3. 31静職

40.4. 1理学部へ配置換， 40.6. I併任助手， 46.4.1 
助手（理学部より）， 57. 5. l助教授昇任

43. 1. I , 46. 7. I技官に配寵換

尾池和夫

宮 腰潤一郎

村本嘉雄

多用英雄

中 JII博次

竹内篤雄

勤手（採用〉

併任非常勤／鳥取1
講師 l大学j

助教授（工学部講師｝
Lより昇任 ／ 

事務員（採用〉

助教／建設省土木研1
授 l究所より転任／

教務員（採用〉

43. 1. l事務官に任官

48. I. 1事務官に任官， 60.7. 1庶務掛庶務主任に昇
任

54. 6. I教授昇任

61. 3. 31辞職

42.4. l工学部講師に昇任， 42.7. 16併任講師，
43. 4. I助教授昇任（工学部より）， 57. 4. I教授昇任

43. I. 1事務官に任官， 47.9. I技宮に配置換

43. I. 1事務官に任官， 47.9. I技官に配置換

42.4. I技能補佐員に配置換， 43.4.I技術補佐員に
配置換， 44.7. I技宮に配置換

43. I. I事務官に任官， 61.7. I改姓（中村），
61. 11.15. 辞職

47. 5. I助教授昇任， 53.4.l鳥取大学教授に転出
53. 4. 1併任非常勤講師， 57.3. 31併任期間満了

48. I. I事務官に任宮， 60.3. 31定年退職

42. 4. 1技能補佐員に配寵換， 42.5.16技能員に配
置換， 43.I. 1技宮に任官

41. 9. 1技術員に配罷換， 43.1. 1技官に任宮

49.4. 1工学部へ配置換， 49.8. 1研究担当，
57. 3. 31研究担当解除

61. 3. 31退官， 61.4.1名誉教授

43. I. 1事務官記任官， 58.7. 1施設部企画課へ配罷
換

44. 10. 1助教授昇任， 59.8. 19死亡

4. 

横山康ニ［技術員（ 採用〉

似内汎子｜事務｛（大阪大学｝
I 出＼より転任）

大畑 勲［技能員（採用〉

芝野照夫 i技術員（採用〉

加藤正明！助手（採用）

河 内侍 治 i事務員（採用〉

矢部 征；事務員（採用〉

狩野俊子；用務員〈 採用〉

野中泰二郎［助教授（採用〉

見 野和 夫 i助手（採用）

高橋 保 i助手（採用）

竹本修三 i助手（採用〉

和 問 安 男 i事務員（採用〉

平野憲雄 i事務員（採用〉

小西利史！事務檎佐員（採用）

杉村詩子 j事務員〈採用）

道 上正 規 i助手（採用〉

宇民 正 i助手（採用〉

近藤君子 i用務員（採用〉

細 善指！事務補佐員（採用）

杉政和光；技街補佐員（採用〉

日下部 馨 i助手（採用〉

I f大坂管区気象1
中 島 暢 太 郎 i教授｛台より転任）

嶋 田 歪 i事務員（採用〉

I f理学部より1後町幸雄！助手i l 
I 1配寵換 ) 5. 
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氏 名
4
1
ま

妥
当

後藤尚男；研究担当（語学選）

芹揮重厚｜技術論住員（採舟）

滝津梅雄 j臨時用務員（採用〉

I ／理学部より1
問 中 正 昭；助手｛配置換 ） 

野村 新：技能員（採用）

舟構多津 i：事務補佐員（採用〉

尾崎脊秀；事務員（採用〉

島田糸子 i事闘員（採用）

小葉竹軍機；助手（採用）

高山鍛朗；技術檎佐員（採用）

千代進一［事務員（採用）

和田博夫；事務補佐員（採用〉

志田正雄［技能補佐員（採用〉

藤 田 安良 i技術員（採用）

尾上謙介 i助手（採用〉

津 田 豊 明 l助手（採用〉

中患節虫I) I技手首長（採用〉

土 i技憲

谷口雅子 i事務捕佐員（謀用〉

高橋君子［臨時用務員（採用）

／大阪大学1
倉内洋子；事務官（から転任）

間 太郎 j助手（採用）

環 その後の移動

42.4. 1併任教授（工学部）， 50. 4. 1研究担当

41. 9. 1技術員に配壁換， 43.1. l技官に任官

58. 3. 30任用期間満了

48. 1. 1助教授昇任

46. 8. 1技宮に任官

43. 1. 1事務官に任官， 45.7. 1技官に配置換

61. 3. 30任用期間満了

55.4. 1群馬大学助教授に転出， 55.5. 1併任非常勤
講師， 59.3. 31併任期間満了

47. 12. 1技官に任官

43. 1. 1事務官に任官， 57.4. 1経理部経理課に詑置
換

45. 7. 1事務官に配濯換， 48.9. I技官に配置換

42.6. 16技能員に配置換， 43.1. 1技官に任官

43. 1. 1技官に任官

43. 1. 1技官に任官

ら＼ I 50. 4. 1工学部へ配置換， 50.4. 1併任助教授，
J I 51. 4. 1教授昇任（工学部より〉

44. 6. 19改姓（宇民）， 52. 12. 31辞職， 53.1. 1事務
官に採用

61. 1. 31辞職

45. 12. 1助教授昇任

48.5. 16助教授昇任

54. 8. I助教授昇任

入倉孝次郎 i助手〈採用〉

中 村 武［助手（採用）

中日i 鮮；助手（採用）

田義郎；技官（採用）

石 田 勝久 i技官（採用）

中 JI! 和郎！技能員（採用） I 47. 5. 1技官に任宮

白井 亨 i助手（採用〉 I 51. 6. 1助教授昇任

藤原清司 l技術補佐員（採用） I 43. 9. I技官に配聾換

今本博健 i助教授（長主義より） I 50. 4. 1教授昇任

瀬 能 邦 雄；助手（採用〉 I 45. 12. 9改姓（友杉）, 4 7. 5. 1助教授昇任

ググ j ill 口正隆 i助手（採用）
49. 5. 1助教授昇任， 51.4. 1愛媛大学へ転出， 51.4. 1 
併任非常勤講師， 55.3. 31 排任解除， 61.4. 1併任
非常勤講師
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氏 名 事

6. 

7. 

7. 

11. 

瀬 JI！一 恵｜事務官（主主用）

住友 JlU 彦 i併任助手（教養部）

9. 11 市川信夫！技官（採用〉

47. 4. 

上野鉄男！助手（採用）

広野秋男［見習員（採用〉 146. 7. 1技能補佐員団置換， 58.2. 15辞職

内山 清）技術補佐員（採用） I 45. 9. 1技官に醐換

土居 光）助手（探用〉

松村かづ子 i臨時用務員（採用〉

枝 JfI尚 資 j助手（採用〉

ググ；小野陣尉（併任助手（理学部）

ググ I ！丑ヰi 良和｜併任助手（理学部〉

ググ！須藤靖明 j附助手（理学部）

5. 161 渡辺邦彦；助手（採用〉

6. 161 山 口 悟 ニ l技官（；0盟室富）

46. 4. 1；早瀬古雄 i助手（採用〉

下島祭－ I助手（採用〉

清水正喜 i技官（採用）

用ザ
ド

よマイ
ιふ授教助nu 

円ノム『

授

5
教

乱

部学

繍

任

壬

は

融

界

到

当

排

授

授

日

一

足

教

教

知

咋

助

助

研

5

J

J

j

報

τ

i

1

i

ハU
Q

U

戸

h

U

F

O

戸
川

d

d

せ

＼
B

ノ

、

、

B
E
E
f
’

部

町

部

任

D
1／

市

町

附

学

調

〉

閥

均

）

）

C
（

〉

工

幻

用

〉

れ

配

換

〉

〉

〉

〉

用

用

授

員

用

f
i＼
採

用

S
学

賞

用

用

用

用

採

採

教

佐

採

長

〈

採

背

採

採

採

採

（

助

補

（

掛

宮

（

勤

議

問

団

（

（

（

（

手

手

任

務

手

設

務

官

常

官

手

手

営

手

助

助

併

事

助

施

事

技

非

技

劫

助

技

助

之

平

人

子

男

之

大

樹

貴

男

郎

治

均

洋

併

純

成

孝

…

宏

由

博

信

繁

裕

進

木

松

石

尾

村

村

山

水

字

木

田

頭

田

間

鈴

赤

白

長

松

北

亀

清

文

藤

藤

江

野

吉

／／／／ 

／／／／ 

／／／／ 

6. 

項 その後の移動

9. 

10. 

11. 

48. 1. 

4. 

60. 3. 30併用期間満了， 60.4.1農学部臨時用務員
に採用

50.4. 1研究担当

47. 3. 31併任解除， 50.4.1研究担当

50.4. 1研究担当

58. 4. 1北海道開発局土木試験所に転任

47. 3. 31辞職， 53.4.1助手（採用）， 57. 4. 1鳥取
大学助教授に昇任

話5.25改姓（久津木）， 59. 4. 1神戸商船大学に

49.4. 1併｛壬助教授， 50.4. 1研究担当

61. 7. 1助教授昇任

59. 7. 1工学部経理課に配聾換

56. 11. 1助教授昇任

57. 7. 1助教授昇任

｛田 為成 l助手（採用〉 I 61. 1. 1東京大学助教授に昇任， 61.4. 1 併任非常勤
I i講師

中村垣善 I｛井任助教授（工学部） I 5o. 1. 1研究担当

閣枝治郎！助教授（芳聖書師）
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名 事 その後の移動氏

＼
3
ノ

＼

1
ノ

、

、

2
3
2／

＼

｝

ノ

＼

3
／

1
ノ

1
ノ

笥

り

用

用

1

1

傭

恨

よ

換

採

採

取

地

r

〉

〉

〉

〉

〉

）

銃

器

）

〉

（

（

蜘

僻

蜘

蜘

料

開

閉

剛

腕

般

開

制

醐

師

一

慎

一

向

矧

闘

損

糊

開

一

端

一

一

（

（

（

（

（

（

（

（

補

（

（

補

（

務

員

（

（

捕

捕

（

（

授

官

手

手

手

手

手

手

手

手

手

術

手

手

務

官

佐

手

手

務

指

手

手

教

務

勘

助

助

劫

助

助

助

助

助

技

助

助

事

技

事

捕

助

助

事

技

助

助

助

事

馬

信

治

夫

昭

雄

孝

弘

修

美

郎

郎

枝

美

子

博

志

子

情

浩

章

潟

徹

龍

忠

孝

文

忠

秀

雅

和

貞

文

治

佳

保

友

明

孝

関

富

紀

間

藤

波

容

田

口

藤

鼠

本

村

内

上

出

回

出

井

田

川

山

訪

来

立

井

吉

佐

松

大

河

関

安

石

塚

中

竹

井

小

圏

中

永

安

提

片

一

諏

末

足

長

－

H
H
H
H
Y
M

－
－
日

1

6

1

E

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

6

9

1

H

4

5

i

3

 

ハU
1

i

ι

J

w

h

d

 

4. 11 湾 井 健 一

4. 11 三滞麗紀

寺石異弘

52. 4. 1； 山 下 i窪男

林泰

栗元一二三（事務補佐員（採用） ! 59. 8. 16改姓（藤崎）， 60. 9. 15辞職

西村 進

5. 11 rJJ 根 大和

7. 11 谷池義人

小田卓 美

IO. II 森 夫重

項

52. 4. I助教授昇任

51.11.1助教授昇任

53.11.1金沢大学助教授に転出， 59.4. 1助教授に
配霞換

59. 10. 1向山大学助教授に昇任

49.9. 16 61. 3. 10死亡

59. I. 31辞職

49. 12. 27改姓（北Jll), 57. 10. 16医学部F付属病院
に寵薩換

59. 1. 1岡山大学助教授に昇任

52.4. 1岐阜大学講師に転出， 55.4.1非常勤講師，
59. 3. 31併任期間満了

57. 12. 24改姓（北村〉

58. 2. 1工学部教授に昇任， 58.4.1研究担当

56. 6. 16農学部附属農場経理主任に昇任

55. 10. 1助教授昇任

58.4. 1山口大学助教授に昇任

56. 10. 1薬学部に配謹換

61. 4. 1助教授昇任

57. 10. I理学部経理掛経
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氏 名 事 瑛 そ の 後 の 移 動

六 田 京子 事務補佐員（採用〉 61. 7. 3改姓（上道〉

康 田 勇 研究担当（蕗護） 59. 2. 16理学部教授

黒磯章夫｜研究担当（古学撃）

池淵周 戸（鵡教授）

大年邦雄助手（採用）

ググ；藤 j翠正之 5部（理6長4学に部1配事理務学換長部よ事務り昇長任に）配，置印換4./9.化4学1研事究務所部事長務

ググ j 平野呂繁

ググi 渡 正亮！非常勤講師（採用〕 158.3. 31任周期間満了

ググ j ;fifll 哲雄 i話任非常詰（楚） 59. 3. 31併任期間満了

7. II 藤原悌 i助教授（芳鐸踊） 60. 8. 16教授昇任

（鰹）
57. 3. 31併併任任期期間間満満了了, 57. 4. 1 併任非常勤講師，
60. 3. 31 

55. 2. I 林 理恵 事務補佐員（採用〉 57. 3. 30缶用期間満了

4. 11 大久保賢治 助手（採用〉

ググj 人見安正 総課長務／〔人佐事よ課り課昇長任祷） I 57.4.1北》リ研究所総務課長に配置換

II II I 大平嘉彦；庶務掛長（惇程よ） 58.4. Iへ1）オトロン核融合研究センター庶務掛長
iζ配器換

ググ！答 本紀 ｜耳蹴抽i助（主医学任部よ庶り務昇） 57.4.1食糧科学研究所庶務掛配配置換

ググ！福島義明！童書（製り配警置告換哩） I 59. 4. I農学部用度掛長雌置換

8. 11 開中 宏 平 ｛（井客任員教）授e大以学前) I 57. 3. 31併任期間満了

56. 4. I 中 Jll 助手（採用〉

がか［八嶋 原 助手（採用〉

ググ j 石垣恭輔 助手（採用）

ググ！小尻利治 助手（工配置学部換より1) 見 11.~o助.1教＼.授If昇併併任任任，非助印 10. 1師客岐員，阜~大1学1助31教併授任に期配
器問換満了，' 61. 常教勤授諮（ 

ググi 岩井良吉 58. 4. 1辞織

ググi 馬場停次 課経長理／〔主佐計よ課り課四長r補1I 58. 4. 1 

6. 11 佐々恭 助教授（営費握手）

ググi 井口正人 j助手（採用〉
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氏 名 事 項 その後の移動

荒木和賞｜事吋す謹霊演習内 59. 10. I文学部に寵置換

砂、坂 善雄助手（採用〉 59. 3. 31辞職

ググi 佐藤昭治 i総務課長（職務費書課長）

がかi 岩井 ヱ彰あι，， 研成控究助長（務農掛学部長附よ属り演配置習林換庶） 16置0換4. 1数理解析研究所共同利用掛長に翻

II II I村 上春茂 事務官（工学部より酷置換〉

グ グ ！ 森 瀧健 一 郎 ｛井任教授（客員〉（関山大学） 59. 3. 31併任期間満了

ググi 竹内邦長 併任助教授（客員〉（山梨大学〉 57. 5. 1併任解除

ググ l 森田 司郎 研究担当（工学部教授〉

10. 11 JI i合 忍

10. Iる 市 JI[ 新 訴任助教授（客員〉（東京大学〉
59. 3. 31併任期間満了， 59.4.1併任非常
勤講師

12. 1 松岡 春樹 非常勤講締（採用〉 59. 3. 31任用期開満了

58. 4. 1 清野 純史 助手（採用〉

増本経夫 勤手（採用〉

三村 衛 助手（採用〉

4. 11 藤原茂男 事務部長（施よ設り部昇企任画課長｝) 59. 4. 1辞職

ググi 山本 清 61. 4. 1農学部事務長に配置換

ググi 永野 節 庶掛務長／＼成大型務計出算長機よセり ン 60.4. 1人文科学研究所庶務掛長に醍置換

ググ i 平野 呂繁 非常勤講師（採用）

主経理任出経理／＼経よ理り部昇主任計課1) 

59. 4. 1 田 中丸治哉 助手（採用〉

ググ i鵜子孝夫
経理掛長（fill奇言語霊）

ググ i天野 慶子 事務官（採用〉

ググi水越允治 併 任 教 授 蜘 包 重 「 61.3.山期間満了

ググi 開国 憲 夫 併任助教授（客員〉（鳥取大学〉 61. 3. 31併任期間満了

グか i田村 敬 研究担当（理学部助手〉

ググ i 山田善 研究拐当〈工学部教授〉

ググ i河 野芳 輝 J井任非常勤講師（鎖的 I 60. 3. 31併任期間満了

7. 11 中田豊 i：事務官（理学部より配置換〉

ググi 田中 琢 l併（客任員教）授奈（害良事空国童立文文化化研財セ1) 
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氏 名 事 項 その後の異動

村 林 成 助手（採用〉 61. 5. 31辞職

吉 井 晃 事務｛呂（庶配務置部換人事課より｝) 61. 4. 1庶務部庶務課へ配置換

水 本 邦 彦 ？翠甥お（採用）（重要望）

藤 田 正 治 助手（採用）

ググi 六 車 f,:(O 研究担当（工学部教授）

ググ｜揺間花二 併任非常勤講師（実晶議） I 61.3.31任用期開満了

ググi椙 本 泰 i事務部長（間諜事務長） I 61. 3. 31辞職

ググ｜足立 限出 I 掛庶長務（庶藤務子掛炉実長験よ所り総配務置換課1／ 

ググl 秋吉駿 ｜ 成研掛究長助（庶大務型掛計長算機よセり配ン置タ換ー〕／ 

経経理理主掛任（結所核経胸理部課疾よ患り研昇究任1) 

10. 1 丸山 敬 助手（採用〉

中 北 英 一 助手（採用〉

61. 2. 11 西 上 欽 也 助手（採用〉

4. 1 津 田 純 男 助手（採用〉

ググl 岩 井 哲 助手（採用）

ググi 挫谷拓郎 助手（採用）

ググ｜水谷義彦 併任教授（客員〉（富山大学〉

万｜田中 豊 研究担当（理学部講師〉

ググi重富国宏 研究担当（理学部助手）

ググi藤田欣也 事部長務／〔原事務子長エネよノりレ昇ギ任ー研究所1／ 

ググi 西 村 正 I 経理課長（霊務長長類よ研り究寵所置換事｝／ 

ググ｜藤田 徹！事務官（踏襲庶務課より）

p グ｜ 小 Jfl 俊 雄 i併任非常勤講師／（教高知授大学l） 

ググ I Jfl 崎一朗｜併任非常勤講師（関委学）

ググi 山口正隆 i併任非常勤講師（議大学）

ググi 下 滞 昌 司 併任非常勤講師青｛助島教本大授学1) 

6. II 堀 口 光 章 助手（採用〉

永 田 裕 美 事務出自（配工学置部換経理課より1) 

7. 161 上白木みどり 事務補佐員（採舟〉

8. 篠 塚 疋 笠 非（客常員勤教講授師）（ ( コロン
採用）大学

10. 11 亀 田 弘 行 i教授（王諸君教授）
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(4）予算の変
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(5) 土地および建物の変選

昭和55年度末までの変遷については，防災研究所十年史，十五期年小史，二十年史，

周年小史および三十年史に記載済みであるため，下表から省略した．

( i) 土地の変遷

考

m
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名 所在地 考4

士主

12. 201 ／／ 

10. s2I I ;; 

9.02 I ;; 

168. 001 168. 

；／／  

82. 80j 82. Hlll I tt 

I 113. lll11 I tノ

90. 90.行!JI I ノノ

103. I ti 

36. 36. 00 I ti 

12. oo: ？／／  

16. 16. I ti 

385. 

仰向

lお 7可

iム

66. lli I C ii ) 



考

返

下

地
）

J

（

壕

〉

J

地

穴

グ

グ

幻

遷

借

借

横

（

〈／／）

士出

8. 31返

説

地

（／／） 

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

ム 4

ム24.

203. 

ミ，／，＼、

吊日l主主

12. oo: 

12. 001 

7. 431 

184. 431 

13. 17: 

8内

25. 001 

126・011

22 

名 ，
山
出・4B，d在所H

h’
 

事



3. 選 23 

82. 70 

675. 
；穴虫

774. 

55. 971 
［〈／／）

屯変鶴動峯観地測殻所 218. 18¥ 
／／ 

くH〕

；／／ 

！（グ）

名称 j 所在地 考品

地

／／ 

／／ 

－
 

唱
Z
S
A

噌

E
A

／／ 

15. ／／ 

12. ／／ 

412. 001 I 412. 



24 

名称！所在地
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名 称 j 所 在地 考

i虫
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考錆
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寺山1535の4
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名称｜所在地

190 

7 
7 

陸町－2町軍長宇明書百刈大鶴害J犯 I建延 。~1 

天県宇生吉月城観ケ郡瀬測室河合村岐阜大I建延 ! 

宮県字川吉種l観城蔵郡字測室宮家廻川紋村14単大6I薗祭止

車西大79天県字1生吉天観城生測郡字河大室合佐村岐古iI 建延

vh'-
n、。 説

備考

~I j撤去
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名 所在地 備考
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名称｜所在地 備考

その

4. 諸 規 程

(1) 京都大学防災研究所協議員会規程

（昭和26年間 8日達示問出定
昭和的月22日達示第問正）
昭和54年5月l田 達示第14号改正

第一条 防災研究所の重要事項を審議するため，防災研究所協議員会を置く．

協議員会は，次の各号に掲げる協議員で組職する．

防災研究所長（以下「所長Jという．〉

防災研究所の専任教授

前ニ号以外の京都大学教授のうちから，協議員会の議を経て所長の委嘱し

2 前項第三号の協議員の任期は，一年とし，再任を妨げない．

第三条所長は協議員会を招集し，議長となる．

2 所長に事故あるときは，年長の協議員が代理する．



4. 31 

協議員会は，協議員の過半数が出席しなければ，開会できない．

議事の方法は協議員会で定める．

第六条

2 

込
σ

より所長が命ずる．

，議長の指揮をうけて会務をつかさどる．

附 則

この規程は，昭和26年 6月15日から施行する．

前 期

こ ，昭和54年 5月 1日から施行する．

(2) 京都大学防災研究所長候補者選考規程

（昭和48年 2)H日達示第10号制定〉

訪災研究所の所長候捕者の選考については，この規程の定めるところによる．

防災研究所の専任の教授および併任の教授のうちから選考する．

所長候補者選考の必要が生じたときは，所長は，すみやかに，防災研究所の専任の教

よび併任の教授に対し所長候補者となすべき適任者の推薦を求め，その結果，推薦多数

以上を協議員会に報告するものとする．

前条の規定により報告された者のうちから，協議員会におい

る．

前条の選出は，

によって行なう．ただし，

四分の三以上が出席する協議員会において，

出張中の者は，協議員の数に加えない．

を所長候補者とする．

2 過半数の得票者がないときは，

とする．ただし，

について決選投票を行ない，得票多数の者

ときは，年長者を所長候補者とする．

3 ることにより決選投票における を定めることができない

ときは，当該得票田数の者について投票を行なって定める． ζの場合において，な

数のときは，年長者を先順位とする．

第七条 所長候補者に選出された者は，やむを得ない事情がある場合のほか，所長候補者とな

ることを辞退することができない．

所長候補者の選出を行なう 所長の任期満了による場合には満了の日のー

十日以前に，その他による場合はすみやかに開催するものとする．

第九条所長の任期は， 2年とし，再任を妨げない．

この規程に定めるもののほか， ζの規程の実施に関し必要な事項は，協議会の議を経

て所長が定める．
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附則

ζの規則は，昭和48年2月6日から施行する．

(3) 防災研究所開属研究施設長候補者選考内規

（昭和50年12月19日制定）

第一条 防災研究所附属研究施設の施設長の候補者（以下 候補者」という．〉の選

考は，この内規の定めるところによる．

第二条施設長候補者となり得る者は，防災研究所の専任の教授又は助教授とする．

第三条施設長候補者の選考は，協議員会において行なう．

2 前項の協議員会は，構成員（海外渡航中の者を除く．〉の三分のニ以上の出席を必要とす

る．

施設長の任期は 2年とし，再任を妨げない．

施設長候補者の選考は，任期満了による場合にあっては，満了の日の約一カ月前に，

その他の場合にあっては，速やかに行うものとする．

この内規に定めるもののほか， ζの内規の実施に関し必要な事項は，

経て防災研究所長が定める．

r~付員IJ

この内規は，昭和50年12月19白から施行する．

を



第 2章組織および研究活動

1. 地震動研究部門

本部門は 京都大学に防災研究所が付置されるにあたち，

をすることを毘的として発足し， ど

33 

ら，

うとともに，その際必要な種々の計誕器ならびに計調i方法を特別に設

して災害の本質の究明に努めてきた．これらの研究を行うにあたち，本部門で取ちあげ

てきた主な研究課題は「地震予知に関する研究j，「震動と地質構造との関係の研究J,

関する地盤の応用地震学的研究J,I火山爆発に関する研究j，「地すべり機構の研究jである．

そのほかに，河川，海岸の災害防御軽減に関する研究の一部を行っていた．なお昭和33年に地

かく変動研究部門， 34年に地すべり研究部門， 53年に桜島火山観測所， 38年に地形土じよう災

害研究部門， 40年に地震予知計測研究部門， 48年に微小地震研究部門の新設後は，

わかれてそれらの部門においてそれぞれ行われている．

本部門は，新設時は速水領一郎教授が担当したが，その後西村英一教授，佐々

任あるいは併任教授として担当してきた．昭和37年より古川宗治教授が部門主任となち，以後

助教授島 通保（47年地すべり研究部門教授），助手後藤典俊（48年北大へ転任〉，

(48年より助教授），赤松純平（61年都市施設耐震システム研究センタ一助教授），松波孝治ら

が，主として地震災害に関する基礎的研究を行ってきた．

最近の部門における

(1) 

を以ドlこ略述する．

る萌究地震動観測， よび波動理論：

るための研究の一環として，昭和56年度に炭山地震観誕室

連続観測を実施すると共に，観測装置，解析処理方法の開発研究を

っている．小地震の波形解析やコーダ部分の統計的解析により，

波の減衰量が土i品質構造に関係して地域的に変化していることを明らかにし，小地震の観測資料

ためのサイスミックゾーニングに有効であることを示した（赤松〉．

おいて重要な短期期地震波の生成および伝播問題に関して，

よち，クラック，波の速度および密度の空間的ゆらぎ等による媒質の不均質性と

動の性質の関係が研究されている．弾性波の散乱による見かけの減衰と空間的な振幅変動の性

費は波の散乱プロセスの違いにより サイズと との比に依在して変化することが明

らかにされた．

と，媒質内部の種々

物理学的にも

(2) 

も

メカニズムには，媒質の非弾性によるエネノレギーの吸収

よる波の散乱とがあり，この両者を正しく評価することは地球

る（松7&).

関する研究：者［5rpの や構造物の サイス
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ミックマイクロゾーニングを行うには，都市域の地盤構造の調査が必要とされる．京都盆地や

大阪平野を対象として，地震基盤（花掲岩または古生層の上酉）までの地盤構造決定のため，

1）反射法探査および2）微動のアレイ観測の 2つの万法が研究されている. 1 〉については都市域

でも地震探査を可能とするため，陸上エアガンを用いた簡便な探査方法が検討され，京都盆地

南部域で約 lkmまでの基盤の深さの決定に成功している. 2）についてはアレイ観測により微

動の位相速度の分散曲線からインパージョンの手法を用いて数百 m の規模の地盤構造の探査

が可能となってきている．表層に覆われた断｝欝構造の調査方法として，微動の空間的な振幅お

よび位相分布を用いる試みに成功している． 水平に変化する地盤構造での地震の震動特性が

scattering theoryおよび raytheoryをもとに研究されている

都市地盤のマイクロゾーニングの資料として，主に海の波浪に起盟する原動を利用して地盤

による地震波増鱈特性を直接推定する方法を研究し， 1984年長野県西部地震（M=6.8）の場合

について考察した（赤松〉．

(3) 大地震時の強震時の強震動予測：地震によりひき起こされる地震動の推定には，

伝播経路および表層地盤特性を知ることが必要とされる．小地震による地震動は，震源域が！司

じであ よる地震動と同様の伝播径路や地躍の影響を受ける．大地震と小地震の間

には，断層の長さや！？話，とり量，にち速度などの震源パラメータ…に関して，一定の相似員立が

している． ζの2つの考えを結びつけることにより，小地震による地震動の観測記録を用

いて，大地震時の強震動を予測する万法を研究している． この方法は震源過程の予測し難し

雑さや，伝播媒質の地膳構造により引き起こされる複雑な波動の干渉効果を誼接数値的に見積

ることなく強震動波形を予測できる有利さをもっている． 1980 

6. 7）や1983年日本海中部地震（M=7.7）の際，震源近傍で得ら

の強震動の再現を行い，地震動の合成方法の吟味がなされている

(M= 

を用い

(4) 地震危険度評価方法に関する研究：ある地域の地震危険疫を評価するためには，その地

域周辺の地震活動度や震害が予想される地盤の地下構造を明らかにする必要がある．そのため

歴史地震及び活断麗を調査検討して，その地域で予想される地震動波形の地震基盤での合理的

な挽定方法を研究すると同時に，碁盤上の各地層の S波速度や実験室における土質試験の結果

をもとにして，非弾性の性質をもっ ζれらの地盤の表面での応答値を求めた．その結果地表面

の最大応答変位・速度・加速度の分布が明らかになり，都市のマイクロゾーニンク、、の一つの手

法が開発された．

地表断層近辺ではとくに強震動が予測され，その分布は断膚の規模，その付近の地形・地ド

構造と関連して複雑になる．震源近傍の強震動特性を予測するため，北丹後地震・福井地震・

を詳細に調査し，基盤における強震動を収集したボーリング資料・弾性波探査

や常時微動の解析結果をもとにして，基盤における強震動の推定方法を調査研究した．活断層

のみが存在し，その近傍での観測地震がなし じ地震を地点間スペクトノレを
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用 を予測する万法や， ら至近艶離にある地点を radiation pattern も し

を推定する方法について研究を進めている（吉J11 ). 

2. 微小地震研究部門

微小地震とは，マグニチュード i～ 3の極めて小さい地震のことであるが，それらの活動状

態は，大地震発生を予告する指標の一つになり得ると考えられる．このような観点から，昭和1

40年度に始まった「地震予知研究計画Jによって微小地震の観測・研究が推進されて来た．全

国の大学に設費された微小地震観測所における観測・研究の進展に伴い，微小地震を専門的に

研究するための研究部門の必要性が認識され， 48年度本部門が新設されたわけである．この部

門設置前後の経緯については， 25周年小史や30年史に述べられているので参照されたい．

ら現在までの教官構成は以下の通りである．教授：岸本兆万（48年～現在）；助

教授：｝蓮池和夫（48年～現在）；助手：佃為成（48年入竹内文朗（49年～52年），

(53年～現在）．

そ からも明らかなように，微小地震による

予知の研究である．しかし，研究の発展に伴ない，以下に述べるように，そ

の関連分野に拡がっている．特に ζ の10年i習について述べよう．

(1) 微小地震の研究

微小地震の研究は，

て来た．
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寸」． となった協力の下に進められ

・近畿北部における微小地

かなち明ちか

られた．にされてい？こ．

－北陸両観測所で微小地震のテレメーター観測が開始されると，

上と磁気テープ記録方式の採用によち，微小地震の解析も 1ものとなった．

4次地震予知計画（54～58）におけるハイライトの一つは，大学の微小地震観測の自動処

理化であった．すなわち，テレメーターによって集中される観測信号（ 1次データ）をオンラ

イン・リアルタイムで島勤勉理し，震源位置や規模などの 2次デ…タを同じくリアルタイムで

叫盤工加組制！位相センター（東大地震研究所前属）へ伝送するというものである. I持災研究所

では， 57～58の両年度，微小地震部門が鳥取微小地震観測所との協力の下に自動処理化の研究

し， システム（SWARMS）を完成し，訪災研究所本所

3カ所の鍛小地震観測網における観測が自動処理さされた．

れている．

観測の高精度化に伴なって，微小地震の研究は主主々詳細なものとなってきた．微小地震の時

空間分布では，限られた小広域（地震の巣）内での微小地震のくち返し発生の性質や，そのよ
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うな巣の分布の研究が行われた．また，大きい地震では盛に研究されている震源過程の問題

が，高精度観測の実施で微小地震に対しでも取扱われるようになった．波形解析によって，微

小地震の震源断層面と断層パラメーターの推定や，微小地震クラスのマグニチュード領域にお

ける相似則などが研究された．更に微小地震の系列について，震掠域の構造や破壊様式の詳し

い研究がなされた．

(2) ,111埼断層テストフィーノレド総合観測

山崎断層テストフィーノレド総合観測は「第 3次地震予知計画の一部見直しjによって地震予

知計画に組入れられたもので，その発足の経緯については， 30年史に詳述されているので省略

する．この計画は，中・小規模の地震を対象として，多種類の観測によって地震予知の実験的

研究を行おうというものである．現在，山崎断層で測地測量や地震・地殻変動・地磁気・自然

－地下水・放射能・岩石比抵抗・気象など数10成分の観測が行われており，その大部分は

テレメーターで防災研究所（宇治市）へ送られている．

ζの計画の成果の第 lは，昭和52年 9月30日，山崎断層観測抗（写真一 2）の附近に生じた

M3. 7の地震に際して，地下水中の塩素イオン濃度の変化などの先行現象が観測され， ζのよ

うな小さ 加え

占。
を伴ない得る ζ とが始めて明らかにされたことである。その

写真一2・1 地震波動自動記録験測システム
(SWARMS) 

写真－2・3 山崎断層観測室（向上）

写真一2・2 山崎断層観測坑道（兵庫県安富町）

写真－2・4 111崎断層テストフィーノレド・テレ
メーター集録装置
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後，断層的近に発生する M3.5程度以上の地震については， その前後に何らかの異常が観測

される確率が高いことも判った．

昭和59年 5月初日観測坑の南西約 3kmの暮坂峠断揺に発生した M5.6 の地震の時には，

土地の伸縮と傾斜，地震活動のパターン，地下水，岳然首位，地磁気，

抵抗などの多謹の観測に先行現象が認められた. M5～6 の地震で ζのように多数の先行現象

が，相互に関連した先行時間をもって観測されたことは高く評価すべきものと思われる．

1111!1奇断層テストフィーノレド計画は， 53～62年度の10年計画であって関もなく期限満了となる

が，上記のような多数の成果に立脚して，新しい計画を発足させる予定である．

(3) 地殻構造及び活構造の研究

などの活構造のみならず地殻構造にも密接に関係すると思われる．微小

を用いて地殻構造を指定し，同時に震源位置と構造との関連を求める研究がなされ，

－北陸地域の 3次元的地殻構造やフィワピン海プレートの性状，あるいはそれらと

発生の関連が求められた．

も，地表の調査やガンマ一線測定などで， しい活断

も参加し，鹿野・などが行われて成果を挙げた．また，活断層のトレン

間，山崎などの諸断層の過去の活動が明らかにされた．

(4) 

防災研究所では， される“東海地震”の予知に関して，微小地震部門が主体となって，

現地で撞々の観測を行って来た．特に昭和53年以来，静開県下8校の県立高校において，それ

らの理科のクラブ活動の指導・協力の形で，水管傾斜計二地下水位計， i当

泊
以観続連る

も

L

d

p

h
ノ

に

か

日

ど

面

っている．こ

きことと思われる．

関する

との協力によるもので，

山IU奇断層に沿って発生する微小地震は，降雨と 関係することが

ち，特に少雨期の後に急激旦多量の降雨があると，その数日

された．すなわ

い同時に断

関ずれ万向と反対方自のずれを示すことが判った．このような降雨と

係は，より大きい地震についても，また他の地域においても見出されている．

って電磁波放射の現象が観測される例がソ連で見出されたが， iこ

おける観測によっても同種の現象が観測されて注目されている．

3. 地かく変動研究部門

本部門は地震予知を最終の目的に，地震に関連する地殻変動の研究，特に地殻変動と

生との関係を研究するため昭和33年に設賓が認められた． おける地殻変動の研究の
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く，特に地震予知を臣的とした地殻変動の観測・研究は理学部地球物理学教室で故

憲三・西村英一両教授らを中心に進められてきた．なかで、も，昭和18年の鳥取地震の際，

していた傾斜計がとらえた地震誼前の異常傾斜変動は有名で，これは地

殻変動の連続観測による地震予知の可能性を示したものと言える．以来，鉱山の廃坑や謎道・

防空壕跡などを和用した地殻変動観測室が各地に設置され，地震の前兆的な異常地殻変動が数

多く観測された．

昭和26年防災研究所が設置されるに当札地震予知研究は主要研究課題にとりあげられ佐々

－西村は併任となり，それまで理学部で行なってきた地殻変動の連続観誕や研究が本研究所の

（現地震動部門）で行なわれることになった．以来近畿地方を中心に観測室の増設が

われ多くの成果をあげてきた． も昭和30年には，地殻変動観測のため

交付され，つづいて昭和33年には当部門の新設が認められ，第一部門から分かれて観測や研究

が進められることになった．その後の研究の進展や昭和40年に発足し

施に伴ない研究分野も次第に拡大し，微小地震に関する研究も行なわれるようになり，昭和48

年に微小地震部門が新設され，微小地震に関する研究はここで行なわれる ζ とになった．

本部門は，最初故西村教授が部門主任となり，昭和37年からは一戸時雄教授，昭和40年から

は岸本兆万教授が部門主任となり研究－観測に当ってきたが，昭和48年の微小地震部門の新設

に伴ない岸本は同部門に転じ，代って地震予知計測部門から高田理夫教授が本部門に移り部門

となった． ζれと同時に地震予知計測部門の古裡 保・竹本修三助手も本部門に移り，昭

和49年には大谷文夫が，また昭和51年には寺石真弘が助手に採用された．昭和51年古揮は助教

授に昇任，寺石は宮崎地殻変動観測所の竣功に伴ない同観測所に配置換となった．また昭和48

年から理学部の小津泉夫教授が研究担当となり研究に協力してきたが，昭和61年 3月

後は代って理学部助手重富国宏が研究担当となり研究に協力している．

本部門では設立以来地震の予知を最終の目的に，多くの研究者がいろいろの角度から地殻変

動の観測・研究を行ない多大の成果を上げてきた．最近は特に屯鶴峯・宮崎地殻変動観測所と

協力して観測や研究を進めており，主要な研究課題は1）地殻変動の観測， 2）地震に伴なう地殻

変動の研究， 3）地球潮汐・地球自由振動の観測的研究， 4）地殻変動・地震観測ならびにデータ

解析システム開発に関する研究， 5）地盤変動の研究であり，以下にそれら研究の概要について

地震の先行現象の検出は地震予知の有力な手掛りとなるものであり，本部門では設立初期に

は伸縮計や傾斜計による地殻変動の連続観測により地震前兆の異常地殻変動を発見することに

主力が注がれていたが，データの集積と共に地域的な地震活動と地殻変動との関係についての

研究も行なわれるようになり，近年は地震予知計画にもとづく観測のテレメータ化や地殻活動

総合観測線の設置などに協力し，これに伴なう新しい観測計器や観測データの集録・自動処理

・解析など観測・データ処理システムの開発など観測の近代化・省力化・能率化に関しての研
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究を行なうと共に前兆現象解明のための地殻変動の定量的－理論的研究を進めている．また，

観測精度の向上化のためレーザ伸縮計の開発の他，地殻歪の直接測定ができるレーザホログラ

フィを用いた新しい観測システムの開発研究を進め，実用化できるまでになった．このような

観測計器の開発による精密観測により，地球潮汐歪や地殻~の観測に及ぼす地形や坑道の影響

など 明らかになった．また，降下iむこ伴なう複雑な歪変化についても を力日

え， ＼あるいは地下水浸透モデノレを用い近くのダ

られることを明らかにした．このように観測データのム水位変化かち，降雨による

中 を進めると共に，これらの自動処理・

これによる地震前兆変動の早期検出に る研究を順次進めている．

また， い観測される StrainStepについての暁究も進めておち，地震断層の発生

関し Geotectonicな立場からの研究やまた最近の 1984年 5月の大山崎町の地

際の StrainStep に検討を加わえ，観測計器の安定性及び観測点近傍

1て課べfこ．

その他，岩倉・天ケ瀬・屯鶴峯－大浦観測室の連続観測記録から得られた経年変化をもとに

近畿中央部の広域地殻変動について研究を行ない，南々西から北々東に進む移動性地殻変動の

あることを明かにした．地殻変動の経年変化及び年周変化と地震活動・地形との関係について

の研究も行なわれた．

これらとはJ)lj（こ，測地学的な方法による地殻変動の観測研究も行なっており，

や宮崎観測所と協同して西日本の 7カ所の光波測量基線網で光波測量を繰ち返し実施し，広域

地殻変動の検出や地震活動との関係について調べている．また，地殻変動の連続観測と光波測

量との相補性について研究を行なっており，天ヶ瀬観測室の観挺坑道内に設けた

ら得られる基線長の変化と坑内伸縮計の連続観測から得られる経年変化とはよく

致するが， と近傍観測坑道での連続観測結果とは定性的に るも

のの定量的な一致にまでは到っていない ζ とが判った．光波測量の精度向上のため

について基礎的な研究にも取組んで、いる．その｛也水準測量や三角測量：などの測地測量：結果と

連続観測結果との関係についての検討も行なっている．

以上のような地殻変動に関する観測研究の他に，

けてきており，

活動総合観測線の設置に伴ない，

明に努める．

4. 地震予知計測研究部門

本部門は，昭和40年に発足し l次 5

め，

ひず よる観測も

っている．今後地殻

と地殻変動との関係の究

として 4月
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され，当初は教授高田理夫，助教授田中寅夫，助手古沢 保，竹本修三によって研究が行われ

た. 48年以降は人員の配置換により，教授三雲 健，助教授田中寅夫，助手加藤正明・安藤雅

孝及び3名の技官の構成で，地震予知に関する理論と観測方法の確立を目標として種々の基礎

的研究が行われて来た．同57年，加藤正明は上宝地殻変動観測所助教授に昇任，転出したが，

現在も当部門の研究に密接に協力している．本部門で行われている主要研究課題と ζれ迄の成

果は次の通りである．

(1) 地震予知に関する理論及び解析に関する研究

地震の発生は，地殻中で、テクトニックな応力が徐々に増加し，これが岩石の破壊強度あるい

は既荏の断層の勇断摩擦強度を超えた時に起るものと考えられ，地震の発生に先立って，種々

の前兆現象が観測される ζ とが期待される．

空白域の形成，断層の緩慢なとり，前震一本震一余震過程等を明らかにするため，不均質な強

を持つ断層とt6力増加に関する理論的研究と数値シミュレーションを行なった。また田

中は破壊に先立つ地殻弾性定数の変化と ζれによる地球潮汐歪・傾斜の振，1屈の変化及びζれに

及ぼす海洋潮汐の影響の理論的研究を行ない，さらにこの時間的変化検出のための解析的研究

（加藤・三雲），応力変化に伴なう地下水流動状態及び降雨による地殻歪・傾斜レスポンスの変

化のモデル研究（田i十！ら〉も行われた．また地殻変動観測データの ARIMA モデ、jレ（非定常

1!1己回帰摸型）による多変量解析とこれによる変動予測も行われた． このほか，本部門では，

プレート運動から期待される応力の大きさや，有限要素法による西南日本下の地殻・上部マン

トノレ内の 3次元応力分布と，地震を発生させる応力の大きさについても研究が進められ，

も継続されている．

(2) 地震予知に関する観測研究

1) 地殻活動総合観測線：：本部門では地震発生前後の地殻歪の蓄積・解放過程を明らかにす

るため，従来から地殻変動観測を継続して来た．第4次地震予知計画においては，さらに大地

わたる地殻歪・傾斜変動を検出する目的で， 56-58年度にわた

り，中部・近畿・中間地方を横断する「地殻活動総合観測線J－北陸・近畿測線（上宝・北陸

一紀伊半島西部）及び近畿－山陰測線（鳥取一紀伊半畠東部〉が設置された． 2測線上の18観

測点で観測された合計 331成分のデータはテレメータによち本研究所へ伝送され，モニタ

録が行われるとともに，毎 1, 5, 60分｛誌がディジタ Jレ収録され，データ処理・解析が進めら

れている．この結果， 1984年山時断層地震前の諮兆的変化や，開年長野県西部地震の際のスト

レイン・ステップと余効変動が検出された． ζの観測・研究は地震予知関係各観測所令部門及

との協力の下に実施されているが，本部門では主として田中がこれを担当している．

2) 活断層総合調査： ζの調査は活断層のトレンチ掘削によって，その断層の過去の活動覆

躍と繰返し間関を知弘将来の地震の発生時期と規模を予測する長期的地震予知のための研究

である． ζれ迄に愛知県立大学などの協力の下に調査が行われ， 56年度以降は地震予知計画に



4. 地龍平気i計測研i究部門 41 

よって推進されて来た．すでに謂査・研究が行われたのは，

などであって，従来知られて

いなかった最新の断層運動の時期や地震発生間隔が明らかになった．この研究は本部門の安藤

及び微小地震部門の但が担当した．

：総合移動観測班の協力の下に，北陸・近畿・囲

域において，光波測量による長期的地殻変動の研究が行われている．さらに田中らは， GPS

（汎i立界精密測位システム）などの宇留技術の利用による将来の精密部地測量と，これに及ぼ

を行ないつつある．

(3) 

るための基礎的研究として，日

機構の解明を進めている．この研究は，

・表面波の初動方向・振幅・波形，

近地・遠地観測点で、の実体波

・水平変動，~·傾斜変化，津波など

－測地学的観測データを総合的に解析し，これから多くの地震の断層変位，す

べち速度，破壊低播速度， J;t:;力降下量などの断層の物理量とこれらの分布を推定しようとする

ものである． 乙 1945年三沼地

1968 :ti三百

九州ー琉球弧下の多数の地震など

とサイスモテクトニクスの研究が行われた．またこれとともに今後発生を予想される地震につ

いて，断層モデ、ノレを想定し，各地点での地動変位・速度波形，地殻変動，津波などを計算する

とともに前震・余震の記録波形を合成する ζ とによって本震持の強震地動を予測する研究も

らによって進められた．また三雲らは， 完全 3次元勇断クラック・モデノレをもと

に，不均質な媒質iゃに断層が在在する場合，強度分布が深さと共に変化する場合．噺層部にバ

リアやアスペワティがある場合などについて断層の動的披壊と地震波の発生過程の理論的・数

った．

(4) 地殻・上部マントノレ構造とテクトニクスに関する訴究

る地殻及び上部マント Jレの構造は，

えるものとして重要である．平原和朗（現在移動観概班・

測デ…タから司本列島全域と特に問自日本下の地殻・上部マントノレの 3次元速度構造を解析

し，沈み込む太平洋プレート及びフィリピン海プレートの 3次元的形態と地震発生との関係を

明らかにした．また沈み込むプレート内にP波速度の異方性も見出され，

との関連も論じられた．一方，安藤ちは短周期地震波記録の解析から，中部地方下の

マントノレ内部に S波速疫の異方性を見出し，この地域下にマントル物質の上昇が寄在する

ことを示唆した． ζの研究はさらに発展し， S波援動方向の解析から，西南日本数地域の上部

地殻内にクラックの分布による異方性が寄在する ζ とも見出され， ζれが応力方向の検出と地
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である可能性も示された．

また現在，沖縄トラフや ζの地域の沈み込み帯の構造及び弧状列島背部海盆の拡大などのテ

クトニクスを解明するため，安藤らにより琉球列岳山ケ所において地震観測が行われている．

5. 塑性構造耐震研究部門

わが国は世界有数の地震国で，古来多く を経験し，特に関東大震災はわが国

よぴ地震学を急速に進展せしめる契機となった．その後も幾つかの大地震は各地で、人的，

経済的被害を惹超し，同時に地震に伴う種々の現象をわれわれに腎示することによっ

防御軽減に関する研究の引き金となってきた．本研究部門は昭和26年4月当研究所の創設と同

時に第三部門として発足し，震害，風害などの防衛i軽減を研究課題とした．部門主任は，棚橋

諒教授から，昭和28年 2月に横尾義貫教授に引き継がれた後，昭和34年 3月から石崎滋雄教授

した．昭和36年 4月には耐風構造部門が新設され，石崎教授がその主任となった．昭和

38年4月には，第三部門は酎震構造研究部門と改称され，構造物の震害防御軽減が研究の主目

的となった．主任は，棚橋教授，小堀鐸二教授が務めた. 39年 4月には地盤震害研究部門の新

設に伴い，小堀教授は新部門に所属換えになり， 39年 12月からは若林貫教授が担当した．

4月には，対象とする構造物のうち，比較的脆い材料で構成される鉄筋コンクリート造，

煉瓦造あるいはコンクリートブロック造などに関する研究を遂行する白的で脆性構造耐震研究

部門が新設され，同時に本部門名は塑性構造耐震研究部門と変更された．部門名改称と同時に

耐震構造部門劫教授・野中泰ニ郎が教授に昇任して主任を担当，同助手・中村 武が助教授と

なり，以来，鉄骨構造など，鉄に代表される，塑性的関性に富む材料からなる構造物の謝震性

に関する研究を行ってきた．昭和61年 4月には，中村 武は脆性構造i耐震部門へ所属換とな

り，後任として地盤震害研究部門から鈴木祥之助手が助教授に昇任所属換となり，構造物の確

率論的地震応答解析や耐震信頼度解析に関する研究を分担することになった．

村恒善教授が研究担当として参画することになった．

塑性構造耐震研究部門における研究は構造物の強度と変形に関する基礎研究

を積み重ね，将来の合理的耐震設計法確立を指向するものであるが，最近10年程の間に行われ

てきた研究活動の概要は次の通りである．

(1) 骨組構造物の弾塑性安定， j護膝復元力特性に関する研究：従来行っていた準静的荷重を

受ける骨組の弾塑性性状，終局状態に関する研究から，次第に構造物の激震時の弾塑性挙動，

崩壊過程を追跡するための履歴復元力特性の定式化に関する研究へと進展し，一定鉛直力と繰

返し水平力を受ける骨組架構の挙動に関する理論的・実験的研究が行われた．

(2) 繰返し載荷を受ける部材の弾塑性性状に関する研究：骨組を構成する要素が変動繰返し

力を受ける時の弾塑性挙動に関する研究で，鉄骨筋かいや鉄骨鉄筋コンクワート柱・はり・接
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合部等が研究対象とされた．特に，鉄骨筋かいについては，

的基礎研究から実際的な断面構成をも

を解明するため

るまで精力的に行われ，

も行われた．

(3）構造材料・

部の実挙動を知るため，鏑，鉄筋，コンクワートな

これらよりなる

おける構造物各

され

された．

る骨組の挙動の解析法などの研究も行われた．

(4) 

型の動的加振崩壊実験が行われ，

れた. P・L1効果など

込

ο

を追跡し蝉塑性応答挙動が解析的に諦jべら

され，また p

を無視することによっ

求められた．

(5) 部材の，産屈と不安定現象に関する研究：鋼構造における基本的研究課題として継続的に

研究が行われているもので， 111形鏑の座屈耐力に及ぼす部材両端での境界条件の影響に関する

理論的研究，日形断屈をもっ鏑はりの横座屈樹力，変形能力に及ぼす鉄筋コンクリート床スラ

ブ＼母屋，小ばりなどの拘束効果に関する研究などが行われた．

(6) 地下構造物周辺の応力状態に関する理論的研究：地下構造物や， トンネルなど

踊を保護する覆工或いは壁体に加わる地在を知るには，建設及び載荷の願序と

しなければならないが，周辺媒｛本の弾性・塑性及び、粘性を含むレオロジーモデJレに基づ、いた理

き，その結果は，配管その他の目的で穿孔された構造体にも適用できる様，定式化さ

れた．

(7) 被災帯造物の調査：

構造物の調査や解析など

1983年高取県中部地震によっ

も精力的に行わ

？こ

・軽減に役立

てるべく

校の鉄骨カマボコ

以上の研究のう

には， 100ト

されている．また1980～1981年の大雪によって多く

と被害の解析も符われた．

う研究は，

100トン長柱試験機，講造物試験台，動的構造物試験装置，繰返

されている．これらを用いて載荷された供試体の挙動はデ千ジタ

ヴィデオ収録装器等によって収録され，マイクロコンピュ

ど

データ

ータによるオンライン即時処理と作図， ミニコンピュ…タによるデータ解析などが行われてい

る．
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6. 脆性構造耐震研究部門

昭和39年に設置された地盤震害部門において地盤と構造物の震害との関係が研究されるよう

になって以来，耐震構造部門では地上構造物自体の激震時の弾塑性性状に研究の主力が向けら

れ，鉄骨架構の復元力特性，座屈挙動などが明らかにされてきたが，昭和43年の十勝沖地震を

契機に鉄筋コンクリート造など脆い材料で構成される構造物の耐震性に関する研究も精力的に

うようになった．研究対象が鉄骨造，鉄筋コンクリート造などi揺広くなり，その後も激震に

よる被害が続き，建築構造物の耐震安全性を具体化する必要性が高まった昭和54年に，従来か

らの耐震構造部門の改組拡充の要求が通仏脆性構造耐震部門の新設が認められ，耐震構造部

門は塑性構造耐震部門と改称された．部門新設と同時に耐震構造部門主任教授若林

門主任教授に配置換えとなり，工学部から藤原悌三が助教授となって研究に当った．昭和57年

からは工学部教授森田司郎が研究担当として，現在も当部門の研究に協力している．昭和60年

若林が定年退官し，藤原が教授に昇任， 61年中村 武助教授が塑性構造耐震部門より当部門に

配寵換えとなり現在に至っている．

コンクリート，コンクリートブロック，煉瓦など，主として脆い材料を

ち，震害の防御・軽減を；意図した研究を行うととも

に，従来行われてきた構造物の弾塑性地震応答解析，適正動力学特性など動的性状に関する研

うこと tζある．

ってきている主な研究課題とそれらの研究活動の概要は以下のとおりであ

る．

(1) 鉄筋コンクワート部材の変形性能の向上：鉄筋コンクリート往の脆いせん断破壊を抑止

し，変形性能を向上させる方法として，従来工法の平行配筋法にX型配筋法を併用する乙とに

よって最大耐力以後の耐力の低下が少なし履歴によるエネ jレギ、一吸収が大きくなる ζ と

験的に明らかにするとともに単純な機構の重ね合せによって終局耐力を解析的に求め得ること

を示した． この解析法は従来工法の柱材や酎震壁など鉄筋コンクリート部材の変形解析にも拡

張されつつある．

(2) 脆性的性質をもっ材料でつくられる部材・要素・骨組の履歴性状とモデ、ノレ化：鉄筋コン

クリート部材乃至はり・柱接合部の援麗性状については継続して実験的研究を進めており，接

合部の破壊形式，軸力の大小による終局耐力に及ぼす影響を理論的にも検討した．煉瓦および

煉瓦抵の実験を行い，力学的性状を解明するとともに，鉄筋による補強効果についても検討し

た．一方，鉄筋コンクワート部材の）漫経i生状を表現する数値モデノレを考え，パラメーターの選

択によって劣化特性， ピンチング効果などを含む履歴モデノレを提案した．

(3) 耐震壁付鉄筋コンクリート架構の応答性状：連層耐震患を含む架構の正負繰返し加力実

験および振動台を用いた実験を行い，基礎の浮上りが上部構造物の復元力特性に及ぼす影響を
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明らかにし，各部材端に関塑性パネを考慮した応、答解析によって現象を再現できることや基礎

浮上りによる履歴吸収能力，終局保有耐力などについて検討した．

(4) -1，・ 品加挫：爪刑 制 糾J・rJ，掛け市

を構成する構造物の地震時挙動は 3次元的な地動の影響を受ける．講造物に 2方自の地

震動が作用する場合の弾塑性崩壊過程を動的実験により明らかにするとともに，理論解析

み，一般的な応答性状を把握する研究を行った．また，質量偏心，閥性偏心に伴う援れ非線形

振動についても検討を行い，こ

でいる．

るための研究を継続して行っ

も

(5) 

1983年日 び1983年鳥取県中部地震による鉄筋コンクリート を主とした

を解析することによって被害原因を明ちかにした．今後

くこの種の謁査は精力的に行う予定である．

以上のfig，塑性構造耐震部門と協力して研究を行った内容として，鉄骨梁の横陸屈に及ぼす

を明らかにした研究，載荷速度の相異が，材料，部材，骨組の復元力特性及び

明らかにした研究， 2軸曲げを受ける鉄筋コンクリート部材の終

に関する研究などがある．

写真一2・5 脆性構造物耐震実験装置 写真一2・6 動的構造物試験装聾

7. 耐震基礎研究部門

る そ

いたために， ついてはそ られながらも十分な検討を受け

る機会が少なかったように見受けられる． ところが，昭和39年の新潟地震で，地盤の軟弱さに

る構造物基礎や下部構造物の破損が，構造物に多大の被害を生じさせたことが判明する

に及んで、，構造物と地盤の動的相互作用や地盤を構成する土の動力学的特性を考慮した研究の

されるに至った． このよう かんがみ，日本学術会議は昭和39
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1月および昭和40月6月に「耐震工学研究の強化拡充に関する勧告Jならびに「要望」を政

府に提出し，その中で大学附罷研究所に構造基礎耐震工学部門を増設し，構造物の耐震基礎に

関する理論および設計法を研究する必要のあることを強調した．

ζ う を背景として，構造物基礎や下部構造に対する総合的な耐震理論の体系化をは

かるとともに，地盤調査法や耐震化工法の開発あるいは地下埋設構造に対する合理的な耐震設

ることを自的として，昭和42年 6丹に本部門が設置された．以来，地震工学，土

質基礎工学の各分野の知識を基礎として上記目的の達成に努めている．

研究員の構成は教授柴田 徹，助教授土岐憲三，助手間前勝ーをもって発足している．昭和

43年からは行友浩， として加わった．田河は昭和43年応大阪府へ，行友は昭

和45年にJII崎製鉄へ転出した．昭和45年に大模正紀， 47年に 昭和49年には佐藤忠

昭和50年？とは田中陽ーが助手となった．石黒は昭和46年に清水建設へ， は昭和49年に

神戸大学助教授として転出し，大棋は昭和50年に地盤災害部門へ配置転換となった．

II皮が工学部へ転出した後， り助教授足立紀尚が加わった．まfこ，昭和50年に柴田，昭

和51年には足立が地盤災害部門へ所属転換となったが，昭和51年からは工学部より

換となった土肢が教授としてこの研究部門 している．昭和51年に とな

札昭和52年には佐藤が昇格して助教授となり，田中は昭和53年大東ボーリングへ転出した．

i問手1]58主ドに 仁！大学助教授として転出し，清野純史が助手となり，砂坂善雄が地盤災

ら とし となった．昭和59年には砂披が鹿島建設へ転出し，佐藤は防災

科学資料センターに配置転換となった．昭和61年には佐藤が再び当部門に復帰し，沢田純男が

助手として採用されたが， システムセンターに配置転換となった． この

工学部教授後藤尚男は昭和42年から昭和50年まで併任教授として，その後現在まで研究担

当として，また工学部教授白石成人は昭和50年から昭和54年まで，

59年から現在まで研究担当として本部門の研究に協力している．

本部門における現在の主な研究課題について述べると以下のようである．

(1) 地震動の予測：耐震設計における合理的な入力地震動を得る ζ とを呂的として，

動の非定常特性を拍出するとともに，いくつかのショミレーションモデルを提案した．多数の

微小地震記録を基にして，その確率統計的性質をそこなう ζ となし実用的に簡単な統計的グ

リーン関数を構築するための方法論を完成させた．また地震断層面上の応力降下量に着目して

業！？たな相似則を提案し，断層の破壊過程を した地震動の予測法に関する研究を進めてい

る． ζのために，断層の破壊過程を詳細に追跡できる数値解析法を提案するとともに， 3次元

的な解析を行って， 「応力の流れjのメカニズムを解明するための努力が行われて

いる． また，地震動記録ならびに観測地点における地盤資料の収集のために PANAFACOM

U-1400システムを導入し， とアメリカ の強震観測網から提供されているデータ

ベースの検索システムを確立しつつある．
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(2) 表農地盤内における地震波動の伝播特性：地震時における表層地盤の震動はごくわずか

に離れた地点においても異なるという認識の下に，表層地盤内における地震動の水平方向の低

播に伴う地盤の相対変形やひずみの空関分布に関する研究を行っている．地震観測のために設

したアレー観測網で得られた加速度記録から， 0.1 3狂zの周波数帯域における

かけ速度の分散性について詳細な検討を加え，そ 占
A』

せた．地震波の分散性は長大構造物や埋設施設の耐震性を論ずる

となるので，これらの応、用語についても着実に成果を挙げつつある．

(3) 地盤震動と地盤構造の同定：実｛本波と表面波によって地盤内に発生する応力ならびに歪

みに及ぼす地盤の不均質性や非線形性の影響を明らかにするための研究を行っている．まず大

波を中心とする PS検層結果をi改築し，そのデータベース化を留るとともに， ζれを用いて地

盤の非線形震動解析を実施し地震動強度の予測式を提案した．地盤を構成する土は強い非線形

特性を示すので，液状化現象を含めた土の構成式に関する研究も行った．また，強震時におけ

る地盤震動強度は観測地点近傍の局所的な地盤構造の不整形性に大きく影響されるので，

積分法や離散化波数法を利用して不整形地盤の震動解析を行い，不整形地盤に特有な現象を抽

出した．さらに，実地震記録を用いて，地盤の不整形形状や物理定数を同定するための手法に

ついて している．

ソン るし1 より(4) 

られる

のよう

された経験の範囲を超えるものが出現する ζ とがあり，そ

については未知の問題が多い．

の間で剥離や滑動などの生ずる可能性が考えられるが，従来の地盤…構造物系の解析ではこう

した問題を取ち扱うことができなかったので，ジョイント要素法を用いた動的解析プログラム

の開発を図札構造物基礎の地盤からの浮き上が札滑動，転倒といった開題の解析を可能に

した．また，実験的に得られる土や地盤の定数と，構造物の振動特性に関わる理論解析とをい

かに融合させるかについての研究をも進めてお札地盤が非線形状態になっ

きかについての研究も行っている．

と

(5) ライフライン ：都市内の上下水道やガス・

おける

などの供給施設の地震に対する

り，乙れらの施設の

を話的として， に関するシミュレーションや，考え

る研究を進めている．また，従来から行われているライフるべき

ラインシステムの活頼性解約で、は， その計算量が権成要素数の指数関数となるので，ネット

ワークをかなり単純化しなければ解析が不可能であった．こうした問題点を解決するための新

しいアノレゴワズ、ム し， そのプログラム化を図って， 実捺の大規模ネットワーク し

た．まfこ， レベルでライフラインの復旧 るためのエキスパートシステムや補強

対策法についても検討を加えている．
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(6) 地震動による斜面崩壊：：重要な構造物や施設が山麓や出肢の斜面に設けられたり，人工

斜面の周辺に人家が建てられる機会が増えており，また過去の地震によっても斜面の崩壊によ

る被害や人命の失われた例も少なくない． ζのような斜面崩壊の発生の危険度やその規模の予

測を目的として，実在する斜面についての詳細な地質ならびに土質調査結果に基づいて，ジョ

イント要素を用いた有限要素法による動的，静的解析を実施し，斜面崩壊の定量的評｛商法を開

発しつつある．

8. 地盤震害研究部門

本部門は，第 3部門，耐震構造研究部門を通じて，耐震工学における最も

として採り上げられてきた構造物の震害と地盤の動特性との関連性を究明し，建設地を含む地

域の地震活動度と広域的並びに局地的な地震波動媒体地盤の波動低達特性が地震外乱に及ぼす

して，建築構造物とその基礎地盤の地震応答性状を的確に把握し，その知見に基づ

いて地盤一構造物系の合理的な震害防御軽減の方策を樹てることを主な目的として，昭和39年

4月に設置され，耐震構造部門から，小堀鐸ニ教授，南井良一郎助教授，井上 豊助手が所属

換えとなって本部門の研究組職は発足し，何年10月には鈴木 有助手が任用され，これに加わ

った．昭和41年4月，建築学第二教室に建築基礎工学講座が設寵され，小堀教授は来！？講座担任

教授として工学部に配置換えとなり，南井助教授と井上助手は，夫々，教授及び助教授に昇任

し，新しく日ド部馨助手が任用された．その後，昭和45年10月，井上助教授は大阪大学工学部

に転出し，昭和47年4月には鈴木祥之助手が任用され，昭和48年11月，建築構造学講躍の国枝

治郎講師が工学部から昇任配置換えとなり，本部門の助教授となった． 次いで，昭和49年 4

月，昌下部助手は建築材料学講座に配置換えとなり，又，昭和51年 4月には，鈴木（有）助手

は金沢工業大学に教授として転出した． 昭和61年4月には，鈴木（祥〉助手は助教授に昇任

し，塑性構造耐震研究部門に所属換えとなり，新しく岩井哲助手が任用されたが， 同年6

月，新設の都市施設耐震システム研究センターに所属換えとなった．現在の研究組職は，

教官の南井教授と国枝助教授，及び研究担当の建築学第ニ教室の六車 熊教授の構成となって

いる．

本部門は， 主として構造物とその基礎地盤の動的特性と地震時挙動の解明，並び

に建築構造物の動的耐震設計のための基礎的研究等を実施してきたが，主な研究課題とそ

に関する過去10年間の研究活動の概要を述べれば以下の通りである．

(1) 地震外乱の性質と地盤の動特性：建設地を含む地域の地震活動度と広域的並びに局地的

地質，地盤構造を考躍して，地盤一構造物系の地震応答解析用の地震外乱の確率モデ、ノレを導く

ことを主目的として，特に粘弾塑性媒質からなる表層地盤の波動伝達特性と不規則入射地震波

による表層地盤の地震応答特性に関する研究を行うとともに，地震外乱を生成するための非線
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形時変動力学的モデルの実測地震記録に基づく確率論的状態推定及び同定に関する研究を行っ

ている．

(2) 地盤一構造物系の地震応答解析 ：地上構造物，地下室．基盤地業，周辺地盤並びに波動

媒体地盤からなる地盤－構造物系を対象として，地盤と構造物の動的相互作用を考慮した非線

形動力学モデルを構成するとともに地震外乱と系に含まれる諸種の不規則性と不確定性を考

慮した確率論的地震応答解析法を導く乙とを主目的として，主として杭基礎の動特性と地震応

答に関する研究を行うとともに，大規模非線形動力学系の地震応答解析の確率微分方程式によ

る定式化とモーメント方程式による状態変数の時変同時確率密度関数の評価法，並びlζ等価線

形化等による近似解法に関する研究を行っている．

(3) 殻及び大張間構造物等の動特性と動的応答 ：動的外乱を受ける殻，大張間構造物，膜構

造，吊屋根等の動特性を明確にし，これ等構造物の合理的な動的設計法を導くことを主目的と

して，主として理論的な方法により，乙れ等閑塑性連続体の動特性，特に，動的安定性に関す

る研究を行うとともに，空間的に非一様な地震外乱を受ける長大な地盤－構造物系の応答性

状，並びに，地震時の液体と殻容器の動的相互作用に関する研究等を行っている

(4) 建築構造物の耐震信頼度解析 ：地盤一構造物系各部の地震時の動的破壊或は機能障害を

直接的に表わす尺度を地震応答量として採用し，確率論的な地震応答解析に基づいて， 地震外

乱と系に内在する不規則，不確定要因が系各部並びに系全体の耐震性に及ぼす影響を安全の確

率として統一的に評価する方法を導くことを主目的として，最大変位応答，累積塑性変形，低

サイクル疲労損傷等の耐震安全性の尺度と系構成要素の諸種の劣化形並びに硬化形履歴特性の

微分表示に関する研究を行うとともに，非定常地震外乱を受ける諸種の履歴構造物の耐震信頼

度関数の評価法に関する研究を行っている

(5) 建築構造物の動的耐震設計法 ：上記（1）～（4）の研究は，最終的には建築構造物とその基礎

地盤の合理的な動的耐震設計法の確立を目指しているが，特に，地震発生頻度は小さいが破壊

写真－2・7 動電型振動発生装置
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的な烈ないし激震外乱を対象として，確率統計的な観点と弾塑性終局設計の立場に重点を寵い

て，想定された地震外乱の確率モヂノレに対する履麗構造物の耐震借頼度解析に基づいて，予め

えられた安全の確率を確保し，且つ，構造設計の力学的合理J性と経済的効率を最大にするよ

うな最適耐震信頼性設計に関する基礎的研究を行っている．

以上要するに，本部門は，地盤と構造物或は構造物群を一体の動力学系として扱うととも

に，確率統計的な観点、から，これ等護合動力学系各部の地震応答性状を的確に予測し，その結

果に基づいて合理的な建築構造物の耐震設計法と震害防御軽減の方策を得るべく，研究組職全

のもとに研究を行っている．［札昭和46年 4月に i出災研究所及び工学部の地震工学

ないし耐震工学の関連諸部門或は講座の共同研究設備として人為地震発症装置が設置され，当

部門がその管理に当っているが，この装置を用いた実験的研究も数多く行われている．

9. 砂妨研究部門

j士i水iζ伴う －流出・堆積過程において種々の災害が発生している．本部門は，と

くに111地域における ・予測，機構の究明および防止軽減に関する研究を行う ζ

とを目的とし ，教授矢野勝正，助教授土屋義人

（昭和42年臆高砂防観測所へ配置換，昭和43年砂訪

研究部門へ配置換）であった．昭和41年度には道上正知，昭和42年度には沢田豊明（昭和43年

度から穂高砂防観測所へ配置換〉，昭和43年には角野 稔（昭和44年辞職〉が助手になるととも

に，同年，高橋保（昭和42年度併任講師）が助教授として参画した．昭和46年 3月矢野勝正

教授の定年退官に伴い，河川災害部門の教授であった芦田和男が砂防部門を担当し，教授に芦

田和男，助教授高橋 保，助手奥村武信および道上正知の構成となった．道上は，昭和47年度

に助教授に昇格して河川災害部門へ移札昭和48年度には江頭進治が助手になった．奥村は，

昭和50年度に鳥取大学助教授として転出し， 昭和51年度には裡井健二が助手になった．

は，昭和55年度に助教授に昇格して宇治Jf i水理実験所に移り，昭和56年度には中Jf I ーが助手

になった．昭和57年度には耐水システム研究部門の創設とともに，高橋は教授として新部門を

し，中川助手も耐水へ移った．また，同年江頭が助教授に昇格した．その後，昭和60年度

には，藤田正治が助手として採用され，現在に至っている．すなわち，現在の組職は，教授芦

田和男，助教授江頭進治，助手藤田正治である．なお，昭和41年度から43年度まで非常勤講師

として金沢大学助教授高瀬信忠が研究協力を行うとともに，昭和46年度から50年度まで，立命

館大学教授大間淳之も非常勤講師として協力した．また，本学工学部の井上頼輝は，昭和44,

45年には併任助教授として， 46, 47年度には研究担当教授として研究を推進している．

111地流域における土砂の生産・流出現象やそれに伴う災害事象の究明のためには，その実態

を把握することが極めて重要である．そのため，本研究部門は，防災研究所付麗穂高砂防観測
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所（所長芦田和男教授，沢田豊明助手〉の協力のもとに研究を続けている．以下，本部門の研

究内容を大別すれば，つぎのようである．

(1) 土砂の生産・流出に関する研究：流域における土砂処理計画をたてるためには，

における土砂の生産と流出の実態を的確に把握することが肝要である．そのため，部門創設以

来，穂高砂訪観測所における試験流域における観測研究を続けるとともに， を

通して，土砂生産と流出に関する実態の究明広力を注いでいる．こうし

時における土砂の生産・流出を支配する主要なパラメ…タが明らかにされつつあり，さちに既

く土砂の生産・流出量の予測法の確立に努めている．一方，こうした

させるためには，理論や室内実験による基礎研究が必要であって，粘着性材料からなる裸地斜

面の侵食機構や流路側岸の侵食機構などについて研究が進められている．その結果，流路縮の

形成過程に関するシミュレーション法の開発や流路の側岸罷食量式などが提案されている．さ

らに，これらの基礎研究を適用したウォッシュ・ロ

(2) 崩壊・土石流に関する 土砂災害の主要な外力の…つであって，

これらによる災害の防止・軽減のためには，それら よび流動ー

予測法を確立することが極めて重要な課題となる． ζれら し，現地ヂータの解析研

うとともに，基礎研究を活発に推進することによって， ζれまでに多く を

いる．すなわち，既往資料や基礎研究に基づく崩壊の発生の持雨条件およ

どに関する多くの知見が蓄積されるとともに，ダイラタント流体モデ、jレによる

石流の流動期やピンガム流体モデノレによる崩土の運動員せがかなち明らかにされてきた． さら

に崩壊土や土石流の停止・堆積機構に関する研究を進めるとともに，これちをもとに，数値

シミュレーションによる庖険範囲の設定法を考案しつつある．現在，防災対策に対してこうし

ぐ努力する一万において，超高濃度流れに関する研究も含めて，

さらに活発に推進しており，高濃度国液混相流の統一的な理解に努めている．

(3) 流砂と流路河床変動に関する研究

土石流の通過・堆額領域およびその下流域における流砂問題を解決するためには，このよう

な領域における流水の挙動，浮遊砂や掃流砂の挙動および流路・河床変動に関する研究が不可

欠である．そのため，山地河道特有の水深／粒径の小さい流れや階段状河床波上の流れに

る研究を進めておち，これまで、に，抵抗別に関する有効な知見を得ている．一万，流砂，とく

に浮遊砂については，河床の条件や流れと 目して，

輪送現象などに関する しており，これまでに，これらの評栖法や底面近

る重要な成果を得るとともに，平衡およ

しつつある． さちに，掃流砂の挙動iこ関しては，砂擦の分級現象や階段状河床波の波

呂しながら研究を推進しておち，アーマ・コート河床における砂礁の伝播機構，

河床表面の破壊・変形， i皆段状河床波の発生機構と形状特性値などに関するいくつかの成果を
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し1る．

(4) 貯水池における土砂水理に関する研究：洪水災害の軽減や水利用の面において，社会に

対するダム貯水池の役割は極めて重要である．ダム堆砂に伴う上流域の洪水災害の危険性や下

流域の間床低下，さらには海岸侵食等の弊害が生じている．さらに，濁水長期化に伴う河川環

境の劣化や堆砂によって貯水池本来の機能が劣化している．こうした問題を解決するために

は，コロイドや粘土粒子のように非常に細かい粒子からl擦に至るまで，広範囲の粒子の輸送・

堆積機構の究明とともに堆砂形状ならびに堆砂崩の粒径分布の推定法の確立が必須の条件であ

る．このような観点よ札密度成層流に関する研究を行うとともに，それを基礎とした濁水現

象のシミュレーション手法の開発を行っている．また，掃流砂および非平衡浮遊砂に関する基

礎研究を適用して，数値シミュレーションによる増砂形状や堆砂層の粒径分布に関する予測法

の開発を行っている．

(5) 砂防構造物の機能に関する研究：砂防構造物の適切な配置は，土砂災害の訪止・軽減対

策の有力な方法の一つであるが，そのためには，構造物の機能を予め明らかにしておく必要が

ある． 乙のテーマにおいては，種々の構造物のうち不透過性および透過性の砂防ダムを対象と

して，それらの機能評価を行うことを目的としている．砂防ダムには，大きく分けて土砂流出

調鮪機能と流路侵食防止機能が期待されているが，主として，室内実験および数値シミュレー

ションに基づいてこれらの研究を推進している．これらの研究において，不透過ダムにおける

掃流砂や土石流の締分現象や流砂量変化に関する知見を得るとともに，不透過ダムの有無によ

る側岸侵食量の変化および流入土砂量に対する流出土砂量の変化機構などに関する成果が得ら

れている．

10. 河川災害研究部門

本部門は，研究所創設時に河川および海岸における水害防禦に関する総合的研究を行うこと

を目的として，「第二部門」の名称で発足した．その後，宇治J[i水理実験所（昭28），水文学部

門（昭35），海岸災害部門（昭36）および内水災害部門（昭38）が設置され，本部門は昭和38年

4月に現在の名称に改正された．

本部門の教宮定員は，創設当初より教授・助教授・助手各 l名であって，昭和26年以来矢野

勝正教授が部門主任を担当してきたが，同40年砂防部門の設置に伴って矢野教授は同部門に移

り，後任として芦田和男助教授が昇格した．昭和46年矢野教授の定年退宮後，芦田教授は砂防

部門を担当し，村本嘉雄助教授が昇任して現在に至っている．助教授としては，昭和26年から

同30年まで畑中元弘が担当し，畑中助教授が神戸大学工学部教授として転出後，足立昭平助手

が昇格した．昭和37年足立助教授は名古屋大学工学部教授に転出し，その後昭和40年まで芦田

和男，引続き間46年まで村本嘉雄，和47年から道上正規がそれぞれ助教授に任用された．昭和
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53年道上助教授は鳥取大学工学部教授に転出し，昭和56年に藤田裕一部助手が昇格して現在に

至っている．助手としては，昭和初年から問55年までの関に，足立昭平，金丸昭治，

之，田中祐一朗，高矯保，宮井宏，犠入淑史，奈長井修二，下島栄一，藤田裕一郎，河田

大西行雄および大久保賢治がそれぞれ任用され，現在は大久保助手が従事している．

以上は専任教官であるが，創設当初より昭和36年まで石原藤次郎工学部教授が併任教授を担

当し， Z三原〈藤〉教授の水文学部門への併任配罷換えに伴って，友近 晋理学部教授が本部門

の併任となり同39年まで担当した．また，昭和初年から問50年まで岩佐義朗工学部教授が併任

教授を担当し，その後岩佐教授は研究担当として本部門の研究推進に協力している．さらに，

昭和26年より向56年まで，山田彦見教授，石原安雄助教授，奥田節夫助教授，足立昭平教授お

よび道ヒ正規教授がそれぞれ本部門の非常勤講師として研究に協力した．

ζのように本部門の研究は，非常に多くの人々によって推進され，水災害に関する総合的研

究から河川災害に関する研究へと専門分化されるとともに， さらに近年，洪水災害の防止軽減

とあわせて河川・湖紹の水環境保全に関する議礎研究へと展開しているが，最近における研究

の概要を述べるとつぎのようである．

(1) 流路変動と河岸侵食の研究：沖積地河川における流路の蛇行や網状化の原因となる中規

模河床形態について広範な基礎実験と解析を行い，交互砂州および多列砂州の形成条件，

形状特性ならびに砂州上の流れの特性を明らかにしている．また，流路｛間岸の洗

掘・崩落・土砂流送機構を実験的，理論的に考察し，側岸侵食量式を提案するとともに，流路

の拡幅過程の解析法と安定流路・蛇行流路・網状流路の形成条件

Jf lにおける中規模河床形態と流路変動に関する資料解析ならびに河岸侵金に関する調査・観測

を仔い，基縫研究の成果との比較検討を進めている．

(2) 河川堤防と貯水池の決壊に伴う洪水・土砂流出の研究： をもたらす河川

堤防決壊時の水理を究明するために，破堤部の拡大過程に関する基礎実験と解析から決壊口の

拡幅・洗掘の進行過程ならびに破堤部の流速分布・流入流量・土砂流送の特性を明らかにする

とともに，破堤部の拡大過程と流入流量の予測法を提案している．また，実擦の破堤部の形状

特性との比較なちびに破堤部の拡大防止軽減法と応急締切工法に対する基礎的考案を行ってい

る．一万，貯水池の決壊に伴う洪水－土砂流出に関して，テイリングダムや農業用溜池の決壊

を分析するとともに，貯水池の堆砂高・水深・貯水延長を変化させた基礎実験と水理解析

を行い，決壊時の流出流量および流出土砂量の予測法と水理諸量の影響を明らかにしている．

(3) 洪水氾濫に伴う堤内地形の変動に関する研究：異常洪水時には，氾濫水の流動によって

沌道周辺の堤内地の使食や土砂堆積を生ずる．こうした洪水氾濫の実態を，災害直後の洪水痕

顕：，地形変化および堆積土砂の粒度分布の調査かち明ちかにするとともに モ

デノレによる洪水氾濫解析と掃流砂・浮遊砂を考慮した地形変動解析を行い， 787監水の流動特性

や堤内地の侵食・堆積分布の再現性と特徴について考察している． とくに，微細な浮流砂の流
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送と堆積過程の計算に未解決な問題が残されており，各種の浮流砂濃度予測式と境界条件の検

を進めている．

(4) 洪水時の水防技術に関する研究：洪水における水防活動は，超過洪水による被害を訪止

軽減するための不可欠な手段であるが，それを支える水防技術の衰退が近年問題になってい

る．本研究では，とくに水防工法に注目して，水防演習時における採用工程の地域性と推移な

らびに洪水時における実施状況を分析して，破堤原因別に水防工法の基本型を明らかにすると

ともに， I i，都市前JII等で用いられている水防工法の特徴をまとめている．また，破堤

いても，その推移と現状の問題点について考察している．

(5) 河川水の濁りの流出・流送に関する研究：河川水の濁度を支配する微綿土砂（ウォシュ

・ロード）の流下過程を明らかにするために，大戸}[I流域（滋袈〉を対象として出水時におけ

る河川水の濁度と流量ならびに低水時を含めた濁度の年間変化を観測し，水理・水文学的手法

ならびに統計的方法を用いて濁りの流出・流送過程とその支配要因を考究している．また，流

域における濁りの発生源の調査を行い，濁度の季節変化の要因に関する検討を進めている．

(6) 湖砲の環境水理に関する研究：湖沼における物質収支に支配的な影響を及ぼす湖水の流

動と混合機構を究明するために湖水の水温成層化に伴う熱流動過程を回転水槽および琵琶湖

用いた実験と観測結果の比較から考察するとともに，傾斜地形の湖沼に発生する底層密

度流の形成条件と構造を琵琶湖南北湖の境界付近の観測，基礎実験および熱収支・水理解析か

ら明らかにしている．一万，浅水湖における風成徳環流に対する恒流および風域分布の影響を

モデノレと水理模型を用いて考察し，実測結果との対応、を明らかにするととも

に琵琶湖南湖における吹送流の流速変動と底砲の浮上ならびに湖水の調度変化の観測と解析

を進めている．

11. 内水災害研究部門

堤防によって、高潮・津波・洪水などの外水から訪護されている堤内地には，都市が開け，

多くの人々が居住している．このような地域では，堤前のような外壊的な施設の破壊による大

起こらなくとも， 中小河川の氾濫，排水路の越水，地下水の湧出などにより各種の水

やすい． とくに近年では社会経済の進展に伴って都市化現象，すなわち丘陸地

の開発，低平農地の埋立による住宅地域・商工業地域の急激な拡大が各地にみられ，排水機能

の不均衡を招来して，豪雨はもちろん開発前では災害をもたらさなかった中小規模の降雨でも

しやすくなってきている．

内水災害研究部門は，このような堤内地水害の防止軽減のための基礎研究を推進する目的

で，昭和38年度に新設された．

この部門の設置当初は，教授矢野勝正（兼任）， 助教授角屋 睦・ 助手大橋行三
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で研究が開始されたが昭和39年 1月角屋が教授に昇任して以来部門担当となっている．昭和42

年 4月福島 設が助手として研究に参画し，間43年 4丹大橋が愛媛大学農学部助教授に転出の

後を受けて間 太郎が助手に採用された．

12月～47年 3月

（現助教授〉， 問l え

学教授〉の後，同年12月間が助教授に昇任して今自に至っている．その後，昭和46年 4月

4月永井明博が助手に採用され研究に参函したが，早瀬は昭和58年 3月

永井は昭和59年 3

月間山大学農学部助教授に転出した．これらを受けて，昭和58年 4月には増本隆夫が，昭和59

4月には田中丸治哉が助手に採用され研究に従事している。

本部門の研究の主柱は，内水災害の防止軽減とくに流域の都市化に伴う水害ポテンシャノレの

変化予測と対策に関する研究であるが，そのための研究内容を分類して述べると次のようであ

る。

(1) 臼黙丘陵地の雨水流出機構と解析モデjレ

低平地帯の氾濫水の大半は流域内の丘陵林地などの高位部からの出水である場合が多く，し

たがってこれら流域の出水特性の把揮が先決となる。 ζのため部門創設以来そ

を注ぎ， W-l科J[i流域，古川流域高位部，小畑J[i流域を対象として爵量，水位・

などの水文観測網を逐次整備し，毎年数回の洪水観測を実施するとともに，

風向風速

を行ってきている。また宇治J[i水理実験所内に した｛臨奈iライシ

メータによち， a然降雨条件下における に吟味し，流出モデソレについて

進めている。こうし を利用して，流出に及ぼす土

性・地形効果と流出モデルへの反映法・流出モデル タンクモデルの

どの研究が白下精力的に行われている．これらの研究は，

して行っているが，洪水観測には学生諸氏を含む全研究員が参加している．

(2) 抵平地における雨水の氾濫機捕と解析モヂル

. I間・田 と

おける洪水流の動態は，－f流条件の影響の大きい緩句配流れとみる乙とが

できる．部門創設以来，，1，科JIi下流域，古川流域，大谷川流域，横大路流域におい

けるとともに，実験水路による基礎的研究を続けてきたが，昭和45年以来，

J[[流域に主力を注ぐとともに，その解析用数理モデ、jレの開発に重点をおいてきた．まず，

く数｛直計算法を各種の条件下で検討して，流域モデノレの集中化万式を明らか

にするとともに，次い く低平地タンクモデルの開発に成果を挙げてきた． こ

れらの研究成果は昭和58年 7月 され，その災害過程が詳細に解

明された．これら －間・ として行っている．

(3) 都市化に伴う テンシャルの変化
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流域の都市化が雨水流出特性に変化をもたらす ζ とは，感覚的・定性的に くから知られ

ていた乙とではあるが，その定量的表現はかなり難しい．この問題に取り組むために，自然流

域を対象とした前記観測網の他に，天神川市街地流域，御蔵山住宅団地，伊勢田川市街地流域

及び太閤坦ゴノレフ場内に観測織を整備するとともに排水路網・地被・地目調査及び代表的地目

では浸透能試験を逐次実施している．これらの観測・調査資料を用いて丘稜林草地・低平農

地・市街地における流出現象を，一貫した数理モデルで、再現したのち，土地利用形態別モデル

定数の吟味を通して，都市化が流出に及ぼす影響を定量的に評価する方法論が展開され，許容

開発限界について検討がなされている．今後はこうした成果を踏まえて，水害危険度の動的評

{iffi法や対策についての研究が推進されることになろう。この種の研究には 参加してい

る。

(4) 地下流動の数値シミュレーション

水資源・土砂災害と深い保りを持ち，土地利用変化に伴う環境アセスメントの酉でも

をもっ地下水の問題は古くて新しい課題の一つである．本部門では，早い時期から地下水

の平面的動態解析法が研究の対象となり，地下水挙動と河川水の関係，湧水の挙動が扱われて

きたが，最近では丘陵地・地表面よちの地下水瓶養；量を考慮した平面 2次元・準 3次元モデ、ノレ

の開発が進められている．また丘陵地斜面の飽和一不飽和浸透流の解析が行われ，丘陵部地下

水の動態の解明も進められているのなお， ζの種の研究は主として岡が分担している．

(5) 水文統計と

水工計画の基礎となる水文統計については，角屋・長尾による 2変数ガンマ分布についての

一連の研究成果があるが，その後も排水計画の基礎となる降南や外水位の模擬発生法，最適施

設計画のシミュレーションの研究が行われ，近年では降雨の DDA 特性と河川洪水極値の研

究，多変量解析法の水工計画への応用及びカノレマンフィノレタ…理論のダム制御問題への応用な

どが行われている．この方面の研究は主として角屋が担当している．

12. 海岸災害研究部門

当部門では， －津波・潮汐その他の水位変動とか，波浪・流れおよび漂砂・海浜変形な

ど海岸および沿岸域における各種の水理現象によって起こる自然災害を防止軽減するための研

究を行なっている．昭和34年の伊勢湾台嵐および翌年のチリ地震津波による海岸災害の頻発を

契機として，昭和36年度に当部門が新設され，教授岩垣雄一，助教授土屋義人，助手柿沼忠男

および井上雅夫が専任として，また併任として教授速水額一郎（理），山田彦児（工），助教授

園司秀明（理），非常勤講師として助教授梅木 亨（徳島大，工〉の協力をえて，理・工学部の

共同研究を推進した．

部門新設とともに， 土屋，柿沼および井上は， II水理実験所助教授樋口明生と協
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力して， とし る研究を推進した． を始めわが国各地

の海岸において波浪観鵠

昭和40年より，

し，

おいて波浪の定常的現地観測

波浪予知法の確立に努めた．

し，昭和43年生月大潟波浪観測

った．これを契機として，海岸波浪の非線形性の研究および波の減衰機構を

するための波動境界層の研究が実施された．

よって系統的に実施され，

ちに大潟潟岸をはじめ各地の海岸における

て高識の変形に関する理論的研究が行われ，

よび潮流とそれにともなう海水交流に

新設された砂防部門に配置換となち，

砂，海浜変形の研究が強化された．昭和41年 9月

！宿が新任した．また昭和43年 3月

となって，

る研究が， i昭和36年

きく寄与した． き

した．また，［1！自らによっ

オHこ．

を迎えて．涼

し，

として転出し， 4月には

昭和43年

7月

格した．ついで昭和付年 3月木村が辞職し， 4月村

治JIi水理実験所助手中村重久が配置換しー

取大学に転任した．

昭和45年，海岸波浪シミュレーター（ドーナツ

て不規制波に関する実験的研究が進められた．

とし

7 月野田は J~h

され，土屋，［1！口によっ

大潟波浪観測所において海昂波浪の

方向スペクト jレの観測が超音波式波高計デ、／レタアレイ

て，昭和49年および50年には，

群からなる特殊アレイを組んで、波浪観測した．それら

した波浪の数値予知法を確立した．

変形に関する研究のみならず， j票砂，海浜変形の研究を推進するとともに，

し

におい

スペクトノレの変化

され，波浪の

おけ

してきた．

rlr iコおよ

らの協力のもと

され？こ．

る海岸浸食の調査研究を，宇治j[ 

昭和49年 5月山口は助教授に昇格し，

ぴ安田は，浅海における有限振幅波理論を展開するとともに．婿造物に作用する波力の研究を

推進した．昭和51年 4月山口は愛媛大学に転出し，後任に河口

し， j票砂関係の研究が強化された．同年11月間田

学に転出し，後任に助手，11下隆男が新任された. 111口，

者は波浪数値予知法の開発，後者は有摂振幅波理論， る協

同研究を推進した．

土居は昭和50年 7月よち 1カ年および53年 8月より 2カ月

として，インドネシア し， ル｝ 当？二つ？こ． ま？こ，
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昭和51年11月より 6カ月間，西オーストラリア大学に客員教授として滞在し，海岸侵食制御と

有限振招波理論に関する協同研究を行い，その継続研究のため， 54年 i月より 3カ月

Silvester教授が招へし として滞在し，海岸侵食制御工法に関する研究が推進された．

ついで，昭和55年 l月より同大学より Hsu博士が 1カ年滞在し，浅海における波の 2次元変

形の理論を中心に協同研究が進められた．中村は昭和52年 7月より 4カ月間，ハワイ大学に滞

し，津波の数値シミュレーションの研究を実施し，また55年 7月より 6カ月間，オーストラ

リアの CSIROに滞在し，長周期波の変形に関する協同研究を行った．

昭和55年度には，二重床式不規則波浪実験水槽が新設され，さらに翌年度には爵形波浪平面

水槽に不規則波浪造波装寵が設置されて，不規則波の輸送現象，とくに質量輸送と漂砂機構の

解明が推進されている．昭和56年 4月宇治川水盟実験所から し， 6 

月中村は白浜海象観測所助教授に配置換した．昭和56年10月よち i はワシントン大

学に滞在し，沿岸海域における潔砂機構の研究に従事した．昭和57年 4月から白浜海象観測所

の助手吉間

Tこ．

(1) 

となり，昭和61年 3月には芝野が福井工業大学に助教授として転出し

6月より 3カ月間，客員教授として酉オーストリア大学に再び滞在し，

よび協同研究を行った．また，昭和60年11月より 10カ月間，出下はテキサ

して，

している

おける有限振幅波の変形と

した．

次の通りである．

浅海における波浪特性を究明するために，漂砂，、海浜流など波に伴う輸送現象の研究に適用

できる有限援幅波理論を確立するとともに，海岸波浪の非線形性に着目したソリトンスペクト

ノレ解析，砕波特性などを究明し，さらに Shrodingerおよび mildslope方程式により，波浪

の変調や窟折・回折による変形の研究を行っている．本研究は土屋，安田，出ドらによって挫

進している．

(2) 海岸波浪の予知

異常波浪の予知を目的として，海岸波浪の非線形伝播，方向スペクトルおよび海麗摩擦係数

などを究明して， ζれらを導入した波浪の数値予知法の確立をはかるため，日本海沿岸の季節

風時の異常波浪の予知を行い，その適用性を調べている． ζの研究は全員の協力によって推進

しているが，とくに波浪数値予知法の確立に

(3) 高潮，津波の変形と

山口， UJ下が中心となっている．

高潮の発生・伝播の機構を広範囲の、海域について調べるとともに海水の流動と波浪の影響

を直接導入した 2レベルモデルの数値予知法を確立するとともに，さらに高潮および津波の氾

濫の数値計算法を開発している． この研究は主として土毘，河田， 山下が実施している．一

方，津波の変形とそれはともなう湾内振動特性の究明は中村によって推進されてきたが，白浜

海象観測所において継続されている．
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(4) 波浪，

の極値統計については，外力の様値の究明とその再現性を知るうえできわめ

る．波浪に関しては土屋，芝野らが波浪の数値計算との併用によって，また高識に

関しては，土屋，沼田が大阪湾を対象として，極錨分市の適合性と生起予測法を明らかにして

いる．津波に関しては，

海象観樹所において継続されている．

(5) 海岸侵食の予測と制御

ど波浪の輪送現象をできるだけ統一的に取り扱って，漂砂量別を確立し，そ

との関連から，中村によっ

れに基づいた漂砂制御法を究明している．ついで，漂砂量刑と海浜流の基礎方程式に基づいた

るとともに，自然海浜の有効な消波機能を生かし

とし

田，芝野，

(6) 

を取り上げ，そ

している．

と予測

と している． ζの研究は， 訂
ψ

災害の形態は文明に依存し，時代とともに変わる．室戸台風，伊勢湾台風などによる

をはじめ，波浪災害や津波災害の実態，とくに自然環境，社会環境の変化にともなう災害形

を明ちかにし，防災施設の充実，避難対策の強北などが果たした減災効果を

と対比して究明している． ζの研究は，土屋，河田が中心となり，

する研究者が協力している．

（？） 

沿岸海域の水質保全や汚染防止を目的として，沿岸と外洋における海水交流の実態を追求し

ている．乙の研究は吉岡が白浜海象観挺所と協力して，田辺湾から紀伊水道にいたる

象観測を実施し，内湾振動から海況の経年変化にいたる忠範囲な時空間変動を調査している．

ごとに関係

る沿岸フロントの変動や

しており，沿岸域における

と外洋と

解析を進めて

とくに，

の海水交流に大きく

し1る．

13. 地盤災害研究部門

，地盤の災害ならびに構造物が地盤から受ける 防止・ る

めるために，昭和37年 4月に設置された．

わが国の都市の多くは，地形の関係で軟弱な沼口沖積平野に発達しているので，；地盤の沈下

－破壊などの被害が多い．また都市域の拡張や交通路の整掃など

成地盤や山地にまで延びるため，豪南や地震による地盤災害が増大しつつある．

このようなわけで，本部門の研究対象とすべき範関は多岐にわたるが，特に重要な課題とし

て，軟弱地盤にある構造物災害，急傾斜地における災害などを訪止・軽減するための研究と，
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写真一2・8 軟岩のクリープ試験機 写真一2・9 士の援動三三軸試験機

写真一2・10 液状化実験装置 写真一2・11 地盤の側方流動実験装霞

それらの基礎となる地盤材料の物性の研究にとり組んでいる．

部門の組織としては，新設以来，村山朔部教授が昭和50年 4月定年退官するまでの13年間に

わたり担当した．ついで、昭和50年11月に柴田 徹教授が耐震基礎部門より転じて現在に至って

し1る．

助教授は，柴田（昭和37年～41年〉，八木則男（昭和41年～46年；現愛媛大学教授〉， 松岡

元（昭和48年～50年；名古屋工業大学助教授〉， 足立紀尚（昭和51年～58年；工学部教授〉が

それぞれ担当し，昭和59年からは関口秀雄が金沢大学より転じて現在に及んでいる．

助手は，昭和51年以昨，大損正紀（現・農林水産省），関口，清水正喜（鳥取大学），山本順

（中央開発〉，砂坂善雄（鹿畠建設〉らがそれぞれ担当し，現在は八嶋厚，三村衛の両名

である．

併任あるいは研究担当教授としては，昭和49年より工学部赤井浩一教授，間58年より

足立紀尚教授が本部門に協力している．

きて地盤災害の研究は，災害地の調査によって個々の自然現象を調査する，いわゆる対症療

法的もしくは災害フォロー的な色彩の濃い分野である．しかしこれと許せて，一般的な災害発

生の条件や機構を解明することが不可欠であり，そのためには，地盤材料の特性に関する基礎

的な研究を推進する必要がある． ζのような観点から，過去10年間に行ってきた主な研究課題

を以下に略述する．

(1) 地盤材料に関する基礎的研究
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おけるプロジェクト研究のーっとし

わたり引継がれてきた．最近の成果は次の項目に要約される．

地盤材料の構成モデノレ

ど地盤材料のレオロジー特性は，

て，

構成モデルのパラメ

地盤材料の動的性質（柴田〉

不連続面をもっ軟岩の力学挙動と

不撹乱マ －柴田）

・八i鴇）

① 

号

③

④

舎

⑤

軟弱地盤の地震防災に関する研究(2) 

i苛40年以降は特に砂地擦の液状化現象を重点課昭和30年代当初から土の動的性質に在自し，

題としてきた．成果としてみるべきものは，次の各項である．

砂の動的構成式と液状解析への適用（柴出・

軟弱地盤の地震応答解析（佐藤〉

ン貫入試験による液状化予測（柴田）

（佐藤・柴田〉

①

②

③

小

宮

コ

地盤の変形と破壊予誕に関する研究(3) 

くて新おけるを確立する ζ とは，軟弱地盤の変形や破壊を的確に予認する

しい課題である．当部門で手掛けた内容は次のようである．

軟弱地盤の FEM挙動解析（関口〉

・関現場計測による破壊予測

①

②

③

④

 
・関軟弱地盤の側方流動と軽減対策

地盤と基礎杭との相互作用に関する研究(4) 

あるいは地盤沈下によって杭に生じる負摩擦の研究地すべりや地盤の側方流動を受ける杭，

すなわち，をffってきた．

水平力を受ける群杭の挙動（八11烏・① 

② と軽減対策（柴田・関群杭に働く

なお本部門でとり上げたテーマのうちで，地盤沈下や液状化の研究成果のように，大阪市に

よる急傾斜地崩壊した例もあるが，

今後とも吏に深く研究すべき課題である．

おける

などは，

地形土じよう災害研究部門14. 

その予知ならびに防

わが閣における地形構成の稜雑さ

て，

止・軽減に関する研究を行うために昭和38年に設置された．

移動に伴う本部門は地形の変動と
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は，岩石・土壌分布の多岐性とあいまって，さまざまな形態の自然災害の潜在的原因となって

おり，地形変化の諸プロセスを物理科学的な手法で総合して究明することは，防災上極めて重

要な課題である．

このような観点から，故速水額一郎教授（併任，昭和41年退官）は新しい物理的地形学の分

野の研究が防災科学の進歩に必要なことを唱え，本部門の創設に努力し，部門設立後は，奥田

節夫助教授（現教授〉，福尾義昭助教授（昭和48年転勤，現奈良教育大学教授〉，奥西一夫助手

（現助教授〉と共に研究を推進してきた．その後昭和39年に金成誠一助手（昭和49年転勤，現北

海道大学教授），昭和48年に吉岡龍馬助手，昭和50年には諏訪浩助手が加わり，幅広い研究

が行われている．

本部門の最近の主要な研究テーマは次の通りである．

(1) 風化過程に関する研究：岩石の風化は過去から現在に至る気候と地形発達の経過を反映

したものであり，風化による岩石強度の低下，表j欝物質物性の不均一分布は，

の発生に極めて密接な関連を有する．そ ζで本部門では，山崩れ，地すべりなどの崩壊災害が

る地域を選んで，地下水や湧出水の水質分布，水量測定を行い，風化の相対的に進んだ

地域の識JlUや，者石の粘土化の速度の指定を試み，他の地形的特性と併せて風化の進行と崩壊

してきた．水と岩石の化学的相互作用をより詳しく解明するために，

の溶出実験が行われ， X線回折によって風化生成鉱物の同定が行われている．また化学的嵐化

となる物質，例えば炭酸ガスの地中深部からの供給のメカニズムを探るため，断層に関

した地下水の水質の時間的変化を，地震活動や温泉作用との関連で解析している．一方，風

化花尚岩地域および中古生層地域の表層崩壊が頻発する斜面では，表土摩の分布と崩壊躍歴か

ら，表土農の生成速度を逆算し，表層崩壊の発生周期を推定する試みも行われている．

(2) 斜面の削剥過程に関する研究：わが国の山地では，ほとんどの地域で急速な斜面削剥が

している．それは流水の作用による表面侵食である場合も多いが，時には大規模な，ある

いは急激な集合運搬（マスムーブメント〉の形をとって直接に災害現象を伴うことが多いーそ

こで本部門では，山地での災害に関連の深いマスムーブメントおよびその他の土砂流出現象に

ついて，その発生機構と地形変化過程の研究を進めている．山地小流域では降雨流出と風化帯

の構造の関連において，マスムーブメントの発生条件および浮遊物質，掃流物質および溶解物

質の流出量の解析が行われている．特に長野県焼岳東斜面では土石流の発生と流動の機構およ

び自然物または人工構造物に対する土石流の破壊作用を究明するために，源流部斜面および渓

流沿いに自動観測網が設けられ，土石流の発生過程や流動過程に関する多面的なデータが得ら

れている．一方，極めて大規模なマスムーブメントは発生頻度が低く，富接経験する ζ とは少

ないが，広い範臨にわたって潰滅的な災害を引き起こす可能性が高い．本部門では歴史時代に

発生した大規模崩壊について，在い資料の再検討と現地に残された崩壊地形の痕跡と堆積物の

解析を通じて，その発生条件と土石の流動範屈，流動速度などの解明に努めている．さらに山
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地の地形変化と災害発住の関連を明ちかにするために，水文特性と沼道縦断形の相互関係，お

よび水系の発達と斜面崩壊の発生との関係，水系網の発達の法則性について研究を進めてい

る．

(3) る研究：土砂の堆積過程は山麓における麗状地あるいは河川周辺の沖積

地など

し

ために，

している平現地の形成を支配するかち，その研究は地域の防災と開発に

る．そ ζで本部門では，堆積による地形変化のプロセスを究明する

ってきた．土石流については（2)

iこ，

－停止形態と湖沼における砂泥の沈積状態の研究を

して，土石流の減速・停止の実態を計測すると共

砂泥の分散堆積地域の現地翻意を行い，一方，全

している．

湖沼内の堆積に関しては，語習期内では崩流，沿岸流とテツレタの発達および湖心での堆積状

況の関連が研究され，古環境と現環境との比較が行われており，また人間活動による水底地形

への影響や湖盆形態の人工改変が期内の水循環や物資循環に与える影響が災害科学的観点およ

ち検討されている． さらに堆積過程に関連した環境劣化現象として，

における水質と 底泥の風波による捲き上がりとそれによる湖内での物質

の再配分の研究が行われている．

15. 地すべり研究部門

本部門は，地すべり・山崩れなどの その災害の形態およ

法を研究することを目的として， された．地すべり・山崩れの発生は，しばし

田畑の荒蕗， じ，時には多数の人的被害を

も招き，その研究の進展は社会的にも強く要語されていた．その研究課題としては丘陸・山腹

の地すべち・崩壊・斜面安定に及ぼす地下水及び地震力の影響，地すべり・山崩れの移動形

態，地すべり地特有．の地盤構造の調査法，山津波や土石流の流動特性と破壊力など

題とこれらの研究成果を地すべりの予知・予測及び関止工法に適用する応用的問題とがあげら

,hる．

これらの研究は本部門設置以前から行われており，佐々

とともに，地球物理学を地すべち研究に適用し，

さらに降雨と移動の関係を明らかにした．村山朔郎教授・

その発症機構や訪止対策を研究した．

山口真一，高田理夫ら

¥ ， 

ら

本部門の組職はその新設にあたち，村山教授，赤井助教授が工学部より転じて，

となって研究を行った．その後赤井は工学部に記置換となち，柴田 徹が助教授に任命

された．村rJJ.柴田らはその後3 地盤災害部門に転じ，昭和37年佐々教授（併任〉，高田（理）
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助教授が地すベワ部門を担当して地球物理学的手法を用いて研究を促進した．昭和38年からは

山口教授が引継いて，高田雄次助手とともに研究を行ってきた．高田（理）らは他

部門に転じ，昭和40年高田助手が助教授に昇任し，助手には竹内篤雄，古谷尊彦，中川 鮮が

し研究を進めてきたが，昭和46年山口教授，高田（雄〉助教授が他大学転出後は，吉川i宗

治教授が地すべち部門主任代理になり，島 通保助教授が地震動部門より配置換となり，地す

べり部門助教授となった．

昭和初年教授に昇任し，地すべり部門主任を担当する ζ とになった．小林芳正は昭和48

年に国鉄技術研究所より転じて，地すべり部門助教授に任官した．その後昭和56年に小林は理

となり，佐々 り地すべち部門助教授に配置換となった．

本部門で行ってきた研究のうち主なものについて略記すると次のようである．

(1) 地すべりの移動機構

地すべりの移動機構は，地すべちのタイプによって異なっている．これまで地すべりの分類

は，地質的観点から行われており，そのタイプ分けは必ずしも移動機構の違いを意味しなかっ

た．そこで， ~HI部門はj唱すべりを力学的観点から， 1. 残罷強度でのすべち（狭い意味での地す

べり） 2.ピーク強度での地すべり（斜面崩壊） 3.液状化地すべり（流動型地すべり，および土

4.クワープ（間ゲキ水圧によらない，斜面土腐の長期的変形）の 4タイプに分類し，現

ま

まl・iHfJの両J百より

1ない3), 4）の地すべりについて，土質力学的研究と地球物理学的現地

めている．

(2) 地すべりの予知・予測の研究

昭和59年の長野県御岳で発生した 3,600万 m3の大崩壊とその後の 10km U、ヒの流動や，過

去10年以上に渡って，じわじわ動いて来た地すべちが，突然，緩斜面上を 200… 300m も移動

した昭和60年の長野市地附山の地すべりは，移動距離が大きく，速度が速かったことから，数

の死者を出し，地すべり予知・予測の研究の必要性を示した．当部門では，これらの大幅

な移動のメカニズムについて，当部門で開発した大型高速リンクやせん噺試験機と，非排水三軸

を用いて実験を行い，これらの現象が飽和した土層が地すべり移動土塊によって非排水

されることによって生じていることを確かめた．そして地すべり移動時の土の内部マサツ

角と発生する間ゲキ水圧の実験的決定法を提案し，地すべりの移動距離の予測と地すべり災害

怠険地図の作成の研究を進めている．

(3) 地すべち地の移動計測法と地下水調査法

地すべり移動計測法として，従来より用いられている伸縮言1・，パイプ歪計に加えて，地すべ

りの横断移動形状を求めるせん断変位計を開発し，過去10年間観測を行って来たが，最近，こ

れを進めた 3次元地表変動計測機を開発し，現在その実用化のための試験を行っている．地下

としては，地下水と地温の差を利用して，地温測定より地下水の水JlJ去を推定する方法

を し、 地すべり地で地下水脈探査に実用的に用いている．また，ボーリング子しを利
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用し として，孔内に小型地震計を入れて，地下水の流動による振動より地下水

し，地下水脈の流速とその位置の探査に用いている．また，孔内

に温度計を入れて，温度の分布より水みちの位置を推定する万法も用いている．その地，地表

よち水みちを探査する方法として，流動電位を和用する万法と電波を発信一受信して，地中か

らの電波の反射によって，；Jくみちを誰定する方法の研究も行っている．

(4) 地すべり安定解析，および防止工法の研究

地すべり

は十分で、はない．当部門では，地震時に発生する

けに研究

キ水

圧を考慮した安定解析法の研究を行っている．地すべち排水工法の，難点であっ

として，地すべり地盤をいくつかの孔のあいたタンクで置き換え，地下水位を

シミュレートする

えること lこより

よる

るタンクモヂノレに，排水工

されるシミュレーション水位と実測水位との差より，排水

ることができる．

16. 耐風構造研究部門

わが国には大きな台風が数多く襲来し，樟造物の風による も少なくない．しかしなが

ふ台風などによって住じる強風に対して構造物

いては，いまなお不明な点が多い．

るという問題につ

さら

つある．加えて，

よち，風iこ対する構造物の安全性が重要となりつ

新しい工法による大規模な構造物の出現に伴い，従来考えら

れなかったような新しい問題さえ生じつつある．このような事柄に関連し，風の性状やそれに

よる構造物の挙動などの解明を行い，風災害の防止，軽減のための研究を進めることが本部門

る．

る

られてきたが，そ

められて，本部門が設立された．

において耐震構造の研究と

ら昭和36年度に独立した部門を設けて研究を行うことが認

本部門設置当初の研究者の構成は教授石崎滋雄， 助教授金多潔，併任

助手J[i村純夫ならびに光出 寧であった．これらのう

ち，石崎，横尾，畠山，金多， J[i村は主に建築構造学の立場から耐風構造の研究を進め， 山

元，光田は気象学の立場から外的条件である風の研究を進めるという研究体制をとった．昭和

37年， Jfl村は大阪市大に転出し，同年，桂 JI顕治が助手となり，風澗実験による研究を始め

た．その後， J[i村は非常勤講師として昭和43年まで研究に参加，昭和42年に桂は広島大に

出，非常勤講師となった．昭和39年，横尾は非常勤講師となり，岳山は講師を辞した．
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は工学部に転出し，光田が助教授に昇任，翌昭和40年には山元が理学部教授昇任に伴ない

となり，室田達郎が助手に採用されて，実在建物に関する風の実！換を開始した．昭和

41年には潮岬風力実験所の設置が認められ，同実験所が本部門の研究に協力することとなり，

石崎がその施設長に就任した．

昭和43年には森 武雄が助手に採用されたが，昭和的年にはカナダ留学のため辞職し，その

後任には吉川祐三が助手となり，昭和46年，室田が建設省建築研究所に転出し，翌昭和47年に

河井宏允が助手になった．昭和48年に中村恒善が併任助教授として研究に参加し，中村は昭和

53年工学部教授昇任に伴ない，研究担当になった．河井は昭和52年東京電機大学に転出，古川

は昭和53年，大和ハウス株式会社に入社した．昭和52年，防災研究所に暴風雨災害研究部門が

され，光由が同部門担当の教授に昇任して新部門に移ち， ζζ でi酎風構造そのものの研究

と，その基礎となる気象学的研究とが分離され，それぞれ独立した部門で研究が行われる ζ と

になった．昭和52年，谷池義人が助手となり，昭和54年，桂が広島大学から劫教授とし

した．昭和55年，金多は研究担当を辞し，新しく白石成人が研究担当iとなった．

昭和56年に し，乱流境界層中での実験が始められた．昭和60年

れ，

し，京都大学名誉教授になった．同年，桂が教授忙，丸山 敬が助手に採用さ

谷池が助教授に昇任し，中村が研究担当を詳し，金多が研究担当に復帰して，現在

っている．

っている研究の主なものは次のとおりである．

(1) 

風による

究指標とする． 7909号（?I:11永良部台風）

西都司7を襲った龍巻，柳川市のダウンパーストによる

(2) 大気乱流の研究

潮，，，申風力実験所において接地境界層の観測を行い，

明らかにし，将来の研

っ7こ．

を明らかにしている．

また，中立強風時に市街地上空に吹く風の性状を知るため，都市の縮尺模型等を使って，粗度

上に発達する乱流境界層内の気流性状を実験的に明らかにしている．

(3) 構造物に作用する風在力と動的応答

構造物に作用する風圧力および構造物の動的応答に関する研究が，自然風中および風洞内で

行われている． 自然風中で，ハワイに建つ高層ピノレにおいて風圧力の実測が大阪市立大学，ハ

ワイ大学と共同で、行われた．また，膜構造物や半球形ドームの縮尺模型を使って，

変位等の実験が行われた．風洞においては，接近流の気流性状やアスペクト比による風圧力お

よび空力不安定性の変化や， 2棟連立する角柱の相互干渉等の研究が行われた．その他，

用アンテナや多面体等，特殊な形状をもっ構造物の耐風性能評価や風圧力測定のための絶対圧

計の開発も行っている．
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写真－2・12 自然風中における窓外模型実験

(4) 建物周辺気流について

写真一2・13乱流境界属風稲内での模型実験

ハワイ ピルにおける実測では，建物周辺の気流測定も行われた．そ

よる風洞実験結果と比較され，かなち良L

験によっ t=jlで測定され，

されつつある．

(5) 流れ場の相似性

した諾々の研究結果を基に実測倍と実験値の比較を行い，風洞実験における自

建物周りの流れの相似性の検討がなされている．これらの点に関しては，依然として

データが少なく，これからのより詳細な研究とデータの蓄積が望まれる．また，風1t司

勾配が気流性状や風圧係数に及ぼす影響等，風洞実験法に関する研究も行っている．

17. 災害気候研究部門

し， したはアジア大陸東端，太平洋と

来しやすく，また冬期の北西季節風， けやすい気候条件下にあ

る．これらにともなって，

形の不均一性によっ

などとも関連し とっ ある．

をひ

，地

こtlら るために，昭和41年度に本部門が設置された．当初のスタッフは，教



68 

授中島i陽太郎，助教授槌口明生，助手後部I幸雄，田中正昭であった．中島は，創設以来20年間

部門主任を担当してきたが，昭和61年定年により退官した．描口は， 47年愛媛大学工学部教授

に昇任し，その後非常勤講師として大気海洋相互作用の研究に54年まで従事した．後町は， 44

年水文学部門助教授に昇任し，ひき続き59年まで降雨の研究を続け， 本部門の研究に協力し

た．田中は， 48年に助教授に昇任，枝JIi尚資が昭和45年，井上治郎が昭和49年に助手に採用さ

れた．この他に昭和48年から 1年間藤谷徳之助助手が大気境界崩の研究，昭和48年から 2

控藤和秀助手が南極観測に従事した．椀 哲雄（愛媛大工〉が，非常勤講師として昭和54年か

ら59年まで大気海洋相互作用の研究に従事した．昭和61年 7月現在のスタッフは，助教授田中

正昭，助手枝川尚資，井上治郎である．

現在の災害気技部門の主要研究課題は次のとおりである．

1) 降雨，降雪に関する研究

きな災害をもたらした長崎豪雨（57.7），山陰豪雨（58.7), 56豪雪等について，総観気象

学的な観点からの事例解析を数多く行い，その局地性，集中度に関する研究を行ってきた．ま

た鈴鹿fl！脈・琵琶湖北部山地等に観測点を設け，降水の強度・粒径分布・

を解析し，降水物理に関する基礎的研究を行っている． さらに，東南アジア・インド・

アメワカ等， ttt界の豪隔地帯の降水量；についても，資料の統計解析からその地域特性，周期性

についての解析を行い，大気大循環との関連からわが国の昨水との比較研究を進めている．

2) る研究

日本および東南アジア，インド，ネパーノレなどのモンスーンアジアを！こ！=t心に過去約 100年の

と降水量の毎月の資料を収集し，モンスーンアジアの気候変動の実態を探るとともに，北

半球の過去30年程度の格子点データ（等庄面高度，気7昆，海面水温など〉を基にした国子分

析，相関解析などを行って， ENSO (El Nino・SouthernOscillation），テレコネクションなど

のより広範囲な変動現象との関連を解明しようとしている．

さらに長い時間スケーノレを持ち，気候変動にとって，重要な意味を持つ氷河変動について，

ヒマラヤや南米階部のチワー・パタゴニアなどの氷河，氷床に研究者が長期間滞在し

て，地形，水文，気象などの観測，資料収集を行い，氷河変動と気候変動の相五作用を解明し

ようとしている．

3) 局地気象に関する研究

最近10年間では，京都盆地・佐久盆地ー琵琶湖流域・瀬戸内海沿岸・チベット高原・パタゴ

ニア氷河域・南極氷床などで，接地逆転・斜面風・山谷風・湖睦風・海陸風・霧などの現地観

測を行ってきた．それらの地域に発達する局地風と地形の形状・スケーノレとの関連についての

理論的な研究を進めてタ局地気象の体系化をめざしている．さらにp これらの成果に基づいて3

をもたらす異常低温・濃襲・［嘩霜・大気汚染物質の蓄積などの予報手法の開発を目ざした

研究も行っている．
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写真…2・14 宇治JIi気象観部塔 写真－2・15 局地異常気象観測解析装授

観測室内部

構内で気象観測を継続している．昭和53年には， 42m も 象

観測解析装置が新設された えて，

きる． ζの観測結果に基づい

て， された．

4) る研究

る瀬戸内海地域で春から

少ないが，しばしば大き をもたらす．乙れらの現象の予知をめざして発生のメカニズム

の研究に努めている． よる海水交換の訴究，

上の島（沖の自石〉での気象観測に基づき， での熱収支の算定が行われている．

18. 暴風雨災害研究部門

るいはそれU、下の規摸のいわゆる中小規模気象現象の基礎的研究と，それら

の現象に持う る研究を自的と されたものである． とζろ次の

ょう っている. 1）自 つ 2）日本に

おける とその性状に関する研究. 3）小地形あるい よる

境の変形に る 4）下部対流鶴およ における よぴ輸送現象に関する
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5）気象環境の計担u法に関する

これらの研究は本部門設置以前においては耐風構造研究部門の一部として行われていたが，

昭和52年 5月に暴風雨災害研究部門が創設され新部門で引き継がれた．発足当初は光田 寧教

よび塚本 修助手だけであったが同年10月文字信貴が助教授として着任した．その後，塚

修辻昭和59年 9月岡山大学助教授に転出し，その後任に村林 成が採用されたが同61年 5

月に退職した．その後，堀口光章が助手となり

よび広田

っている．また昭和61年度においては

として研究の実施に協力している．

研究を進めるための研究施設としては，データ

PRT-5赤外線放射温度計，風速計， 温度計など各種棚器を組合せた地空相互作用観測設備等

があり，さらに科学研究費で開発した超音波風速温度計，

（ソーダ〉，および竜巻渦実験装置などが用いられている．

研究活動の概要は以下のとおりである．

1) El った被害台風について3強烈なものについて を3その1fuのも

のについても

おいて

ってきたが，その過程において強烈な台風の眼の部分に

supergradient になる ζ とがあること，および強烈な台風は単純な twocell 

写真一2・16 竜巻渦の室内実験
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型の渦から multivortex に変化することがある ζ となど した． ま 日

し？こ よち求めた．そしてさらにそのよう を

るよう わたっ シミュレイトし，それに碁づいて日

内の任意地点におい

2) 日本における

より期待される強風の性質 る

ついて を行い，日本における

した．

それに比較できるぐらい大きいが，個々の竜巻の大きさは非常に小さいものばかりであるとい

うことを晃出した．また竜巻渦実験装置を用いては竜巻のような水平の拡がちに対して高さが

比較的高い渦の性質についての実験を行い＇ ri誌の性状をかなち明らかとする ζ とができた．ま

た，竜巻と同じぐらいの規模で下降気流によって生じる突風についての調査を開始し，

によって生じる瞬発性の気象災害の研究を進めている．

山地におい

よる風の性質の変形の問題についての観測を行い，

して地形に

よびその乱れの性質の分

めている．

4) 音響探査装置と赤外線放射温度計などを用いて積雲の雲底下における対流のノ様相につい

ての観測を行い，積雲のドに上昇流域が存在するのを確認した．小さし

した積雲の場合には上昇流域が雲の風下慨に

引きずられる形となち，しかも後者の場合には上昇流の最大の軸を中心として水平面内で回転

を伴っている ζ とを見出した．また接地気層内での舌L流輸送現象を明らかにするため，地空相

グラウンドの南側に設置し，関連部門と協力しながち放射，

の収支および地中での水および熱の移動についての連続観測を開始している．

を地上からワモートセンシングの手法により観測する

オメータによる気温分布，関

向，風速および乱れの分布の計測法につい

北できる段階に至っている．

19. 耐水システム研究部門

しいものがあり，

(RASS）による ミワ波ラジ

を用いた風

であち，一部に既に研究用とし

などに対し

指い構造となってきている． ζ うした災害から人命と財産を守るために，

る安全度を向上させることは日下の急務となっている．そのための方策としては，従来の訪災

構造物主体によるハードな対応だけでは限界があり， ζれに危険範囲の予測とそれに基づく災

ソフトな対応を， うまく有機的に結びつけた総合的な

尉水システム る．本研究部門はこのようなシステム樹立に際し となる
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－避難の方法と効果の評価，減災目的で設置される諸施設の

と効果の評価，等の手法に関する研究を行うことを毘的として，昭和57年度に設置され

た．発足当初から現在に至るまで，研究員構成は，教授高橋保，助手中Jfl ーである．

本部門の研究の概要は以下のようである．

(1) 堤防決壊による被害の評価：河川堤防の決壊による災害は，堤内地の微地形， 土地利

用，家居配龍，その構造と質，等の種々の要因によって規定され，複雑な様相を呈する．本研

任意の決壊条件と場の条件に対して危険度別領域区分を精度よく行い，被害見積りを可

能にする手法の開発を目的としている．精度の高い予測を行うには数値シミュレーションが有

効であるが，家屋若手と街路織が存在する広い場を対象として適用可能な方法を考案した．また

家屋に作用する流体力に関する実験を行い，実大木造家屋の耐力に関する資料を用いて， 7日j震

水による家屋の破壊・流失条件を求め，実際の災害を例にとって，

される乙とを明らかにした．現在，流体力の階級ごとの家屋流失率について検討を進めてい

る．一方，洪水氾踏による災害では，堤訪その他からもたらされる砂および河川水に含まれて

いる微細土砂のよ投稿も主主要な影響を与える． ζれに関しては，堤防決壊土砂の堆積範囲と

さの予測手法を示した．現在，津遊砂堆積のシミュレーション法や，盛土道路，排水路のよ

うな線状構造物の計算上の処理方法について研究を進めている．後者は減災構造物の機能評価

える上にも不可欠の課題である．

(2) 土砂災害危険領域の設定：土石流や崖崩れに伴う土砂災害は通常個々の影響範囲は小さ

いが，同時多発的，突発的で破壊力が強大なため死者の出る ζ とが多い． ζのような土砂災害

の軽減には，あらかじめその危険範囲を指定して，その内部での居住の禁止や，すでに居住し

ている場合には，発生予知による避難が有効である．本研究では，とくに土芯流および泥流に

ついて，任意の複雑な場における堆積過程を数値シミュレーションによって模擬し，もっ

流失，埋没等の危険範臨を予測する手法の開発を行っている．すでに，

については実験および堆積過程がかなり精度よく再現できるようになち，泥流についても，

米コロンピアで発生した大泥流の堆積過程の再現に対して良好な結果を得ている，堆積土砂の

よる土砂流扇状地の形成過程についてさらに研究を進めている．

(3) 土砂災害の発生予知：降雨予測にもとづく土石流あるいは崩壊の発生時刻の予知は避難

の実施に対して必須である． ζれに対して，浸透流解析をもとに，継続雨量と降雨強度を両軸

とする平面上で、危険降雨が設定で、きる ζ とを明らかにしたが，さらに，流域斜面を平均崩壊面

メッシュに区分し，各メッシュにおける崩壊安全率の時々刻々の変化を求めるモデ、jレ

を考案し，安全率と崩壊発生率および土石流発生率の関係を求めて3 任意の降雨波形に対して，

崩壊・土石流の発生時刻のみならず，流出土砂量の予測も可能であることを示した．また，

生した土石流は流域の水系網で、発達あるいは減衰して谷口へ流出するが，その流出規模の予測

は災害に対する対応策を考える基本である． ζの点に関して，勾配が変化する河道における土
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を流量変化のみならず構成砂磯濃度の変北をも含めて解析できる方法を提示し，

験およ ょく ることを明ちかにした．

るが，流域特性，降雨特性にfuじた

ている．

(4) 火砕流は地上で生ずる

的現象である．本研究においては ζれらの現象の流動機構の統一的な説明をめざしている．す

なわち，

細砂

を埋める水および泥水，土石なだれにおいては高濃度の微

火砕流で、は粒子自身から噴出するガスによる上向き流れの存在が粗粒

ると考え， )-

価して，各現象の流動式 した． ζれにより，

と， る泥流型lこ底分され，それぞれの存在領域や流動時の特性が明

ちかになった．また，火砕流に対しては，極めて大規模で、，

とができるような型のものと，小規模で、比較的大きし らなる型と

等が明らかにされた． さらに，土在流の発達段階や比較的緩勾配の地点で見られる

を渡るこ

1て，流動式，濃度予測式等を明らかにした．一万，実際の泥流の流動時の変形機

捕について，イタリアの鉱浮ダム決壊による泥流を解析し，キネマテ千ックウエー

している．今後は広い粒度分布を持っている流れの機構や，

る研究等も行うつもりである．

(5) 減災システムの開発および効果の評，儲：ハザ…ド・マッ

システムとし るが， ζの研究では，

システム

減災手段の開発をめざしている．そ

いは群杭を施工して大礁の流下を抑止する方法の効果につい

らに実用性についての検討を進める予定である．その他，

る防災林の効果，ある

理論的に研究した．さ

封！：水路網の減災的

建物の耐水化の効果等についての研究を進めるべく

20. 宇治川水理実験所

として水と土に関する災害の防止・

ため，昭和27年 3月 し，昭和39年度より 4カ

6万 mz；こ広げられた．昭和45年に

る．

を関的とし

れた河jI 

工に伴い，それまで、本実験所で、明究を行っていた 8研究部門が移転し，

となり，関謀部門等（災害気候－砂訪・ 7可JI

ム． 水資掠研究センターおよ

砂防の各観測所）による共同研究の場として，研究の指進に努めている．そ

フ

－耐水システ
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と関係部門およびセンターの代表者から構成さ されている．

ζの罰，昭和39年度より研究所の附属施設として正式に認められ，初代施設長に矢野勝正教

授が就任した．ついで，昭和41年よりは村山朔郎教授，昭和43年より再び矢野教授が施設長に

就任したが，同年 5月矢野教授が所長となったので村山教授が再度施設長に就任した．その後

昭和45年石原安雄教授が施設長に就任したが，昭和46年度より助教授振替えで教授の定員が認

められたので，石頭教授がその任に当たった．昭和50年には今本博健助教授が教授に昇任する

とともに，石原教授が研究所長となったため，開年 5月より今本教授が施設長に就任し，現在

に奈っている．

助教援については昭和28年に i名の定員が認められ，昭和29年にはさらに l名増員されたが

えにより昭和46年以降は再び l名に減員されている．この間，足立昭平，赤

石原安雄，堪木亨，角麗陸，樋口明生，村本嘉雄，中JII博次，余越正

今本博鍵，長足正志が助教授を務め，昭和55年10月より

っている．

し

一方，助手については昭和28年に l名の定員が認められ，その後昭和29年に l名，昭和30年

に2名，昭和53年に i名と逐次増員されたが，昭和57年には耐水システム部門の設置に伴う定

より l名減員され，現在の定員は 4名となっている． ζの

樋口明生， 111本j唄ー，角屋 i陸，吉田幸三，野田英明，今尾昭夫，寺谷卓三，西勝也，中村

谷泰雄，塩入淑史，奈良井修ニ，芝野照夫，久下俊夫，北村

良介，小葉竹重機が助手を務めており，現在は， 正が昭和41年より，上野鉄男が昭和44

り，大年邦雄が昭和54年より，石垣泰iii市が昭和56年より勤務している．

以上の専任研究員のほか，理学部に転じた国司秀明助教授が昭和36年まで併任助教授を，工

学部岩佐義朗教授が昭和46年より47年まで， i陣次教授が昭和49年より を，

また，広島大学工学部余越正一郎教授（昭和52年ま が昭和46年より

48年までなちびに51年より56年まで， を

務め，実験所の研究推進に大きな貢献をなしている．

本実験所は研究所における関係部門等との緊密な協力の下に，水と土に関係する災害現象に

ついて広範な実験研究を実施し，わが国におけるこの分野の研究の指導的な役割を果たしてき

ている．これらの研究のいくつかは関係部門等の項で述べられているため，以下には本実験所

を中心として行っている研究について述べる．

今本・石垣はレーザ一流速計を用いて， j寄域を含む種々の断面形状を有する関水路流れの平

均および乱れ速度分布ならびにレイノノレズ応力分市などの特性について検討するとともに，流

れの可視化手法を用いて，縦渦の構造や壁面せん断力分布について検討を行っている．

大年は，自体粒子を浮遊する固定床上の二次元関水路流れを対象として，その抵抗特性，乱れ

特性および濃度分布特性について実験的検討を加えるとともに， 橋脚周辺の水理
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表－2・l 宇治JI

No. 施設名称 話使 的用

1 j河川実験施設

2 I 1J＼長水路実験抱設

3 ［長水路実験施設

4 ［第 I港湾模現実験施設

5 i海洋河口実験施設

6 I r可JIi小実験場

7 1実験用砂処理装置

8 ［斜面流出実験装寵

9 l海浜実験扇Jf，；水槽

10 ［高速風澗水槽

11 j海岸波浪シミュレータ装置

12 j急勾配流砂実験装置

13 I 50 cm揺基礎実験水路

14 ；地下水実験装置

15 j小型ライシメータ－

16 j曲線流実験装謹

17 ；局地異常気象観挺施設

18 1ライシメーター

19 j第2潜湾模型実験施設

20 ；波圧実験施設

21 j洪水流実験装置

22 1河川災害総合基礎実験施設

23 ：波浪基礎実験長水槽

24 ；不規出波浪実験水槽

25 ；循環式流砂実験水路

26 1 堤訪決壊実験装置

27 ；渓流実験装寵

28 ! RI トレーサ…実験施設

29 （扇形波浪水面水槽

30 i 1 m q話局所流実験水路

31 ；河川構造物模型実験水路

32 i流砂恭礎実験用問管路

33 I 2次元実験水路

34 i層流実験水路

35 ；局所流実験水路

36 ；嵐洞水槽

37 ；重複波実験施設

38 ；土石流実験水路

39 i流砂基礎実験水路

40 I 20 cm幅基礎実験水路

41 ；洗掘実験水槽

42 ! 40 cm I指乱れ計測水路

43 j 40 cm幅恭礎実験水路

44 i波と流れの干渉実験水路

種々の海JIiにおける河床変動・物費拡散過程などに関する模型実験

沼道および貯水池内における洪水流・高潮遡上現象などの基礎実験

流れと共帯する波，海岸構造物による波の皮射，波圧などの実験

津波・高潮の変形，波浪の遮藤効果などに関する模型実験

沿岸・河口域における海水の交流，拡散混合などに関する実験

土石流の発生・流下・準積機構lこ関する実験

移動床実験等に用いる砂擦の乾燥ならびにふるい分け

人工的な豪雨発生による雨水流出過程に関する実験

海浜における波の変形および漂砂機構に関する実験

風波の発生ー発達，砕波および越波機構などに関する実験

海岸波浪の変形，波力，波圧などに関する実験

土石流の発生・流下・堆積機構に関する実験

ど流れに関する基礎実験

告出水面をもっ地下水の水理に関する基礎実験

雨水流出における蒸発，浸透などの損失現象の観測

関水路脅曲部における流水および流砂の挙動に関する実験

雨水流出における蒸発事浸透などの損失現象の観蹴

津波・高j揺の変形，波法の遮蔽効果などに関する模型実験

水門・海岸堤防・防波堤などに作用する波圧に関する実験

非定常潟水路流れにおける流水および流砂の挙動に関する実験

[_L[±寝かち河口までの雨水および土砂の挙動の系統的・総合的な実験

浅海域における波の性状，海員摩擦，波による底質移動などの実験

波浪による漂砂などの輪送現象や不規出波の変形機構に関する実験

抗［床波・流砂；量など流砂と河床変動に関する実験

J技堤に枠う決壊口の拡大，堤内地へのm濫，締切りに関する実験

rlJ地河道における組度，？可床形態，流砂，河床変動に関する実験

RI トレーサーを用いた砂擦の輸送現象に関する実験

；海浜における波の変形および漂砂機構に関する実験

2 

l管 路 切 る 混 相 流の機構や抵抗特性樹持

蛇行，断面変化部における河床変動などに関する実験

風波の発生，発達ならびに飛砂に関する実験

ための実験

土石流の発生・流下・堆積機構に関する突験

j 流水による河床砂の運動機構に関する実験

；人工粗皮の抵抗特性な

：！噴流による局所洗掘などの実験

；関水路流れにおける苦しれの時空間構造などに関する実験

；開水路流れにおける乱れ特性，流水抵抗などに関する基礎実験

波と流れの干渉に関する実験
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特性について実験的検討を行っている．

津井は，降雨による裸地斜面の侵食過積について実験的検討を行うとともに，混合砂磯の分

級分散過程ならびに水理量の時間変化に伴う河床波の応答特性について，実験的検討を行って

いる．宇民・上野は，主として流れの可視化の手法を用いて，開水路流の大規模乱流構造に関

する研究を進めるとともに，、河床波の発達と乱流構造との関連について研究を進めている．

また，今本－石壇・大年は，水害時の情報伝達と避難行動ならびに住民の水防意識につい

て，アンケート調査に基づく解析を行っている．

以上のほか本実験所研究員の共通テーマとして，水理計測法および資料解析法に関する研

究，水理現象のシミュレーション法などに関する研究を取り上げ，協同して研究を進めてい

る．

本実験所では，悶水が地表に達してから，山腹・ 1可JIiを経て海に至るまでのあらゆる段階で

の水に関する研究を可能ならしめる実験研究装置を完備させるべく努力しているが，

うち主なものを と • 1のようである．

21. 桜島火山観測所

当観測所は『火山爆発予知の研究J を l~I 的として，昭和35年に設立された．一方，桜島火出

の山頂噴火活動は昭和30年より約31年間にわたり継続している．このような火山活動を

に，昭和49年に発足した火山噴火予知 5ヶ年計画は，その後も，第 2次計画（昭和54～58年〉

および第 3次計画（昭和59～63年〉として，火山観測研究の強化，予知手法等の開発及び基礎

的研究等の推進，および，予知体制の強化を柱として，ひきつづき実施されている．

l次計画では当面の山頂噴火活動に対して畠内 7点のi=［こ1域観測網を，

火山帯全域の活動に対処する広域観測網〈南九州に 8点〉およ

測となる潮位観測網（ 5点〉を整備した．第 3次計画では，山体と火仁i近傍における SN比の

し，また，多種目の観測を行うため，ハノレタ rlrに火山活動総合観測坑（延 255m）・

写真 2・19 桜島火山観測所本館

井（292A深〉および護合観測井（405m）を設

し，更に，中域観測網の一部について地震計

センサーを地下埋設型とし，その結果，観

測精度は一層向上した． これらの全観測点の

データはテレメータにより本館におい

録し，電算機によるすアルタイムのデータ解析

処理が可能となった．また，一部の処理は

化されている．観測点の分布と観測種目は

・l，図 2・2および表－2・2（乙示した．



において設置された九州地区火出活動移動観斑班は，地震，測地，熱測定， TVカメラ，

無線・有線テレメータ等の設描が充実されて，移動観測と集中観測に活躍している．

昭和52年度には本館が山麓に新築され，さらに，昭和58年度には本舘の別棟が増築され， i決

後観関塔を備えることとなった．昭和56年には観鵠絹の広域化に伴い助手が増員となり，

が赴任した。また，昭和55年度には火出ガスの観測研究のため平林（東工大）が内地研究員と

して滞在した．なお，昭和61年 3月には中村技官が病死した．

ζの10年間には，飛躍的に，観測設摘が充笑され同時に観測データが蓄積され，それちに基

づく研究が進展した．地震学，測地学，熱学，地球電磁気学，地球化学の手法を用いた研究活

動は，火山活動に関連した現象を解明している．また，火山災害に関して拐災的研究にも成果

られ，噴火予知に関連するヂ…タの自動処理装置の開発が進められた． ζ こでは，多岐に

渡る成果のなかから主自的である噴火予知に関する主な成果について略記しておく．

おける広域隆起の中心が，姶良カルデラの中心から桜島内に移動していること，

とマグマの供給量の関長，特に火山下の質量増加現象が明らかとなった． こ

れちのことは，大活動の予測の手がかりとなっている．また，

火山性微動の性質等の研究からはマグマの上昇経路，それに伴う発震機構の変

化，爆発源の空間分平日等が明らかとなり，丘i頃噴火活動に関しては，噴火の臨界状慈を判断す

る資料となっている． さらに，山頂噴火の前駆現象として，山頃部の富前膨張と噴火後の収縮

が個々の山環噴火に捺して捕捉され，その量は放出火山物質量に比例していることがわかっ

21. 桜島火山

'L1.__L__]ι可

関－2・1 中域火山観測絹と潮位観測網

（図中の番号は表 lの施設番号〉
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関－2・2 広域火山観関網
（［雪中の番号は表 1の施設番号〉
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施 設番号名称

1.本館

2.ハノレタ山観測室

4. 

5. 黒神観測室

6. 吉松観測室

7.ヨiノ平観蛸窓

8. 古里観a~1窓

9. i権現rl!観a時蜜
10. 北岳鋭部IJ::J:I:

11. 野尻観測室

12. Iヨ浜観測室

13. 小池観測室

14.袴腰観測壕

15. 下伊敷観測室

16. 

17. 

18. 

19. 

22.錫山観測室

23. 揺出観測室

24.大根占観測室

25. 開問観測室

26. 加治木観測室

27. 郡山観測室

表－2・2 観測施設・設備一覧表

所 在地

鹿児島郡桜島町横山字鶴崎
1722-19 

鹿児島郡桜島問．赤生原揚ケ谷
1563-2 

鹿児島郡桜島町赤生原揚ケ谷
1563-2 

鹿児島郡桜島町赤生原揚ケ谷
1563-2 

鹿児高郡桜島町横山宇酉平17
他

鹿児島市下伊数3203他

指宿郡開問問J上野字西之浜16
99 

姶良郡溝辺町竹子永尾閤有林
16ぬ

臼霞郡郡山町字大谷1905

観測計器 ！備考

中域・広域火山観測用データ収録装置，樹立！昭.52 
データ集録装置，データ解析処理装置，火山
観測データ高速処理自動制御装置，移動地震
観測装置，火山観測用赤外線走査装置，移動
用赤外温茂計，電磁式強震計，光波部距儀，
精密水準儀，セォドライト，高画質カラーT
Vカメラ，画像処理装置
中域3点地震観測装罷， S1000型地震計3成 j昭.36 
分， S-50裂地震計2成分，志田式微気圧計，
振子型傾斜計2成分，気泡型傾斜計，重力計，
プロトン磁力計
地中混度計，水位乱ペドロホン9 刈ガス（昭 59

昭.59 

昭.41 

昭.53 

昭.50 

昭.49 

昭.51 

1成分，中域火山観測用データ i昭.52 

1成分，中城火山観測用データ；昭 49

1成分， i槻火山観測用データ j昭 36

ーパーインノてーノレ棒i昭.36 
成分

2成分，佐々式伸i昭.45 
ンパーノレ棒型伸縮計 j

i間.33 

昭.54 

昭.54 

昭.54 

陪測自記検潮儀 ｜昭.54 

3成分，広域火山観測用データ j昭.52 

3成分， L広域火山観測用データ 昭.56 

3成分，広域火山観測用データ 昭.56 

3成分，広域火山観測用データ 間.57 

3成分，広域火山観測用データ 昭.57 

3成分，広域火山観測用データ 昭.58 

3成分，広域火山観測用データ 昭.58 
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7こ． 乙のことは， を示している．伸縮計データからは，この

きることもわかった．爆発のi決後と地震の解析からは，ブ

ルカノ式噴火の特性と発生の時間経過が解明された．火出ガスの連続測定からは，山頂噴火の

前兆現象として Cl/S と水素ガス濃度の増加が確認され有力な予知の手がかりとなっている．

防災的研究では，溶岩流の数値ハザード・マップ作成の基礎が確立された．噴火予知に関する

自動処理の開発としては，山頂噴火車前警告装置と火山活動判定装置が実験中である．移動観

測班は有珠山（昭52）と三宅島（昭58）の噴火に出動し，集中観測に際して

白根，浅間， i河蘇，有珠，吾妻，富士，三宅，樽前，諏訪之瀬，雲仙および接高の研究・

に参加してきた．

22. 鳥取微小地震観測所

鳥取微小地震観測所は昭和39年度防災折究所附属施設とし されたもので，和歌山

とともに，

に微小地震研究のパイオニアとしての役割

しいのでここには述べない．昭和46年，

当観測所に併設され（助手 1名），

写真一2・20 本館

写真 2・21 分館（テレメーター送受信章〉

も古い微小地震観測所であり， 20年以上にわたり

して来た．その設立の経緯はお年史， 30年史に

極微小地震移動観測班が

この移動斑は増強されると同時に名称を変え

総合移動観測班となった（助手合計2名〉．

以

下の通りである． 所長：一戸時雄（39年〉，

本兆方（40年～現荘〉． 観測所勤務助手：尾治

(39年〉，見野和夫（40～何年〉，

(44～48年），佃為成（49～60年〉，渋谷拓郎

(61年～現在〉．移動観測斑助手

(46～59年）， 竹内文朗（60年

写真－2・22 テレメーター送受信室
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～現在）. I司（活断層総合観測担当）：平原和朗（58年～現在〉．

鳥取微小地震観測所の観測業務は甚だ多岐にわたる．以下それらについて略述する．

(1) 微小地震の観測

1年の40年 6月までに三日月－ －船岡（後に智頭）の 5カ所の観測室

され， 1Hz地震計により最高20万倍の微小地震常時観測が発足した．その後，

・久米・多虫の 4観測室が増設され，図 2・3に示すように，現在本所を含めて 10点から

なる観測網が形成されている．観測室の詳細を表 2・3

「第 3次地震予知計画」（49～53年）によって，全国の大学の微小地震観測のテレメーター化

が実施され，防災研究所では50年度に，鳥取・北陸両微小地震観測網がテレメーター化され

た．

更に「第4次地震予知計画」（54～58年）によって，テレメーターによって各大学の観測セン

ターに送られた微小地震観測データの自動処理化が実施された．防災研究所では57～58の両年

－北陸・上宝の 3微小地震観測網の観測データの自動処理化がなされたが，これにつ

いては「微小地震研究部門jの項を見られたい．

微小地震の研究は，常に関連研究部門と観測所との緊密なー協力の下Iζ進められて来たが，

関しでも の項に述べられている．

(2）地磁気の観測・

昭和41年以来プロトン磁力計による全磁力の観測が行われている．鳥取は近畿・中間・

地域の唯一の観測点であり， 20年に及ぶ観説記録は貴重なものである．また，プロトン磁力計

による比較移動観測によって，上記の地域における全磁力経年変化が，地域的に正負の系統的

変化を示し，それが広域的な造構応力と関認があるという成果が得られた．

「第4次地震予知計画」では，全国的なプロジェクト： f地殻活動域における地磁気・地電

流及び電気比抵抗総合観測Jが行われ，防災研究所では鳥取微小地震観測所が担当した。（第5

(59～63年〉では，上記計画は「地殻活動特性抱擁に関する特別研究（1）一地

の名の下に，より進んだ観測研究が実施されつつある．

(3) 総合移動観測班の活動

極微小地震移動観測班は，常時観概によち異常が認められた時や突発災害発生の時に，緊急

に出動する責務を有するものである．最近では， 58年10丹鳥取県中部の地震（M6.2), 59年 5

月山崎断層の地震（M5.6), 60年 7月大111群発地震の擦の活動が特記される．鳥取県中部の地

震の際には，本震発生後，極微小地震移動観測班が中心となり，一両日中に震源域に 6点の臨

時観測点を設け，観測所の常時観測と協力して，地震発生からの活動の推移の詳細を明らかに

することに成功し，以後の研究に大きく した．また61年には，中部地方御岳を中心とする

地域に，全国の移動班が中心となって調密な観測網を布き，合同観測が実施された．

活断層総合観測班は，上記の鳥取県中部の地震の擦の出動，跡、津川断層と中央構造線におけ
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る光波測量，可搬型レーザー伸縮計の試作と予措観測，活新層破砕帯の動的特性り研究，地表

よる観測など，精力的な活動を行っている．

(4) 地下水の観測

山陰地万に多し 用 －水位・化学成分・ どを測定，

との関連を研究している. 58年度には液体シンチレーションカウンターが設置された．

に述べた鳥取県中部の地震に際しては，島根県東部かち鳥取黒東部に及ぶ10カ所以上の温鉱泉

イオン濃度が，地震発生の約 i年前或は数カ月前から異常変化を示し

たことが確かめられた．また地震前後において水温・水位・

確かめられた．地下水の研究は，今後本観澱所の主たる

る．

どの変化が起ったことも

されていとし

所在地

表－2・3 鳥取微小地震観測所・北陸微小地震観測所・微小地震観測網

緯 j支
言十＊
成分

鳥取

多里

倉吉

TTT I鳥取市内護寺

TRT 1 昆取県日野郡日南fl!J

35 30 52.9 

35 06 07. 8 

35 26 21. 2 KYT i鳥取県倉吉市

：標高； 地
手，宅 i m 

134 14 16. 0 ! 10 ; VSPH ls NEV 

133 12 05. 8 

133 50 01. 9 

, fVMP 10s 
480 I 」I lDMP 10s 

100 I VSPH ls 

v
v
v
 

N
 

智頭

久米

f 35 16 10. 1 

鹿野 I SNT I鳥取県気高郡昆野町 l 35 24 37.8 I 134 01 13.3 i 200 I VSPH ls NEV 

CZT i鳥取県八頭郡智頭町

QMT l関山県久米郡久米開． 1 35 05 18. 6 

日月； MZT l兵庫県佐用郡三日月町！ 34 59 12. 0 

大屋 I OYT l兵庫県養父郡大屋間 I 35 19 18. 5 

泉 I IZT ；兵賭県加西市再内町 ¥ 34 58 20. 0 

134 I 7 36. 8 I 300 

133 50 56. 8 • 330 

V 

NV 
V 

VSPH ls 

tMP 10s 
DMP 10s 

134 26 40. 5 

134 39 56.8 

134 53 15. 5 

ls NEV 

Is NEV 

Is NEV 

200 i VSPH 

230 I VSPH 

230 ¥ vs問

HMTi兵庫県氷上郡氷上町 i 35 13 35.5 I 135 02 36.6: 250 1 VSPH Is V 

北睦 I HKJ I福井県鯖江市下新庄IHJ135 56 15.0 ! 136 12 45.0 I 20 I VSPH ls NEV 

小松 I KMJ I石川県小松市大野間 136 21 52.3 I 136 30 20.6 I 70 I VSPH Is NEV 

福井（ FKJ i福井市西荒井町 I 36 05 38.9 [ 136 07 24.0 I 90 I VSPH Is NEV 

勝山 [ KAJ j福井県勝山市片瀬 ¥ 36 02 55. 2 ¥ 136 31 41. 31 300 I VSPH Is NEV 

今庄 : IMJ ！福井県南条郡今出HJ I 35 47 53. 41 136 18 10. 0 I 240 I VSPH ls NEV 

美浜 I MHJ I福井県年方郡美浜開 I 35 31 50. 2 i 135 58 44. 2 J 260 I VSPH ls NEV 

浅井 I AZJ j滋賀県東浅井郡浅井町 I35 28 38. 0 ; 136 19 26. 0 I 370 I VSPH ls NEV 

*VSPH：速度型高感度短問販地震計

VMP：速度型中馬期地震計

DMP：変位型中周期地震計

N ：南北成分

E：東西 P

v:J二ドグ
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23. 北陸微小地震観測所

北陸微小地震観測所は，「地震予知研究計画」に基づき昭和45年度防災研究所附属施設とし

て設置され，助手・技官各 l名が配属された．所長は設置以来現在まで岸本兆万が兼任し，助

手は，渡辺邦彦（45～52年〉，竹内文朗（53～59年）， (60£j三〉， 西上欽也（61年～現

である．

観挺所庁舎の竣工は遅れて49年となったので， 45年度の観測所設慣以後の最初の 4年間は，

として滋賀県北部（湖北〉から福井県南部（嶺南） ~ζおける臨時観棋によるサイスミシティの

北陸地域全域における観測網建設のための調査が行われた. 49年鯖江市に観測所庁舎

されると同時に，表－2・3及び図 2・3tこ示すように，小松・勝111・

6観測室からなる観測網も完成した．

50年，鳥取微小地震観測所とともに北陸微小地震観測所のテレメーター化が行われた．観測

システム及びその精度や感度は鳥取観測網と同じである．観測所本月！？にテレメーターされる地

，長期間レコーダーによって連続記録され，地震活動状態とともに各観測所の観

誤u状況も される．また遅延装置とトリガー装置により選択された地震を磁気テープに

り可視レコーダーに記録する．後者の可視記録は，観測所において盛標

ミニコンによち長源や規模が決められ， XYプロッタにより図示される. 57～58年

に実施された微小地震観測の自動処理化については，微小地震研究部門の項を参照されたい．

北陸微小地震観測所はもともと，微小地震のみならず，より大きい地震や地殻変動に到るま

でもれなく観測し，地殻活動を総合的に研究しようという されたものである．

従って以下には，このような立場において種々の分野の研究について述べる．

(1) 微小地震の観測・研究

関連の項で述べたように，北陸微小地震観測所の微小地震観測・研究も，

取微小地震観測所との協力の下に行われているものが多い．以下tζは北陸及び嶺南・湖北に関

して行われたものについて述べる．

写真一2・23 観測所庁舎 写真 2・24 勝山微小地震観測窓
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北睦地域のサイスミシティは， 51年度テレメーター観測の発足以来詳しく調べられ，その全

域の骨組はほぼ明らかになった．この地域には，福井地震の接見出された詔井地震新麗に沿う

活発な同地震の余震活動，その甫東に接続する根尾谷翫層系の活動，湖北のWOケ瀬断震によっ

て境され以東の山地に密集する微小地震活動，湖西の花折断層系などに関する活動，

部から勝山を経て帯状に延びる活動などが顕著であるが，それらの分布は，この地域に集中し

ている活断層群と調和的である． また琵琶湖を始めとする低活動域の存在も明らかとなった

が，観測所の存在する鯖江市を中心とする 20km～30kmの空白域の存荏は， 1900年の鯖江地

(M6. I) と関係すると思われる． また赤兎rllの群発活動など，地域内の特徴のある

動についても明らかになって来た．

(2) 地殻構造及び活断鰭に関する研究

石川県手取JIi上流のダム して，多数測線観測により北陸地域の地殻構

造の研究が行われた．これは本観測所が中心となり，

なされたものである．

を含めたグループによって

更に57年，

を中心、とする

と性状を種々の方面かち研究しようとする試みが，本観測所

クうレープによって実行された．重力，全磁力，人工

脈動，微動，ガンマ一線，地形などの多数の観測により，

約 200m の上下のくい違いがあることが確かめられ，この断！習において

したことが推論された． この仕事はグループワークとしてすぐれたもの

(3) 広帯域広ダイナミックレンジ地震波動観測

観測所庁舎に隣接した観測坑道の中に， 4成分，長・中・ 3 JJ¥(; 

分から成る広帯域広ダイナミックレンジ地震波動観測システムが設置されている． ζ

より，周波数ゼロに近い超長周期から数 10Hz の短周期波動まで，ダイナミックレンジでは

ら極微小地震までを記録することができ，地震発生機構の物理的解明に用いられてい

る．

写真一2・25 広帯域地震波観測装罷一地震計群 写真一2・26 観測坑内記録室
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(4）地殻変動の観測及びその他の観測・研究

上記観測坑道内に，スーパーインパー伸縮計4成分及び鉛誼振子製傾斜計2成分が設置され

ている． 本観測所は， 「第 4次地震予知計画Jで実施された「地殻活動総合観測線」の京大北

i箆・近畿測線の一部を構成しており，本所の他，小松・美浜両観測室に傾斜計が設置されてい

る．小松では坑道中に鉛讃振子型傾斜計が， 美浜では， 20m のボーリング坑内にボアホーノレ

されている． これらの観測は， テレメーターによって， 防災研究所本所（宇治

市）に送られ集中記録される．

また観測所の観測坑道では，断層における変位測定や放射能測定などの種々の研究観測が随

時行われる．

最近，鯖江市周辺や石川県南部において，活断層の野外調査が行われ， 2, 3の活断層の存

在が確かめられた．

)-

24. 上宝地殻変動観測所

l次地震予知計画にもとづき，中部地方北西部における地殻変動

目的とし，昭和40年度に助手 i名，技官2名の定員をもって設

し，助手に富永進が着任したが， 44年教授

また富永の死去により土居光が後任助手となった．

と交代して所長となり，また57年には地殻活動総合観測線及び活断層調査を分祖する当観測所

より，助教授 i名（助手定員の振替による〉が甑属され，地震予知計測部門助手加

藤正明が昇任，助教授として着任した．このほか現在 2名の技官と非常勤職員 i名が観測・研

究に従事している．

観測所本館は岐阜県吉城郡上宝村本郷に位置し，設置当初は主として地殻変動観測が上宝蔵

柱観測坑道で行われて来た．その後第 3～5次地震予知計画により，地殻変動・地震観測網が

！頃次整備され，現在では別表のようにii観測室（地殻変動 6 7点）を存する．これら

の観測データはテレメータにより観測所本館へ伝送されてこ ζで処理・解析が行われるととも

に，一部はさらに宇治市の防災研究所へ転送されている．また59年度より開始された第 5次地

f日本海沿岸総合観測研究」では，当観測所は富山大学，金沢大学，

地震研究所信越地震観測所などの協力を得て，富山湾・能設半島周辺地域において地震・地殻

変動観測，光波辺長灘量，地磁気・重力測定，測地測量・検潮データ解析等の研究を進めてい

る．本観測所の現在の主要な研究課題とこれ迄の成果は次の通りである．

(1) 地殻変動連続観測

主として飛騨地方北部における地殻変動と地震発生の関連性を研究す

るため，伸縮計，水管傾斜計，差動トランス型水平振子傾斜計など多成分の観測計器により，
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地殻歪・傾斜の連続観測を行っている． ζれらの観測データの解析から ζの地域の地殻永年歪

変化や地球潮汐歪振幅・位相の時間的変化の研究が進められている．またさらに地殻活動観測

線の一部を構成する跡、津｝！ －宮川の 2観測室においても傾斜観測が行われ，乙

に発生する地震との関連が研究されている．この迄の観測から，この地方における

ぼ甫々東一北々西方向にあること， 1968年後半－70年前半及び74年後半－75

かけて永年歪に顕著な変化が見られ，前者は1969年 9月の岐阜県中部地震前後の変動と

えられる ζ と，乙れとともに地球潮汐歪振幅も ζの地震前後に有意な変化を示したこと等が

明らかにされた．また 1984年 9月の長野県西部地震時には歪・傾斜ステップと余効変動が観測

された．今後は日本海沿岸総合観測研究により， 61年度に宝立観測室の新設， 62年度に立山観

測室の新設と須坂観測室の整備が予定されている．この分野の研究は主として加藤・

当し，三雲及び2名の技官が協力している．

(2) 光波誕量による地殻変動観測

地殻変動連続観測と測地測量の中間的規模の観測によって両者の関連性を明らかにするた

め， を下！こ！心とする上宝村周辺に20測線から成る光波測量碁線網を設定し，

している．また跡滞川断層を横断する 6誕線では断層変位の測定のため，

っているが， クリープを示すような有意な変北は

されていない． ζの観測は土問・加藤が， 2名

測班の協力を得て行っている．

と総合移動観

(3) 

飛騨地方北部特に活断層周辺の地震活動を観測するため， 楠原，天

生，福光の 4観測室に高感度短周期地震計を設置するとともに名古屋大学高山地震観測所と

の開のローカル・データ交換により高山，焼岳，高根 3観鴻点のデータを受け入れ，合計 7観

測点によりこの地域一帯の地震活動の観測を行って来た． ζの結果，特にi朗、津J[i断層に沿う明

瞭な地震活動や飛騨山脈下，高111－飛騨萩原周辺，富山平野南西部等の活発な活動と， これ

らの地震のメカニズムが明らかになった． これらをもとに 1858年安政飛騨地震の発生機構や

1984年長野県西部地震の新庸モデル，飛騨地方のテクトニクス，断層下部の物性等の研究が行

われ， これとともにこの地域の 3次元速度講造や飛騨山脈下 150～200km のS波速度構造の

も明らかにされた．また日本海総合観測研究の一環として， 60年度には七尾，朝日 2観

測烹の観測がテレメータ化されるとともに61年度にはさらに能登半島北部に宝立観測室が設置

され，富山湾，能登半高周辺の地震活動とメカニズムが明らかになりつつある．また63年度に

とし

liる．

との間で， ローカノレ・データ交換が行われる予定である．以上の観測研

l名の技官が担当し，他の研究者，技官及び地震予知計測部門の協力を

(4) 地磁気・地電流観澱
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57年度より跡津川断層上の西天生，宮川の両観測室の近傍で，断層に平行及び断層を横断す

る測線を展開し3 地電流（自然電位差）の同時連続観測を開始した．また これとともに59年度よ

り上記の西天生観測室にプロトン磁力計を設置し，地磁気全磁力測定を行っている．これらの

観測データは地殻変動データとともにテレメータにより上宝観測所へ伝送され，解析が行われ

ている．さら花上の 2観測室付近と跡樟川断層上の数ケ所ではポータブノレ ・プロト ン磁力計に

よる地電位分布測定も行われ， 地球電磁気の総合観測による断層構造の解明や乙の付近の地下

水の流動状態と局地地震発生の関連性の研究も進められている．乙の観測は主として加藤 ・土

居及び非常勤職員が担当し，三雲及び2名の技宵と地震予知計測部門の研究者が協力している ．

25. 屯鶴峯地殻変動観測所

防災研究所では創設以来．士山麗予知に関する基礎研究のーっとして地殻変動と地震発生との

関係の究明を目的K，全国各地の鉱山の廃坑．隆道や防空壕跡などの地下坑道を利用し地殻変

動観測事を設け．伸縮計や傾斜計などによる地殻変動の連続観測を行ってきた

昭和40年地震予知計測部門教授高岡理夫らは，奈良県北葛城郡香芝町字穴虫のTi}＿鶴峯に第二

次世界大戦末期に掘られた防空壕の跡の一部 775m2を近畿日本鉄道附より借り，伸縮言十や傾

斜計による地殻変動の連続観測を始めた．その後昭和42年K，昭和40年に発足したわが悶の地

震予知計画にもとづき，当施設は近畿中央部の地殻変動と地震の発生との関係を究明し， 地震

の予知方法を研究する乙とを目的に防災研究所附属屯鶴宅地殻変動観測所となり，助手 ・技’，-tr

各 l名の定員が認められ，高田が観測l所長を併任（現在地かく変動部門〉，尾と謙介が助手に

採用され現在に至っている

乙れを契機に司施設の整備，設備の増強が図

られ，既存の直交坑道と斜に交わる坑道約20m

を堀背lj，坑道内にコンクリー ト・ブロック造記

録室 2室を建築し．坑口を増改築して鉄筋コン

写真－2・27 観測所本館 写真一2・28 観測坑道入口
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クリート造 2階建延 48.0 m2の遠隔記録室をつ

くった．また，観測坑道から東方約 700mの土

地 676m2 を財団法人防災研究協会から寄附を

うけ，ここに鉄筋コンクリート造2階建本館

161 m2 が昭和44年に竣功，翌45年には本館裏

44. 7 m2 2 

した．昭和51年に 3次地震予知計画に基づ

き観測のテレメータ化が行われ， 2離に38m2の

を増築し3 坑道での観測信号は約 lkm 

ケーブノレを通じてここに送られ，

写真一2・29 観部坑道内部作成分伸縮計お

よび額斜計）

データはミニコンにより簡単な処理が行われると共に一部の信号は電話回線で宇治の防災研究

所へ送られ記録・処理されるようになった．その後昭和53年には危険錆所の多かった素掘りの

観測坑道の安全確保のため，コンクリート吹付による大々的な巻立工事が実施され， ζれを機

・整備を行い観測の充実者図った．翌昭和54年 7月，坑道用地を含む附近

El ら香芝町土地開発公社に売却され，その後一時香芝町の所有となった

が昭和59年 3月奈良日日 された．以来同社の開発計画とも絡み観測坑道での観測

の継続は不安定な状況となり っている．

当i観測所では現在地かく変動部門と協力して観測研究を行っており，その主なものを示すと

次のようである．

(1) 地殻変動の連続観測

近畿中央部における地殻変動と地震活動との関係を るため， 観測坑道では

スーパー・インヴアール棒伸縮計，スーパー・インヴァーノレ線伸縮計，六成分伸縮計，水

，水管傾斜計など多種類の観測計器による連続観測を行っている．これらの計

器は当初光学的な記録方式を採用していたが，光電変換装置や検出部に可変容量装置，差動変

を用いるなど観測計器の改良・開発に努め，

っている．

これらの計器を用いテレメータ観測を行

当観測所の観測資料と －天ケ瀬ー岩倉の観測資料とを併せ解析を行った結

近畿中央部では南々西から北々東に進む移動性地殻変動のあることが認められたが，第 4

次地震予知計画で近畿地方にこ本の地殻活動総合観測線が設置されており，今後データ

に伴いこの種の広域地殻変動の詳細が更に明らかになるだろう．また当観測所での経年変化は

1974年頃から変化しているが，問辺地域での地震活動が少し遅れて活援になっていることがわ

かった．その他，降雨と地殻変動の関係について調べたが，気圧変化との関係についても検討

を始めている．
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(2) 誤u地学的な方法による地殻変動の観測

当観測所では上述の坑道丹での地殻変動の連続観測に加え，観測所近傍に光波測量基線網を

設け光波灘量を反復実施してきた． ζれらの測量結果と連続観測の結果とを比較してみると，

当地域では東西方向に圧縮，南北方向に伸びの変動が認められ，これは地震の発震機構から求

められた起震応力の方向と一致する乙とがわかった．

(3) 地震活動の観澱

坑内では短周期地震計による地震観測を行うと共に水晶管伸縮計と兼用した歪地震計によ

る観測も行っているが，今後観測点の増設をはかり地震活動の研究を進展させ，地殻変動との

関係の究明に努めたい．

(4) 地殻変動観測計器ならびにデータ

創設以来観測計器の開発・改良に政組み，広い坑道を利用して各額計器の比較観測や試験観

測を実施してきた．また， ミニコンを利用したデータ処理が行われているが，

北にはデータの迅速な処理が必須であり，現在高速自動処理装置の開発に努力している．

以上のような観測だけではなく衛星観測室の観測資料や地殻活動総合観測線の観測資料及び

をも併せ，総合的な立場から解析・研究を行い地震予知法の確立に勢力してい

る．

26. 宮崎地殻変動観測所

宮崎地殻変動観測所は昭和40年に発足したわが国の地震予知計画にもとづき，主に， i也殻変

動の連続観測を実施し，日向灘に起る地震を対象に地殻の変動と地震発生との関係を究明し，

地震予知の研究を行う ζ とを日的に昭和49年に設置が認められ，定員 2名（助手・技官各l名〉

される ζ とになり，地かく変動部門の高田理夫教授が観測所長を併任し，同部門の協力

を得て建設に当った．本観測所は宮崎市大字加江出字深田にあり，昭和50年 3丹に約 3,000m2 

の用地を購入，同10月より本館（延 230m2），観測室（56.4 m2）の建設及び観測坑道（水平延約

282 m, 8. 5 m）の掘削・巻立工事を実施し，翌昭和51年 8月末に竣功した．これに伴

く変動部門から配置換になり，地かく変動部門の協力を得て観測計器を

し， li月から観測を開始した。昭和52年 3月には悶用地内に職員宿舎 2戸が完成し，職員

は現地に常駐し観測に当ることになった．

日向灘地域はわが国でも有数の地震多発地域であり， M=7級の大地震が頻発し，ここでの

地震活動は30～40年の間隔で活滋化する傾向がみられる．京都大学理学部では当地域に超る地

を対象に地殻変動と地震発生の関係を研究するため，昭和17年から宮崎県北部の槙峰鉱山の

廃坑で地殻変動の連続観測を行っていたが，昭和26年防災研究所の創設と同時に ζれらの観測

を引きつぎ数々の成果をあげてきた．
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培真－2・30 宮崎地殻変動観測所（右：本館，

左：観測坑道入口観測室〉

昭和40年に発足した

の研究を行うため宮崎地殻変動観測所の

写真…2・訂 正！向灘地殻活動総合観測線テレ

メータ受信装置

7こ． このようにして，昭和49年に当観測所が設置され，

観測，地震観棋の佑，気象観測などの諸観測が開始され，既設の槙i峰観測室での観測と

ず観測資料の集積に主力を注いできた． ζのような坑道内での諸観測に加え，広域地殻変動の

検出を効果的に行うため光波測量碁線網を本観測所近傍（宮崎基線網〉と

線網〉に設罷し光波測量を反復実施しており，今後宿毛，高鍋，串自にも

している．

その後，昭和53年には地震予知連絡会は ζれまでの特定観測地域の見富しを行ない，日向灘

地域は新たに特定観測地域に加えられることになち，当観誕所の使命はより大きいものになっ

7こ．

しカ〉し，

化を図るためには

（昭和44～48年〉では、地殻活動総合観測線グ

測線は伸縮計，

も日

され， 防災研究所が るζ とになっ

る －傾斜変動を検出し

観測織の整備が必要であり，第 4

されることになった． ζの観

備えた観減点を数 10km 

うもので， 日し，テレメータにより観測ヂータをーか所に伝送

向灘地域にも図に示すよう

されることになり，第 5

させる ζ とが認められた．初年度の昭和59年度に

tと

（昭和59～61年度）

観測線 地

データと宮崎観灘所の観測坑道での諸観測データの伝送，これらデータの

宮埼観測所での記録－集録が実施され，昭和60年度に

串

宿毛観測窓での地殻変動・ －気象観測データ， 串 －地殻変動観測
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2叢組織および研究活動

表－2・6 宮崎地殻変動観測所および観測室一覧

！緯度｜ 経度 （海抜！深度｜
所在地 ｜一一…十一一－：－1-1 観測器械

／ノ ／／ II 

lsiz) 5成分，間（垂直jiゐ，、永

ーノfーインヴアール傾斜

4成分，水管傾斜計3成分，短周

（水平） 2成分，（上下） 1 

長期期地震計（水平） 2成分，

i成分，気圧計 l，温度計 3'

i，湧水量計2

ノ：影132 37. 41131 27. OI 1151 251スーパーインヴアール棒伸縮計（水

3成分，水平振子型スーパーイン

アーノレ傾斜計2成分，水管傾斜計

2成分，短期期地震計（水平） 2成

（上下） 1成分，気圧計 1, r昆度

ム雨量計 l，送信装置

56. 81132 49祖

53. l31 IO. 

35. 5131山初o]
（水平） 2成分，（上下）

l成分，送信装擢

00. Oil 30 43. 51 3251 601 (61年度開設〉

16. 71130 53. 71 951 151 (61年度開設）

データの伝送並びにこれらデータの宮崎観測所での記録・集録が実施されるようになった．

終年度の昭和61年度には伊佐観測室の観測坑道の掘削が行われ， －大隅再観測室での観測

データは宮崎観測所に伝送されて記録・集録される予定である．

このように観測所の充実・観測網の拡充が行われてきており当観測所では設置以来設置の趣

旨にのっとり， 1）地殻変動の連続観測， 2）測地学的方法による地殻変動の観測， 3）地震活動観

測， 4）地殻変動観測資料の整理・解析， 5）地殻変動観測計器及びデータ処理装置の開発， 6）地

震予知方法の研究を研究課題とし観測研究を行っているが，以下主なものについて述べる．

日向灘における地震活動と地殻変動との関係を究明するため，宮崎及び槙峰観測室における
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地殻変動連続観測資料の集積に努めると共に地殻活動総合観測線の設霞に嬬え新しい観測計

器，記録・データ集讃装置等の開発を行ってきたが，吏に能率的な観測処理システムを完成す

るため現在自動処理・解析装置の開発を進めている．また，

擾舌しのうち最も複雑な降雨の影響について検討を加え，

まれる

ひずみ変化量の

時間的，量的関係を明らかにし，湯水量の移動加重積算式を用い時雨の影響を分離できること

がわかった． ζれらの結果は臼動処理装置の開発にも取り入れられる予定である．今後，地殻

されるに従い日向灘における地殻変動と地震発生との関係が明らか

になり，また観測処理システムの完成は地震前兆の異常変動の早期検出に黄献するものと

される． ζの他，現在まで宮崎及び延岡の両光波測量基綾網の反復測量によち広域地殻変動の

めてきたが，総合観誤u線の地殻変動連続観測点の補完も兼ねて，さら

している．

国－2・3 地震予知観測室配龍！翠記号は22～26項の表参照、

27. 白浜海象観測所

沿岸環境の変化に伴う，

げる暴嵐時の海況変動

ける災害を防止軽減するために辻，

るζ とが必要であるが，

における沿岸海域の動態の解明に努めなくてはならない．一般に， ζのような海況誌時間的・

空間的に絶えず変動しており，その連続観棋のために当観測所が設置された．

昭和35年教授速水額一郊の努力によって，わが国最初の海洋観測塔が和歌0-，県田辺湾

され，併任助教授国司秀明らが中心となり，助手西勝也の協力のもとに，
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を整備充実し，海洋・大気相互作用の定量的な研究に着手した．昭和41年 4月，防災研究所の

附属施設として白浜海象観測所（助手 i名，技官2名〉が認められ，施設長岩塩雄一教授（併

任〉および西助手が着任した．昭和42年白浜町堅田字畑崎に土地 459m2 を購入し，昭和43年

3月観測所本館の一部（床語積 195m2の鉄筋コンクワート 2階建〉が完成し，その後昭和43

年職員宿舎が建築され，また観測艇しらふじ（約 2.4 ton）を購入して空間的な観測体制の充実

がはかられた．昭和43年 7月岩垣の工学部への配置換に伴い，研究所長矢野勝正が施設長を兼

任したが，同年12月より教授土屋義人が施設長として併任となった．昭和48年 6月助手西 勝

也の理学部への配置換に伴って助手吉岡 洋が後任として採用された．昭和46年および55

権洋観測塔の補修がなされ，昭和49年観測塔への電源ケープ、ノレが埋設された．関所以来観測機

器の開発・整備などを通してき当観測所に貢献された清水保隆技官が昭和49年 5月病残した．施

7月より iヶ年間インドネシア水工研究所に派遣され，その間，中

郎教授が施設長となった．昭和53年度，隣接の土地を購入し，現在構内敷地面積は 991d と

なった．また，翌年流速計検定装置が設置され観測精度の向上がはかられた．昭和54年 9月

風16号により観測装置が損傷したので修理復旧した．昭和56年度助手振替助教授の定員が認め

られ，海岸災害部門助手中村重久が昇任・配罷換となり， 57年 4月，吉岡 洋助手は海洋災害

となった．観測所本館増築（137mりが昭和57年 3月完了し，昭和60年 3丹には

観測艇が更新され， f海象J（総トン数 3.4 ton）と命名されて観測研究体制の一層の整備充実

がはかられ， っている．

よぴ災害気候部門や研究担当教授国司を中心とする理学部地球物理学教室

などと協閤観測を実施しているが，主要な研究課題とその概要はつぎのとおりである．

(1) 台風時および季節風時の波浪特性：外洋から陸械を通って来襲する台風時のうねりおよ

び台風通過時か冬期季節風時の高波浪について，海洋観測壊で得られた風および波の観測記録

にもとづき，方向スペクトノレをはじめとする諸特性について解析し，波浪の発達・減衰などの

を究明して，異常波浪の数値予知法の確立につとめている．

(2) 津波・高潮・長周期波の変形過程：海洋観斑塔の潮位観測とあわせて，紀伊水道および

大阪湾沿岸における潮詑記録の収集を行い，津波・高潮の来襲頻度および潮位高についての統

よび力学的予測法を開発している．また，観測された潮位記録から，津波・高潮およ

び長周期波の外洋から陸棚を経て沿岸域に至る海域での変形過程を明らかにし，異常潮位予測

法の確立に努めている．

(3）海洋・ ：紀伊水道の海面境界過程は近畿地方の集中豪南や大阪湾の濃霧に

大きくかかわっているので，満面を通しての熱交換－水交換の物理の究明とその正確なみつも

りが，観測塔における連続海象観測を中心にすすめられている．また，波の生成発達過程の理

論づけが観測塔における集中観測をもとに行われ，その成果は波浪予知法の改良にも応用され

ている．
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写真…2・32 本舘全景 写真－2・33 海洋観部塔および、観測能、海象グ

(4) 海水交流：沿岸環境変化の予測や適切な対応には，沿岸と外洋との海水交流や沿岸フロ

ントの機構を解明することが必要である．そのために，観測塔による長期海象観測・観測艇に

よる STD観澱・フェワーボートによる長期水温観測によって，田辺湾および紀伊水道陸樹海

をとらえるよう努力する一方，観測塔沖における

田辺湾内や紀伊水道陸棚海域におけるアンヂラ流速計による係留観測を実施している．その時

には，検定水増による流速計の検定を行い，観測精度の向上と観測万法の開発をはかつている．

(5) 海浜過程の調査：白良浜の飛砂による海浜変形機構をはじめ，ポケットピーチとしての

している．

をはじめ，変動機構を調べて，

の対策への適用に努めている．

あるそのほかのポケットピーチの幾何学的形状特性

自然海浜の特性を研究し，海浜変形の予測法の確立とそ

28. 大潟波浪観測所

とくに海岸侵食や波浪災害に関する研究のためには，ま

し，その予知法を確立するための継続的な観測を突施し，またそれに伴う

変形などの実態を十分解明する必要がある．これらの観測研究は，強風時，

精度で系統的に実施されなければならない．日

汀線から沖方向へ約 315m の長大桟矯およ

る

されており，このような観測の実施には最適の場所であった．

協力して，昭和39年に第 2

も

と

して波浪観測を関

始したが， 40年には大潟町四ツ屋浜に観測室を新営し，長大桟揺をも和用して，波浪のほか潔

砂などの基礎観測を開始した．その後，第 2人工島から第 3人工島（現在は轍去〉に波高計を

し，有線テレメーターで記録するなど施設の整備が行われたが，昭和44年大混波浪観測所

として防災研究所の附属施設となり，定員 l名の配置が認められ，教授土屋義人が施設長とな

り，助手白井亨が者任した．昭和初年 7月より約 iツ’早，エj金り間程Ul＜理問子つ

となり，また昭和51年には，助教授の定員（助手振替〉が認められ，
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助教授に昇格した．

その後，昭和49年度に第 3人工島に 3台の水中発射式超音波波高計によるデルタアレイから

なる外洋波浪観測装彊（その後第 4人工高に移設〉を設置し，波浪の方向スペクトノレの観測を

ってきた．また，昭和55年震には，第 i人工島に空中発射式超音波波高針4台よりなるライ

ンアレイを設置し，浅海における方向スペクトノレの観測を強化するとともに，

および昭和54年度に設置した砕波観測用ビデオ装置を用いた波浪観測システムによって，浅海

における波浪の変形特性の観測を実施してきた．これと同時に，観測用気球などによる海浜流

どの観測を行い，波浪の観測とあいまって，海岸侵食など梅浜過程の予測の研究を行

ってきた．この間，昭和47年には，沖方向および沿岸方向における数地点の同時観測から，深

海から浅海に査る波浪の発達・変形特性とその平面分布およびそれに伴う諸現象を解明するた

め，舞鶴海洋気象台，海岸災害部門および災害気候部門との協同観測として，日本海沿岸にお

ける冬期季節風時のかなり大規模な波浪観測が実施された．

昭和55年 3月には観測所本館が竣工し， 56年にはミニコンピューター， 60年にはウェーブラ

イダーが設置されるなど，その後も観測施設の

写真一2・34 大潟波浪観測所本館（手前〕
と観測窓（奥〉

と各種計測機器・装置の充実が行われ，

度の観測が実施されてきたが，昭和60年 7月に

されることになり，観測

された．昭和60年 3月に

波浪・漂砂観測用桟橋の新設が認められ＇ 3月に

しIO月に竣工した．新設桟橋は，沖方向へ

255. 6m，先端部から東西へ 107.2m のT

で3 旧帝医！石油桟橋の西側70mの位設に設置さ

写真一2・35 T型波浪・漂砂観測用桟橋全景
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れ に鋼管 3本よちなる構脚の間需は50m，海面からの床板の高さは約9mで，

を取り付けることができる．竣工と同時に，空中発射式超音波波高計4台よちなるライ

ンアレイ，容量式波高計群（12台）および砕波観測用ピデオ装置などを設置し，精度の高い観

測を実施している．又これらとl可時に，海浜流・漂砂・海浜変形などの観測を行い， nearshore

dynamics および海岸侵食制御法に関する活発な研究を推進している．

所内関係部門はじめ，学内外の研究者による協間観測の場とし の研究を推進し

つつあるが，とくに取今上げてき

(1) 海上風に関する研究

，次の通りである．

し？こ －波浪観測用桟搭の西端に鉛直万向に取り付けた

よび4 を用いて， を明らかにしている．

すなわち，海面上の風の乱れと風波との関係を め，風の苦しれ特性と海面に働くせん断

応）Jを計測し，解析している，次に， 向きは必ずしも風向と

しないので， ζれと海面の動きとの関係を明らかにするために， air-seainteraction 機構

これら

(2) 

している． さらに3 砕波や海浜流に及ぼす風の影響を明らかにするために3

して，それぞれの相関性や低風速時のそれらと比較している．

と変形に関する研究

ラインアレイによる嵐波の観測から，移動風域場の方向

スペクトルとその変形を検討し，異常波浪の予知法の確立に努めている．浅海域において，

繰形海岸波浪の伝揺や変形を明らかにするために，まず，波詳の包絡波形が envelopesolitonと

して，海！ま勾配を考慮した Sehr“inger 万程式によってどの程度記述できるかを検討してい

る．この結果から，ソワトンモードによる海岸波浪の力学構造を明らかにする． さらに，

した緩勾部方程式によって，屈!fi・と回折による波の変形計算を行い，その適用性を

るとともに，砕波後の波の変形に対しでも boreモデ、ノレ

ている．また，エッジ波やサーフピートも観測研究している．

(3) 漂砂・海浜流に関する研究

してそ を究明し

とく

めている．すなわち，

を る海浜流について数舘モデルの開発と観測研究を並わtして進

よぴ離岸流の理論的展開においては， radiationstressの導入ゃ

な定式化をすでに行ってきたが， さらに，鉛霞・水平拡散係数

を分岐解として弓えるための式の展開 している． さらに， un-

dertowのモヂノレ化や吹送流の予知モデソレについても している．

漂砂・波浪観測用桟橋では， よる長期観測を継続しておち，

第 l とす型

との関係

においてその特性の解明を行っている．これらの結果を舟いて，海浜流の数値シミュレーショ

ンを行っている．？票砂については，漂砂最期を明らかにするために漂砂機構に関する理論的研

めるとともに，掃流漂砂最の算定法，掃流漂砂と浮遊漂砂の方向およ
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分布と拡散係数に関する観測研究を進めている．また，砂漣とその方向スペクトノレについても

している．

(4) 海浜変形の予測と海岸霞食制御法に関する研究

おける長期的・短期的な海浜変形を海岸工学および海岸地形学の両立場から総合

的に検討している．すなわち，前者では外力としての来襲波浪や海浜流の長・短期的な特性を

し， j票砂量則を適用して，海浜変形の l次元および 3次元数値シミュレーションモデノレを

開発している．後者では，漂砂源や底質特性の変化，砂丘を含む海岸地形・海底地形の変化を

考践するとともに，海岸構造物の築造による

成果を踏まえて，自然海浜のすぐれた消波機能を生かし

法の開発とその適用方法の確立に努めている．

29. 潮岬風力実験所

明らかにしている．これらの

どの海岸侵食制御工

台風などの実際の強風中で，自然風の性状やそれらの構造物に及ぼす影響を観測すること

は，風災害の研究上重要な意味をもっ．本実験所は，本チ！？最南端の和歌山県串本町潮岬にあっ

て，自然風中での実験観測 ることをiヨ的とし され， ζの種の研究施設として

は，我が国最初のものであり， ところ階ーのものである．まTこ，世界的にみても，余り

例をみない強風に関する総合研究施設である．

昭和36年，文部省災害科学研究事業費により潮岬風力観測所として発足し，最初は，串本町

の野意により貸与された約 2500m2の敷地に，財閤法人建築研究協会の寄付による地上高 10

m の測風塔をもっ観測室および給水塔，民間数社の寄付による実験用家屋 3棟が建設された．

翌昭和37年には，一応の研究設備が整い，研究活動を開始した．昭和40年度には，それまでの

敷地を含む 4100m2の土地を購入し，さらに翌昭和41年度からは，専任職員 3名（助手 l名，

2名〉の配置が認められ，名称も潮岬風力実験所と改称して，防災研究所のF付属施設とな

った．昭和45年度には，盤上に地上高 20mの測風塔をもった鉄筋コンクリート造4階建の研

究室本館が竣工し，野外実験場も整婦されて，本格的な総合実験施設としての観測体制が整っ

た．本実験所の施設長は設立時から，耐風構造部門の石崎滋雄教授が務めてきたが，定年退官

のため昭和61年度からは，同部門教授に昇任した桂 JI員治が併任して現在に査っている．

の助手としては，最初は花房龍男が採用された．昭和43年度，花房助手は理学部に配置換にな

り，後任には，佐野雄二が採用された．昭和45年度には佐野助手の転出にともない，森 征洋

が援用された．昭和49年度には森助手が転出し，塚本 修が採用された．その後，昭和52年度

には，塚本勤手は，訪災研究所暴風雨災害部門の助手に配置換となり，後任には林泰ーが採

用されて現在に至っている．

本実験所は，耐風構造部門や暴風雨災害部門の協力を得て，強風災害の野外実験的な研究分
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野を受け持ってきており，風向風速，

どを測定するための一般気象計測器械による

観測だけでなく，構造物に加わる風j王や変位を測

も常備して，

を使って，観

、部 している．

ってきた研究内容の主なも

の拭次のとおりである．

(1) 

和用されている各種の嵐速計や風圧計はそ

れぞれ固有の特性をもっている．これらの比較実

験を自然風中で行い，測定精度や｝芯答性について

るとともに，新しい許認器や測定万法の開

っている．

(2) 自然風の乱れの構造の研究：

力実 験 所 99 

（野外実験場より挑む〉

どによる自然風の変動を観測し，その乱れの構造を研究している．これま

での栢関やスペクトルなどの統計手法を用いた自然風の 3次元的な乱流構造の研究 7ご、けでな

く，広い空間に多数の風速計を配置して，風速変動の空間分布を観測するとともに，

度の変動も開時制定して，接地境界関内の否L流発空機構やそれにともなう乱流輸送機構，突風

前線や自由対流などの非定常現象についても研究を進めている．

(3) 講造物に作用する

特に，そ

変化を実測し，

(4) 構造物の風に対する

との関係や振動の特性について研究している． さらに，

した摸型を用いて，強風

をさらに合理的にするための資料を得・ている．

して，その時の風圧力

ガラス：容を利用して，板

ガラスに加わる風圧力や変｛立についても実測を行っている．

(5) 盟主力エネノレギーの推定：詑較的強嵐が吹くことが期待できる本実験所では，省エネルギ

ーの立場から自然のエネルギーのーっとして， j武力エネノレギーに注自している．現在までに，

されて来た風の資料を基にして，潮岬における風力エネルギー最を推定してみると

ともに，その方法を全国の気象官署の風の資料にも応用して我が国の風カエネノレギーの分布を

評伍した． さらに効率のより風車の特性についても研究した．
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30. 穂高砂防観測所

我が国は国土の約 7割が山地であり，土石流，崖くずれなどによる土砂災害が毎年どこかで、

している．本観測所は，このような災害の原器となる土砂流出の実態を継続的に観測し，

研究するという世界的にも他に例のない施設であって，昭和40年度に砂防研究部門が創設され

たのを機に，岐阜県上宝村の神通川水系蒲田川支流の足洗谷流域に設費された． 足洗谷流域

は，土砂流出の頻度が高く，しかも気象・水文条件に応じて種々の土砂生産・流出形態がみら

れることから，流域における土砂挙動に関する観測研究を行う上で極めて有利な条件を具備し

ている．

新部門増設設備費によって，昭和40年度にこの流域の中に鉄筋コンクワート造り 68m2の観

測室および研究室が設けられ，足洗谷支Jflヒノレ谷出口に試験ダムが設置された．

は 37m2 の土砂特性試験室が設けられた． 昭和42年 6月より防災研究所附属の研究施設とし

て官制がしかれ，助手 i，麗員 iの定員が配属された．初代施設長は，砂i的研究部門の矢野勝

助手には砂防研究部門の奥村武信助手が配置換となった．その後，昭和43年度に奥

村劫手が砂防部門へ配置換とな札砂防部門から沢田豊明助手が配置換えとなった．昭和46年

ともなって，砂防部門の芦田和男教授が 2代目施設長となつ

っている．昭和55年度に鉄筋コンクリート造りの本館（160mつが完成し，観測所

写真一2・37 冬期の観測所本館 写真一2・38 砂紡観測テレメータ・シス
テム（観測室）

写真一2・39 ヒノレ谷出口の試験ダム 写真一2・40 ヒル谷出口の自動流砂測定装置
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としての体制がほぼ整った．

観測システムの整備は足洗谷試験流域（6.5 kmりにおいて重点的に行われてきてお

札昭 和55年震にはヒル谷出口に岳動流砂鵡定装置が設置され，昭和58年， 59年度には従来の

観測機器を有線テレメータ化する砂防観測テレメータ・システム

テレメータ・データ データ保寄・記録装置からなっておち，

(6 ( 3台〉，湿度計，百

タをフロッピィディスク し， TVカメラ（ 7台〉の映橡を土石流センサーおよ

水位などの警戒値の判定によって録画・保存することができる．

本観測所は，砂i弱部門の協力のもとに以上のような観測施設によってrl1地流域における

流出の実態の解明を行ってきた．現在まで行われてきた主な研究内容とその成果は次のとおち

である．

(1) 山岳流域における降雨と出水の実態に関する研究： 1100 m かち 2400m ま

地形および斜面方位などによる降陪特性に関する研究を行うとともに，

連する出水の特性，山岳流域における出水の特性を明らかにしつつある．

(2) 土砂生産に関する研究：土砂生産の形態である崩壊，裸地侵食，ガリ

関

どについて，それぞれの原因に関して観挺調査を行なっている．その結果，裸地侵食において

は斜面勾配と斜面構成材料の強度の関係を明らかにするとともに，ガリ侵食については，凍結

－融解が大きな役割を演じている ζ とを明らかにした．

(3) 土砂流出に関する研究：土砂流出の形態と河床形状の関係を明らかにし，階段状のシュ

ート・プールからなる海道における土砂流出機構に関してプールの役割を明らかにした. 7可床

変動が激しくアーマコートの形成 e 破壊が発生する市道における流砂機捕について，そ

を明らかにしつつある．さらに，土若流の発生・流動・堆積に関しでも多くの観測結果が得ら

れておち，とくに，

知見が持られた．

ハイドログラフの変形， 関して新しい

(4) 砂防ダムの土砂流出調節機能に関する研究： よぴ透過型の砂拐ダムを対象と

して土砂流出調節機能を調べている． とくに，土五流に対する

的に調べておち， ζれまでに，ダム前後における土石流の変化機構に関する

し1る．

31. 徳島地すべり観測所

本観測所は最初，破砕帯地すべりの多発地帯である，四国の中央部にある

町i乙，昭和41年11月に地すべち部門の観測室・宿泊施設として設置された．この観測室・

田

よび徳島東当局の厚意によち購入された敷地内に建てられたもので，観測機器の
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整備は不充分であったが，昭和41年よりこの観測室を基地として，認島県森遠，善徳において

地すべりの種々の基礎的観測が開始されてきた．観測室設置後，昭和44年 3月までの間は，地

すべり部門の助手，竹内篤雄・古谷尊彦および教務職員，湊元豪巳によって，交代で観測室を

基地として観測的研究が行なわれた．

昭和44年文部省令第18号によち，助手 i名，技官 l名の京都大学防災研究所附属の正式観測

所として官制がしかれ，地すべり部門の山口真一教授が観測所長を併任し，古谷が観測付の助

なった．昭和45年山口教授の観誤u所長苦手任に伴ない，後任？と地震動部門の古川宗治教授が

併任となった．その後昭和47年より地すべり部門主任の島 通保教授が観測所長を併任して今

日に至っている．また昭和50年に古谷助手が千葉大学に転出後は末翠

を行っている．

i継いて研究

昭和53年までは上記の観測室・宿泊室からなる施設のみであったが，昭和54年 3月末には突

をそなえた観測所本館が完成し，観測・実験設備も次第に充実してきて

V＼る．

本観測所の自的は破砕地すべり災害に関する研究を，現地および観測所本館において総合的

写真一2・41 本館

写真 2・43 地すべり観測用記録室

写真一2・42 伊良原地すべり誌験地
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に研究することであり，研究内容は地すべり地における観測・測定，実験室における採取資料

の試験，モデル実験および研究室における記録の解析・数値シミュレーションを主体とし，破

砕帯地すべりの発生条件・その機構・運動様式および予知に関する基礎的研究を推し進め，従

しく進展せしめるとともに，そり成果を実際面に適用する ζ とである．

これまで，九鬼・正夫ー天真・伊良原・大神・ Jfl崎の該験地で調査・観関を行って地すべち

の発生機構の解明に努めてきた．各種の観測機器も次第に整掃されてきており，現在では各試

験地とも，ほとんどの観測を地すべり地内の 1ケ所に集中して自動記録する集中観測システム

している．更に61年度からは伊良諒地すべり地に関しては観挺制御およびデータ

ーの観測所本館への転送を行う，テレメータ一方式で観測を実施している．

；試験地の観測機器の整備拡充はもとより，各地の破砕帯地すべりに於て，地形・地質の現地

ボーリン して，物性的に地すべり

iこ， －地下水位など地すべち

うべく，推定危険地域の観測網の整掃拡充を計画している．また

Ti1f帯地すべち地域に地すべり災害が発生することが多いが，富ち

えた観測所に整備しつつある．

本観測所では次の研究課題をかかげ研究活動を行っている．

（日 破砕帯地すべりの素国および誘国の研究

破砕帯地すべりの主要分布地域である i水系の地すべり

するととも

は四国の破

きる機動力を

なる地形・ 収集して，破砕帯地すべちの素因の究明を行

っている．

西国の地すべりの自然的誘悶は降雨であるが，地すべり地の小流域に三角堰を設費して，地

・中間・地下の各流出量の観測，および地すべり地の多数のボーワング孔での地下水観測を

継続的に行ない地すべち変動との関採を研究している．また数舘シミュレーションのためのモ

デルを碁に，各流出量の機構特性の解明に努め，地すべり予知をめざしている．

(2) 破砕帯地すべりの移動機培

i支流域の上記の地すべり地を試験地として，伸縮計・傾斜計・パイプ歪計・地下水位

どの観誤u計器を用いて，地表および地中内部の変動様相，地下の水の挙動と

土地変動との関係について観測的研究を行っている．特に地中歪については，これまでほとん

ど行われなかった連続観測を実施して，すべりiiiの拡大形態，拡大速度を明らかにした．移動

のすべち面かち地表への伝掻の究明を試みている．このようなすべり酉の拡大については，

強要素法によりその特性を理論的にも研究している．

(3) 

破砕帯地すべり地の地すべり防止工法の有力な手段として，

き，地すべりの誘因となるような地下水脈の探査法の開発を進めている．地下水排出工法
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として，有効な排水ボーワングの堀削位置・万向の研究および集水井の効果の検証法の研究を

っている．

32. 防災科学資料センター

自然災害科学の研究においては，観測調査の資料および災害関係資料の活用が極めて重要で

あり，そのような基礎資料を収集，整備し，研究者が有効に利用できるようにすることが必要

である．さらにそれらの資料を解析し，異常自然現象の極値やその予知，防災や減災の基準，

災害状況の予測，防災施設の破壊限界など自然災害科学の基礎的問題を解明していく必要があ

る．このため，災害科学関係資料の収集，整備，活用ならびに解析を行うとともに， る

門分野の研究者の協同研究の場としての災害科学資料センター

日本学術会議が勧告した f自然災害科学研究の拡充強化j されている 6 

資料センター構想に沿うべく資料センターの設置を要求していたが，昭和47年度にその一部が

認められ，本防災科学資料センターが発足したのである．

センター たり， て，主任は施設長を補佐する．センタ

らなる

によって行われる．初代センタ 昭和48年から吉J[ i宗治教授，続いて

石原安雄教授， 高由理夫教授が2

毎にその任に当たり，そして昭和60年より奥田節夫教授がその任に当たっている．

教授，石原教授，中島教授，島 通保教授，土麗義人教授，角屋陸教授から現在は石原教授と

なっている．専任職員は当初，後町幸雄助教授，松村一男助手，野田 均技官の 3名で，昭和

59年後町助教授の逝去に伴い，佐藤忠信助教授が後任につき，昭和61年に佐藤助教授の配置換

えの後，松村助手が昇任し現在に至っている．また昭和59年度に新たに設置された客員の教授

・助教授には当初より田中 琢教授〈国立奈良文化財研究所埋蔵文化財－センター長〉および，

水本邦彦助教授〈京都府：立大学文学部）があたっている．

写真一2・44 防災科学資料センタ 写真一2・45 計算機室
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(1）白 データベースの構築

本防災科学資料センター

ど

どによる

自然現象に関する

洪水災害や地盤災

どの資料を収集・

してきた．収集された資料については，

刊行し，

い，上記の「

－資料日録jを

してきた． しかし収集された資料の増加に伴

と労力を要し，資料の有効利用を図れなくなっ

てきた．そのため資料の 2次情報に関するデータベースを作成し，計算機による検索を行うこ

とによって，資料の有効利用を図る必要がでてきた．自然災害特別研究による自然災害科学総

合研究班では， ζの必要a性を認め，昭和55年度より，全国ネットを持つ大学の大型計算機セン

ターを利用して，全国各地区資料センターがそれぞれの資料に関する 2次J情報ヂータベースを

し，どこの端末からでも検索できるシステムを開発することになち，本センターでもその

案に沿ってデータベースの構築にかかり，昭和57年度に自然災害科学データベース”SAIGAI-

KS”を完成させ公開した．“SAIGAIKS”は資料だけでなく，災害資料および自

した研究論文についての 2次情報をも含み，自然災害科学総合研究班の援助を受けて毎年その

データの追加吏新を行い， は約 l万件のデータを収納している．

(2) 

もたらす自然外力の発生頻度は，災害の種類によっても異なるが， 60年ないし 120

ないしはさらに長期の周期性も懸念されている．これら発生頻度や災害の実態を

するには，少なくともその10倍程度の長期間にわたる災害史料の収集解析が必要となる．本セ

ンターでは昭和58年度より災害史料の収集解析に関連した謹々の分野の研究を取り

を開催し昭和60年度末で10回を数えた．また歴史時代の災害史料の調査解析を行うことを目的

とした，災害史料調査分野の客員教授・助教授の定員を要求して昭和59年度に，

助教授各 1名が認められた．この分野では種々の災害史料の校集を行うと

分析による歴史時代の気候変動に関する研究がお ζなわれている．また

タベースの構築が現在進められている．

(3) プロジェクト研究

本センターでは， りいくつかのプロジェクト し，本研究所各部門，

が協力して， っており，そのために必要な研究資料

ている．過去約10年間に行われたプロジェクト研究は以下の遥ちである．

（昭和51

と避難

火山におけるデータ処理システムに関する研究

データの統計的解析万法の研究

し
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（昭和54-56年度〉

各地の突発水災害の特性

日本の大地震の活動特性

火山活動予測の情報処理システム

した地震波の処理方法の研究

（昭手1]57… 60年度〉

自然災害科学データベースの構築

微小地震の微細構造と活断窟の活動特性に関する研究

災害史料を利用した崩壊災害の復元的研究

水害の変遷に関する研究

火山におけるデータ解析の方法とアルゴリズムに関する研究

大地震時の地盤の震動性状の統計的解析研究

33. 水資源研究センター

日本学術会議は第58回総会の議に恭づき，昭和46年 5月 1日付で故掃に対して，全国科学者

の共同利用の研究所として水資源科学研究所（仮称〉の設立を勧告し，そして京都大学に対し

てこの共同利用研究所を附置する ζ とに関して依頼した．本学は附置の方針を決定し，防災研

究所を世話部局として，昭和48年度より概算要求を提出した．しかし，その後の社会経済状勢

の変化のため，その内容を研究所から研究センターへと縮少せざるをえなくなったが，昭和53

4月 l日付文部省令第10号によって，全国科学者の共同利用の性格をもっ水資源研究センタ

ーが防災研究所に設置されたのである．

ここ30年間わが鴎の工業化に伴う経済成長はめざましく，都市と工場が急膨脹して水の需要

が急増した．その結果，水量の不足，水供給の安定度の低下，水質の悪化等が大きな社会的な

問題となってきた．先進工業留に仲間入りをしたわが閣の水資源問題は，砂漠化で食糧不足を

きたしつつある地域におけるそれとはかなり違った側面もあるが，人々が利用し，または利用

しようとする水を人間と水との結びつきでみるという観点からすると相通ずるものがあるはず

である．

水資源研究センターは，こうした開題に関連する課題を科学的にかつ学接的に研究すること

を自的としており，現在までの研究組職および研究活動はつぎのとおりである．

本研究センターの定員は，当初，水文学研究部門の改廃による振替えの教授 l，助教授 1' 

助手 l，事務官 1 （陸水収支担当〉と，増員による教授 l，助教授 1 （水資源システム

であったが，昭和54年4月からは客員教官 2 （許任教授し併任助教授 1）が増員された．本

研究センターの運営は，研究所長がセンター長を兼務し，専任，併任の教授，助教授に加え
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て，防災暁究所内，京都大学内，学外の学術経験者各若干名の委員で構成される

当り，さらにセンターの業務を処理するためにセンタ

として，設立当初より，本学工学部高梓琢馬教授を迎えている．

(1) 陸水収支研究クツレープ

昭和53年 4月本研究センター 水文学研究部門の教官が移行し， （セ

ンター主任兼務〉，助教授友杉邦雄， っている．当研究クソレープ

では，陸水収支に関する として研究しており，

とそれちに関する研究活動はつぎのとおりである．

1) 謹琶槻水資掠・水環境の研究：国際水文学十年計画（IHD, 1965-1974）の一環とし

て，琵琶湖流域における水および土砂の叙支について研究してきたが，昭和50年度より，琵琶

湖を含めた近畿地方の，水害，水資糠，水環境の総合的調査研究を進めている．とく

に注ぐ野洲J[I支流荒川上流部に設けた荒川流出試験地を用いた雨水流出に関する研究では，流

出における いて新しい知見をえ，流出モデルを開発した．

わ水収支と渇水の研究： した地域では貯水油を造って水供給を行うよう

になる．河川水は変動する降水によって時照的に変化するが，こうしたプロセスの中で貯水池

フィルターの役目をする． しかし降水量が極端に少なくなるとフィルターの効果が弱

まり，いわゆる渇水災害が起ζ る．そのため適切な容量の貯水池を設置する必要があるが，水

こさないための貯水池容量の大きさと緊急時の補給水の確保とその安全率との関保に

ついて った．

3) 降水の時空間分布の研究：河川水の源は降水である．河川流域内で降水は も空

閥的にも変動している．この変動は気象撹乱の大きさとその消長に起因し，

題であって，関連分野の研究者との共同研究も進めているが，一方水資源の技俗的立場からす

ると，変動の統計的・ を知ることも る．すなわち，

ど多くの知見をえている．

4) 地面蒸発の研究：大気圏と陸地簡との水の授受は降水と蒸発という現象によって行われ

るが，このうち蒸発という課題はそれを富接澱定することが悶難なため，基礎的研究は少な

い．環境制御された実験室内に設置した風洞付水槽内に土砂をつめて地面蒸発に関する

研究を進めているが，現在のと ζろでは，蒸発に及ぼす患の影響とそのときに必要な蒸発潜熱

をほぼ明らかにしたが，将来は外部かちの熱供給の効果，さらには現地観測結果と

の比較分析を行って，地面蒸発の実態を明らかにする．

5) 雨水浸透の研究：地面から地下水替への雨水の供給は浸透という形で行われるが，乙の

おける水と空気との混相流れであって，空気の帯在が大きく影響する．これ

について，まず均一砂層への雨水浸透は砂表富近接に形成される擬似飽和域によって特性づけ

られることを明ちかにし，さら 目がある砂層への浸透現象につい
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写真－2・46 蒸発実験装置

実験的に研究した．また，これと並行して，実際の山塊中の地下水帯への雨水の供給経路と総

保水震について実証的研究を実施中である．

(2) 水資源システム研究クVレープ

昭和54年 2月本学工学部より池淵周ーを本研究クVレープの教授として迎え，さらに，昭和56

4月小尻利治助手が本学工学部より配置換えとなり，昭和57年11月助教授に昇任したが，昭

和60年10月岐阜大学工学部助教授に転任し，昭和60年10月中北英ーが助手に採用され現在に至

っている．当研究クVレープは水資源の供給システムおよび利用システムの合理化に関するシス

テム論的研究を目標としているが，最近の主要な研究課題とそれに関する研究活動はつぎのと

おりである．

1) 水資源システムの計画・管理の研究：水資源システムには多くの要素が含まれている

が，これらを整理して計画・管理策定プロセスの構成に成功し，さらに，水需要の構造分析を

行ってその実態を明らかにし，予測問題への発展を試みる．また，ダム貯水池訴の水量・水質

制御に関するシミュレーション解析を行うとともに，地下水システムのモデ、ノレ同定とそ

運用についても研究している．

2) 熱に係る水文現象の研究：主として蒸発散と融雪流出に関する観測・調査およびモデ、ノレ

解析の研究である．蒸発散については，八王子の東京農工大流出試験地を対象とした林地蒸発

散量の観測と長期間にわたる時系列推定，宇治グランドでの地・空相互作用実験場における裸

地からの蒸発量の観測と評価，琵琶湖を対象とした湖面蒸発謹の観測と評価であり，

については，琵琶湖北部域大浦JIi，高時J[i流域を対象とした積雪，融雪，流出の現地調査とそ

のモデソレ解析で、ある．

3) 水系一貫した治水計画の策定の研究：治水計画は水系一貫したものでなければならない

が，その策定に当っては種々の問題を解決しなければならない．まず，洪水の危険度を評価す

るため洪水の時・空間生起確率関数を l次のマルコフ従罵を仮定して表現することに成功し
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た．ついで，治水システム

ステムの内容の最適北（シミュレーション段階〉，

（スクリーニング段摺〉， 治水シ

における諸施設の効果的な建設

（シークエンシャノレ段階〉について多大の知晃

4) と耐渇水方策の研究： レベルで、の少雨から

まり，

るプロセスをシステム

－水文レベルでの

し， ることから始

し， ネット

ワークからなる利水システムの渇水危険度を量・質の両者を考慮して評価する方法論を構成し

て，渇水災害の生起特性を明らかにした． さらに，河川表流水と地下水との有機的な運用とダ

ム貯水池詳の渇水時操作jレール適正化等による耐渇水方策について研究している．

5) 3次元レーダー降雨情報の利用手法の開発：山岳性降雨はその予測が難しいが，

学的観点にたって，空間的な 3次元レーダ一時雨情報をより有効に利用する方法の開発を呂的

としている．そ テップとして，

111岳周ちの流れの場に温農場が及ぼす影響は大きく，

を利用していく必要がある．

(3) 客員研究クVレープ

プロジェクトの研究を目的としているが，

研究協力者との共同研究をも行っている．現在までの研究者とそ

ある．

1） 客員 教授

氏 名 職 名 0同時） l 研究課題

中西 弘 山口大学工学部教授 水の再和用・高度利用

田 中 宏 平 九州大学農学部教授 新水諒の開発

森滝槌一郎 岡山大学文学部教護 水資源と地域経演社会の変貌

水産車允治 三重大学人文学部教授 気投変動

水谷義彦 寓出大学理学部教護 安定時位体と水循環

2）客員助 教授

氏 名 職名（当時〕 ； 研究課題

田中 正 筑波大学地球科学系講師 地下水の保全と開発

竹 内邦長 山梨大学工学部助教授 水資諒の保全・管理

市 JI! 新 東京大学工学部助教授 水資掠の保全・管理

岡 田 憲 夫 鳥取大学工学部助教授 水資源計画システム

小尻利治 i岐阜大学工学部助教授 水資諒システムの管理

を試みている．

とともにレーダ

よび後述の

つぎのとおりで

客員期間

昭55.1一昭55.3 

昭55.4一昭57.3 

昭57.4一昭59.3 

昭59.4－昭61.3 

昭61.4ー現在

客 員 期 間

昭54.10一昭57. 3 

昭57. 4-1ヶ月間

昭57. 5一昭59. 3 

昭59. 4－昭61. 3 

昭61. 4ー現在
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第 2章 組 識 お

(4) 研究協力者クVレープと研究会・研究集会

緊急に解決を要する を， 客員の研究者とともに研究会を通じて協力して解決の方

向を克出そうとする研究クVレープである．研究協力者の数および研究会の開催回数はつぎのと

おりである．

年度 53 54 55 56 57 58 59 60 

人数 65( 6 ) 94(20) 125(34) 105(32) 146(46) 135(46) 128(41) 135 ( 42) 

間数 3 9 7 5 5 7 7 5 

（ 〉は所属大学等の数

また，当研究センターに関係のある研究者相互の研究の総括

をもっているが，研究成果の総括的な報告と研究センター

研究センター研究報告Jを毎年発行している．

う場とし

を載せた「水資源

34. 都市施設耐震システム研究センター

における大都市関への人口と資産の集中は著しいため，地震により都市機能が

麻賭するとその社会的な損失は計りしれないものがある．したがって，都市における

減と防止に関する研究を行うことは急務であり，その社会的な要請も極めて高い．特に，

発生に伴う都市機能の低下や 2次的被害の波及に関する機構の解明，都市機能を有機的に結合

しているライフライン系の震災時における機能保持能力の向上などに重点を置いた研究を強力

に推進しなければならない．都市機能は各種の構成要素が結合したシステムであるので，

の地震防災を論ずるにはシステム解析を主たる手段として研究を行う組職が必要である． ま

た，地震による都市の多様な被害を予測し，人的・物的被害を最小限にくいとめ，かつ復！日計

画の策定を効果的に行うための組職的な研究も緊急に行われなければならない． ζのために

は，人文社会学的な研究領域との学捺的な共同研究も必要となる．建築群やライフラインの地

を定量的に予挺しこれを軽減するためには，地盤条件による地震入力・地震波の性状の

どを明らかにすることも不可欠である．

防止し，それを軽減するためには，以上に述べたような研究を系統的かっ総合的

に行う必要がある．このためには異なる専門分野の緊密な連携が不可欠であるので，複合する

領域の研究を総括し，研究を集中的に推進するための中心としての研究センターを設けるのが

適当であるとして，昭和61年4月に本研究センターが設置された．研究員の構成は教授亀田弘

行，助教授赤松純平，助手岩井 哲，助手津田純男，客員教授篠塚正宣，をもって発足してい

る．本研究センター されたばかちであるので，以下に述べる研究課題について，所内外



34. ンター ’ga
 

噌’Ea品
噌

1
A

の研究協力の基に，

うとしている．

る とともに解決の方向を見い出そ

(1) ：大都市の周辺地域にアレー観測縮を設置し，都市域における地動

らびに地盤内ひずみの 2次元分布の解明につながる資料を収集する．また，都市

とそれ等の伝播・波及・相乗機構を解明

る テンシャノレを定量的に評価する方法についし，

て研究を行う．

(2) 開発適用することによって，自然科学的，

として と

の防災的機能保持を目的とする システムの構成法に関する研究を行う．

(3) ライフライン系の酎震化：ライフライン系はいずれもネットワークを構成することか

ら，これをトポロジ…論，グラフ理論などを用いて定式化し，システム全体の機能保持能力に

ついての信頼牲に関する解析的研究を行う．きちに信頼性解析の結果と社会的要語や経済的

を組み合わせて 導入する ζ とにより， ライフライン構成要素の

るとともに復旧対策に関わる実際的な研究を推進す

る．

(4) 2 

し，

を正確に推測

もとに都市内

: 2次災害のうち最も

たてるための碁礎的な研究を行う．

る地震火災による

ての研究を行うとともに避難路の条件や心理条件等を考慮した避難

ついて模索する．また，泊火活動のための水供給システム

避難誘導路上における通行安全度の推定，広域避難地での水・食糧の確保とそのための物

いてのシステム論的研究を逐行する．

(5) 都市震害に関するデータベースの整描：都市内のサイズミックマイクロゾーニグを行う

ためには，都市地擦の動的諸定数のデータベースの整備がなされていなければならない．こう

した資料の校集を行ってデータベース化する．また，都市震害に関する資料は，過去の大地震

における建築物や各種の都市施設ととの震害の様相や統計，強震観挺記録，行政機関による地

よる インパクトや各種映像，など多くの分野にわたるものが対

象となるので，統一的なフォーマットを作成し，こうしたデータベースの構築を行う．

(6) 都市震害に関する社会科学的研究：当研究所は自然科学の見地からの災害研究を主｛本と

しているが， よる都市の災害には人間の行動や社会・経済活動が関わる面も無視する ζ

とはできない．そこで，研究センターに客員部門を設け，そこに社会科学の立場から

を扱っている研究者を招へいし，自然科学と社会科学との融合を揺る．このような研究活動を

通じて， ための基本理念を提示する．
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35. 事 務 部

訪災研究所の創設当初 3研究部門から発足した研究体制も現在では19部門， 3センター， 2 

よび10観測所が設置され，事務部も研究所の発展とともに漸次整備充実された．

その後，昭和49年 4月に事務部に部課制が施かれ，

く事務処理を行い坊災研究所発展のために努力している．

なお，創設当初から昭和56年まで、の変遷については，

しく紹介されている．

2課 4掛で次の事務分掌規程に基づ

京都大学防災研究所事務分掌規定（昭和初年10月20E11HJJ定）

1条総務課に庶務掛及び研究助成掛を置く．

2 庶務掛においては，次の事務をつかさどる．

1. 研究所事務の連絡調整に関すること．

ワ

ム

円

3

ふ
A

るζ と．

るζ と．

ること．

5. 職員の出張に関すること．

6. 宿日直に関すること．

7. 公文書類の接受，発送及び保帯に関すること．

8. 調査統計その他諸報告に関すること（他掛の所撃に賭するものを捻く．〉

9. 職員の任免に関すること．

10. 職員の給与に関すること．

11. 職員の服務に関すること．

12. 職員の福祉に関すること．

13. 定員に関すること．

14. 人事記録に関すること．

15. その地他掛の所掌に賭しないこと．

3 研究助成掛においては，次の事務をつかさどる．

1. 学術奨励及び研究助成に関すること．

2. 職務発明に関すること．

3. 研修員等に関すること．

4. 外国人研究者等に関すること．

5. 海外渡航諸手続に関すること．
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6. 

7. 研究報告その他自

8. 

ること．

ること．

ること．

9. 出版・図書委員会に関すること．

10. 渉外に関すること（他掛の所掌に属するものを除く）．

2条経理課に経理出及び施設掛を寵く．

2 経理出においては，

I. 予算及び決算に関すること．

2.物件費の経理に関すること．

っかさどる．

3

4

5

 

ること．

ること．

市町村氏税及び社会保険等に関する ζ と．

6. 旅費の経理に関すること．

7. 物品の管理に関すること．

8. ること．

9. 受託研究に関すること．

10. 委託経理に関すること．

11. 科学研究費補B,;/J金等の申詰二及び経理に関すること．

12. mu各号の事務に係る謂査資料その他諸報告に関すること．

3 施設掛においては，次の事務をつかさどる．

I. 建物及び設掲の新設及び模様苔の実施計画i並びに予算資料の｛乍成に関すること．

2. 

3. 

る 関すること．

ガス，その他の諸設備の維持管理に関する ζ と．

4. 国有封産の管理に関すること．

5. 防火及び衛生に関すること．

6. 環境整備に関すること．

7. 前各号の事務に謀る謡査統計その地諸報告に関すること．

4 第 2項及び第 3項の掛においては，当該項において定めるもののほか，研究所が分担する

うち，各掛の所掌に係る事務をつかさどる．

第 3条各掛に掛長を置く．

2 出長は，

附長日

この規程は，昭和26年10月初日よち施行する（中間の改正規程の附尉は，省略した．〉

け， る．
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鮒即

ζの規程は，昭和55年4月18日から施行し，昭和55年 4月1日から適用する．

改正昭31.3. 31，昭41.4.1，昭43.2.15，昭49.5. 8，昭55.4.18 
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第 3章研究所刊行物

として， Bulletinof the Disaster Prevention Research 

Institute，年報およ し，国内および冨外の びlζ

贈している．なお，別途に京都大学防災研究所十年史，

〈和文，英文〉が刊行されていて，

あゆみを知る ζ とができる．また訪災研究所要

－組職・研究活動などの概要が一莞でき

史 されており，

る．

…十五周年小史に掲載分以降の刊行論文は次のとおりである．

1. Bulletin of the Disaster Prevention Research Institute 

Volume 26 (1976) 

Parま 1(March, 1976) 

No. 234 Some problems of Seismic Data Processing Part 3. Particle Motion Analysis of Local Earth悶

quake Waves and the Underground Structure beneath Recording Sites, by Tamotsu Furuzawa. 

No. 235 Microearthquake ¥Vaveforms Recorded at Tottori Microearthquake Observatory and Their 

Relation to Hypocentral Distributions and the Upper幽 CrustalStructure, by Tameshige Tsukuda. 

No. 236 Stochastic Seismic Response of Hysteretic Structures, by Takuii Kobori, Ryoichiro Minai 

and Y oshiyuki Suzuki. 

Part 2 (June, 1976) 

No. 237 Time Domain Analysis of Earth Tide Records, by Takeshi Mikumo and Masaaki Kato. 

No. 238 On the Storm Runo町Processin the Ara Experimental Basin, by Y asuo Ishihar‘a and Shigeki 

Koba take. 

No. 239 Geological and Geomorphological Factors at Some Landslide Areas in Shikoku, by Takahiko 

Furuya. 

Part 3 (September, 1976) 

No. 240 Sediment Yield and Transport on a Mountainous Small ・watershed, by Kazuo Ashida, 

Tamotsu Takahashi and Toyoaki Sawada. 

No. 241 Erosion and Cross Section and the Cohesive Stream Bed, by Kazuo Ashida and Kenji 

Sawai. 

No. 242 A Study on the Superposition Method to Estimate the Ultimate Strength of Steel Reinforced 

Concrete Column Section Subjected to Axial Thrust and Bending I¥.foment Simultaneously, by 

Takeshi Nakamura and Minoru ¥Vakabayashi. 

Par主4(December, 1976) 

No. 243 An Experimental Study on Transformation and Ruル upof Long Period vVaves on a Gentle 

Slope of a Beach, by Shigehisa Nakamura. 

No. 244 Hazards from Surface Faulting in Earthquakes, by Yoshimasa Kobayashi. 
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Volume 27 (1977) 

Part I (March, 1977) 

物

No. 245 Sequence of Microearthquakes near the Yamasaki Faultラ byTameshige Tsukuda. 

No. 246 Crustal Structure in Central Japan as Derived from the Inabu Quarry Blast Observations, 

by Akira Ikami, Isao Yamada, Hiroshi Murakami, Nobuo Hurukawa and Fumiaki Takeuchi. 

No. 247 Resolving Power of Wave Gauge Array Installed in Lake Biwa, by Masataka Yamaguchi, 

Y oshito Tsuchiya and Hiroshi Koyata. 

Part 2 (June, 1977) 

No. 248 Wave Refraction and ・wave Height Variation Due to Current, by Yuichi Iwagaki, Tetsuo 

Sakai, Toshio Tsuda and Yukio Oka. 

Part 3 (September, 1977) 

No. 249 Statistical Search for Migrations of Aftershock Sequences, by Masajiro Imoto and Yoshi悶

michi Kishimoto. 

No. 250 On the Measurement ofVp/Vs Ratio in the Area around Lake Biwa, by Fumiaki Takeuchi, 

Kazuo :tv1ino and Masajiro Imoto. 

No. 251 Experimental Studies on the Elastic-Plastic Behavior of Braced Frames under Repeated 

Horizontal Loading-Part 1 Experiments of Braces with an IιShaped Cross Section in a Frame-, 

by Minoru ・wakabayashi, Takeshi Nakamura and Nozomu Yoshida. 

Part 4 (December, 1977) 

No. 252 Observations of Crustal Movements by Newly-Designed Horizontal Pendulum. and Water・

Tube Tiltmeters with Electromagnetic Transducers (I), by Masaaki Kato. 

Volume 28 (1978) 

Par主I( April, 1978) 

No. 253 On the Use of Analog Filters in Evaluating Amplitude Spectra of Seismic Waves, by Tame叫

shige Tsukuda. 

No. 254 Mechanical Model of Particulate Material Based on Markov Process, by Sakuro Murayama 

and Ryosuke Kitamm・a.

Part 2 (October, 1978) 

No. 255 Drag Coefficients in Light ¥Vind, by Yasushi Mitsuta and Osamu Tsukamoto. 

No. 256 Beach Processes of Shiraham.a“a Pocket Blach", by Yoshito Tsuchiya, Yoshiaki Kawata, 

Teruo Shibano, Shigehisa Nakam.ur、a,Takao Yamashita, Hiroshi Yoshioka, Shigeatsu Serなawaand 

Kardana. 

Parts 3-4 (December, 1978) 

No. 257 On the Rill Net in a Slope System, by Kenji Kashiwaya. 

No. 258 On the Accuracy of Hypocenter Determination of the Hokuriku Microearthquake Obser・叫

vatory, by Kunihiko ¥Vatanabe, Norio Hirano and Fum.iaki Takeuchi. 

Volume 29 (1979) 

Part 1 (July, 1979) 

No. 259 A Model of Fault Gouge with Dissipative Rotational Interactions, by Akio Sakai. 

No. 260 Runoff Model for Flood Forecasting, by Yasuo Ishihara and Shigeki Kobatake. 

No. 261 Characteristics of Sediment Transport Process on Duned Beds Analyzed by Stochastic Ap-

proach, by Hiroji Nakagawa and Tetsuro Ts吋imoto.
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Par主2(August, 1979) 

No. 262 Laser Insterferometer Systems for Precise Measurements of Ground闇 Strains,by Shuzo Take” 

moto. 

No. 263 Observation of Crustal Movements by Newly鋤 DesignedHorizontal Pendulum and ・water鴫

Tube Tiltmeters with Electromagnetic Transducers (2) -Variations in the Amplitude and Phase 

of Tidal Tilts Observed with a Water-Tube Tiltmeter of Kamitakaraーラ byMasaaki Kato. 

Part 3 (March, 1980) 

No. 264 Experimental Studies on the Elastic-Plastic Behavior of Braced Frames under Repeated 

Horizontal Loading -Part 2, Experiments of braces composed of steel circular tubes, angle-shapes, 

flat bars or round bars-, by Minoru ・wakabayashi, Takeshi Nakamura and Nozomu Yoshida. 

No. 265 Structural Damages Caused by Tatsumaki, by Hatsuo Ishizaki and Yoshihito Taniike. 

Part 4 (March, 1980) 

No. 266 Experimental Studies on the Elastic-Plastic Behavior of Braced Frames under Repeated 

Horizontal Loading …－Part 3, Experiments of One Story心 neBay Braced Framesーラ byMinoru 

・wakabayashi, Takeshi Nakamura and Nozomu Yoshida. 

No. 267 Studies on the Struct山、esof Density Stratified Flows, by Shinji Egashira and Kazuo Ashida. 

Volume 30 (1980) 

Part 1 (July, 1980) 

No. 268 Attenuation Proper・tyof Coda Parts of Seismic ¥;¥Taves from Local Earthquakes, by Jumpei 

Akamatsu. 

No. 269 Heavy Rainfall around the Suzuka Mountains (2) -Synoptic Study-, by Yukio Gocho. 

Part 2 (Oc主ober,1980) 

No. 270 Upper Crustal Structur・ein the Northwestern Chubu District, Japan as Derived from the 

Tedori闇 RiverQuarry Blasts, by Kunihiko ¥;¥Tatanabe and Hideki Fukui. 

Part 3 (November, 1980) 

No. 271 Attenuation Property of Seismic ・waves and Source Characteristics of Small Earthquakes, 

by J umpei Akamatsu・

No. 272 Characteristics of Microtremors on Ground with Discontinuous Underground Structure, by 

Kojiro Irikura and Taku Kawanaka. 

Part 4 (December, 1980) 

No. 274 Geomagnetic Secular Variation Anomalies in Relation to the Recent Crustal :t¥.1ovement in 

the Southwestern Region of Japan, by Norihiko Sumitomo. 

Volume 31 (1981) 

Part 1 (March’ 1981) 
No. 275 The Seismic Refraction Survey in Landslide Areas, by Yoshimasa Kobayashi. 

No. 276 A New Approach to Stokes ¥Vave Theory, by Yoshito Tsuchiya and Takashi Yasuda. 

Pa抗 2(June, 1981) 

No. 277 Observations of Crustal Movements by Newl下～DesignedHorizontal Pendulum and ¥Vater-

Tube Tiltmeters with Electromagnetic Transducers (3)-Time Viariations of Tidal Admittance, by 

Masaaki Kato. 

No. 278 Scattering of P ¥;¥Taves by Random Velocity Heterogeneities, by Koji Matsunami. 

No. 279 Dynamic Soil Reactions in Radially Non-Homogeneous Soil Media, by Narayanan 

Lakshmanan and Rhoichiro Minai. 

No. 280 Hydrodynamic Drag Force Acting upon a Spherical Particle on a Rough Bed Composed 

of Identical Particles, by Hiroji Nakagawa and Tets町 O Ts吋imoto.
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Part 3 (September, 1981) 

No. 281 Investigation of Topsoil Horizons of Mountain Slopes as a Basis of Experimental Geomor側

phology, by Kazuo Okunishi and Tomoyuki Iida. 

No. 282 Experimental Study on the Dynamic Characteristics of Isolated Structures, by Minoru 

¥,Vakabayashi, Teizo Fujiwara, Takeshi Nakamura and Todor Basotov. 

No. 283 A Hydraulic Model for the Prediction of ¥,Vash Load in Mountainous Drainage Basins, by 

Kazuo Ashida, Shinji Egashir、aand Tadayoshi Kanayashiki. 

Part 4 (December, 1981) 

No. 284 E町田tsof Local Inhomogeneities on Tidal Strain Measurements, by Shuzo Takemoto. 

No. 285 Vertical Structure of the Convective Surface Layer, by Nobutaka Monji. 

Volume 32 (1982) 

Part 1 (March, 1982) 

No. 286 Characteristics of Sediment Motion for Respective Grain Sizes of Sand Mixtures, by Hiroji 

Nakagawa, Tetsuro Tsu imoto and Susumu Nakano. 

No. 287 Electrical Property of Precipitating Clouds, -Raindrop Charge-size叫 easurモments-,by 

Toshikatsu Takasugi and Yukio Gocho. 

No. 288 Experimental Study on Stream Channel Processes in Alluvial River、byYuichiro Fujita 

and Y oshio Muramoto. 

Part 2 (June, 1982) 

No. 289 Earthquake Ground Motions Influenced by Horizontally Discontinuous Structures, by 

Shigeru Kasuga and Kojiro Irikura. 

No. 290 The Widening Process of Straight Stream Channels in Alluvial Rivers, by Yuichiro Fujita 

and Y oshio Muramoto. 

Part 3 (September, 1982) 
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